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本報告書は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成したものである。







序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果 たすものと期待されている。今後、

データベースの普及により、わが国において健全な高度情報化社会の形成が期待される。さらに

海外 に対して提供可能なデータベースの整備は、国際的な情報化への貢献お よび自由な情報流通

の確保の観点からも必要である。 しか しながら、現在わが国で流通 しているデータベースの中で

わが国独自のものは3割 にすぎないのが現状であ り、わが国データベースサービスひいてはバラ

ンスある情報産業の健全 な発展を図るためには、わが国独自のデータベースの構築およびデータ

ベース関連技術の研究開発を強力に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このような要請に応えるため、(財)デ ータベース振興センターでは日本自転車振興会から機械

工業振興資金の交付を受けて、データベースの構築および技術開発にっいて民間企業、団体等に

対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要で、また地

域および産業の発展の促進に寄与すると考えられているデータベースの構築 とデータベース作成

の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化などに関係したソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア

技術である。

本事業の推進 に当って、当財団に学識経験者の方々で構成されるデータベース構築 ・技術開発

促進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「専門用語データベースシステムの機能に関する調査研究」は平成2年 度のデータベース

の構築促進および技術開発促進事業として、当財団がアイ ・エヌ ・エス株式会社に対 して委託実

施 した課題の一つである。 この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方の

お役に立てば幸いである。

なお、平成2年 度データベースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題は次表のと

お りである。

平成3年3月

財団法人 データベース振興センター



平成2年 度 デー タベース構築促進 ・技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1形 態学 的 コメ ン トを含 む病理 データベー ス (株)エ ス ・ピ ー ・ オ ー

の フ ィー ジ ビ リテ ィ調 査

2災 害情報デー タベース支援環境の構築 (株)防災都市計画研究所
3AV/MARCの ため の分類索引デー タペ (株)ダ イ ソメ デ ィ アサ ー ビ

一ス構築
ス

4気 候情報デー タベー スの構築 (株)エ ムテーエ ス雪 氷研究
社 会 所

5健 康の 自己管理 と病気予防デー タベースの (株)コ ン ピ ュー タ コ ン ビニ

構築 エ ンス

6シ ルバーエイジの実態 及び生 活に必要 な情 美崎高齢者福祉互助会 美
報のデータベース構築 のための調査研究 崎生活館

7交 通事故調査デー タのデー タベー ス化 に関 働 旧 本自動車研究所
する調査研究

8ア ジア太平洋交流 データベー スの課題性の (株)西日本新聞社

研究
9戦 略商圏 レベルに細分化 した地域デー タと パ ラシュー ト情報 開発研 究

分析 ・提案手法を統合化 した企画支援 シス 会 札幌凸版印刷(株)
地域活性化 テムデー タベースの構築

中小企業振興 10ネ ッ トワー ク化 され た地域情報デー タベー セ ン トラル開発(株)情 報

スの有 効なマネジメ ン トについての調査研 図書館RUKIT
究

11徳 島市 中小商業振興デー タベースの構築 (株)ニ ュー メ デ ィ ア徳 島
12九 州地 域の人材情報デー タベース構築 (財)九 州 産業技術 セ ンター

13海 外向け国内先端技術分野中堅企業情報英 コム ライ ンイ ン ター ナ シ ョ

文デー タベース構築 ナル(株)
14海 外規格(ソ 連邦 国家規格)デ ータベース 日本電子計算(椥

の整備

海 外 15政 府開発援助(ODA)に 関す るデ一 夕ベ (財)日 本 国際協 力 システム
一スの構築調査

16専 門用語デー タベ ースシステムの機能 に関 アイ ・エ ヌ ・エ ス(株)

する調査研究
17専 門家 デー タベー ス構築事業 側)海 外貿易開発協会

18VAN用 データベー ス管理 システムの開発 シ ャー プ(株)

19レ コー ドマネジメン ト用辞書管理 システム (株)オ フ ィス総研
の開発研究

20建 築CAD用 拡張可能デー タベースのプ ロ 三菱電機(株)
トタイプ作成

技 術 21先 進 複 合材 料 デ ー タベ ー ス ・プ ロ トタイ プ (財)次 世代金属 ・複合材料
の作成 研究開発協会

22マ イ ク ロ コ ン ピュー タの プ ログ ラ マブ ル 周 (社)日 本 システムハ ウス協
辺 デバイスのデー タベ ース化 会

23書 誌 デ ー タベ ー ス 用 ダ イ ナ ミ ック ・シ ソー (株)紀伊國屋書店
ラスの可能性調査と実験
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1調 査研究の背景と目的

わが国にはすでに大規模な専門用語の情報が蓄積されており、用語活動の盛んなヨーロッ

パ諸国と比較 しても遜色はない。例えば、学協会の レベルに限って も約300種 類の辞典 ・用

語集が発行されてお り、制定されている専門用語の総数も100万 語を超えている。

しか しながら、これらの情報のほとんどは依然として冊子体によってのみ利用されてお り、

データベース化に関 しては不十分な状態にある。データベース化が進んでいない原因の一つ

としては、資金不足もさることなが ら、専門用語データベースの機能や構造に関する情報の

不足を挙げることができる。

専門用語に関係する機関やグループ、個人が、専門用語データベースに対 してどのような

意識をもっているか、また、現在刊行されている専門用語辞典 ・用語集が、専門用語データ

ベースに収録すべきと考えられる諸要素をどの程度備えているか、といった点についての調

査分析を行 うことによ り、辞典 ・用語集をデータベース化するに際 しての問題点が抽出され

よう。また、これは編集者の意識改革を促すものともなろう.

海外、特にヨーロッパにおいては、歴史的にみても、専門用語データベース運用の実績が

多く積 まれている。このヨーロッパを中心 としたデータベース先進諸国の現状を把握するこ

とも重要である。現用されている専門用語データベースおよびデータバンク個々の機能 ・構

造等についての詳細な分析は、わが国における専門用語データベース構築の際に大いに参考

となる。

専門用語データベースを構築 しようとする時、最も頭を悩 ます問題の一つに、いかに効率

的に用語を収集するかという問題がある。この用語収集の基礎的技術の一つとして、専門用

語の自動抽出が挙げられる。この技術に関してこれまでに行われた研究のレビューは、技術

的な面での一つの案内 となろう。

データベースに関する情報不足は、以上の諸調査報告によってもかなり補えると思われる

が、さらに基本的なものとして、専門用語データベースについてのガイ ドラインを提示 し、

実際に専門用語データベースの構築を企画、運用するに当って留意すべ き事項を整理してお

く必要があろう。

この調査研究は、以上の点を主眼に行われたものである。

一1一



H実 施体制および実施内容

1.実 施体制

この調査研究を推進するに当っては、専門用語研究会(会 長:大 塚明郎)の 協力を得て
、

学識経験者と専門家で構成される 「専門用語データベース調査委員会」を設置し、この委員

会の協力を得て具体的な調査活動を行 った。

博 門用語データベース調査委員会メンバー)

長

良

員

員

員

員

員委

委

委

委

委

委

野

部

田

藤

田

田

細

阿

上

後

戸

原

公 男

正 信

修 一

智 範

愼 一

隆 史

慶応義塾大学教授

ユニバーサル ・リサーチ(株)代表取締役

慶応義塾大学教授

神奈川大学助教授

東京大学助手

慶応義塾大学助手

海 外 調 査 に つ い て は 、TermNet(IntemationalNetworkforTerminology)に 委 託 し
、 各

種 機 関 の 協 力 を 得 て 行 っ た 。

また、仲本秀四郎氏(IRIS情 報学研究所所長)に は海外調査報告書の翻訳に関して多大な

御助力をいただいた。

2.実 施経過

(実施経過の概要)

平成2年7月9日

8月28日

9月4日

9月14日

10月1日

10月3日

11月9日

委託契約の締結

専門用語研究会への協力依頼

TemNetと の調査委託契約の締結

専門用語データベース調査委員会委員の委嘱

アンケー ト調査表の送付(海 外51カ 国625通)

第1回 専門用語データベース調査委員会の開催

アンケー ト調査表の送付(国 内384通)
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平成3年1月18日

2月8日

2月22日

3月7日

第1回 専門用語データベース小委員会の開催

第2回 専門用語データベース小委員会の開催

第2回 専門用語データベース調査委員会の開催

第3回 専門用語データベース調査委員会の開催

3.実 施内容

ω 国内調査

① 学協会等384の 各種機関に対するアンケー ト調査

② わが国で刊行されている専門用語辞典 ・用語集167種 についての内容分析

② 海外調査

①51ヵ 国625機 関に対するアンケー ト調査

② 機関および団体における専門用語データバンクの調査 ・分析

③ マイクロコンピュータ、 ミニコンピュータ上で使用される専門用語データベース

の調査 ・分析

(3)そ の他

① 専門用語の自動抽出方法に関する研究の レビュー

② 専門用語データバンクについてのガイ ドラインの提示
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田 専門用語のデータベース化に関する国内の状況

1.専 門用語辞典 ・用語集の分析

専門用語のデータベースが収録すべきデータの種類およびその機能 ・構造についてどのよ

うに捉えられているかを調査するため、国内384の 学協会等の機関を対象 としてアンケー ト

調査を実施 し、69機 関からの回答を得た(回 収率17.9%)。(詳 細については次第参照)。

この69機 関の うち、辞典 ・用語集の編纂経験のある機関は39(56.5%)で あった。平成元年

度の委託事業 「データベース構築のためのターミノロジーの調査研究」において、わが国の

用語活動の動向を捉えるために実施 したアンケー ト調査では、回答を寄せた574機 関の うち、

辞典 ・用語集 を発行 しているか予定 している機関は155(27.O%)で あった。 この結果 と比

較しても、今回のアンケー ト調査に回答を寄せた機関は、用語活動に対する関心がかなり高

い機関であるといえる。

しか し、データベースの作成にっいての今回の回答糸課 は 表1-1に 示すとおりで、データ

ベース化の計画なしとする機関が約70%に 達 している。電算写植が普及 している現在、これ

らの用語辞典 ・用語集のデータベース化は比較的容易ではないか と思われるのに反 し、現実

にはそのデータベース化はあまり進展していない。

表1-1デ ー タベー ス化の現状(一 部 複数 回答)

回答数(%)

作成済み 6(8.7%)

作成中 8(11.6%)

計画中 5(7.2%)

具体的な計画はない 48(69.6%)

その他(無 回答を含む) 6(8.7%)

「データベースを作成する場合に、各専門用語(見 出し語)の データ要素として収録すべ

きものは何か」との設問に対する回答分布は 表1-2の ようになっている.

これらのデータ要素が、現在冊子体で刊行されている辞典 ・用語集においてどのように扱

われているかを分析することにより、これらの辞典 ・用語集をデータベース化する際の問題

点の整理が行われ、さらにはベータベース化の進展を阻んでいる一因が把握されよう。この

ような観点から、約17〔腫 の専門用語辞典 ・用語集についての機能 ・構造に関する分析を行

った。
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表1-2デ ータベースに収録すべきデー タ要素(複 数回答)

回答数 回答数 回答数

読み41 定 義23 下位語ll

同義語34 関連語23 分類番号11

学術用語29 識別番号20 用語の使用レベル9

(学名など) 出 典19 対訳語の等値レベル7

正綴語28 発 音15 翻 字6

対訳語28 異織詰13 新語 ・造語・廃語の区別6

省略形26 記入年月日13 信頼度3

言語名24 上位語11 その他3

1.1調 査対象

現在わが国で刊行されている主な専門用語辞典 ・用語集167種 を対象に分析を行った。文

部省の各学術用語集および日本規格協会の各JIS用 語集は対象から除いたが、これらを集

大成 した 「学術用語集集成」(日 本科学協会発行)お よびrJIS工 業用語大辞典」(日 本

規格協会発行)は 分析対象に含めてある。(分 析対象 として採りあげた辞典 ・用語集名につ

いては資料 皿一1-1参照)

分析対象とした辞典 ・用語集の分野男1構成は表1-3に 示すとおりである。

表1-3分 野別分析対象件数

件数

社会 ・人文科学分野

自然科学 ・技術 ・産業分野

(計}

30

137

167

1.2調 査結果

1.2.1専 門用語辞典 ・用語集の タイプによる分類

一概に専門用語辞典 ・用語集と称 しても、その実質的な形態はそれぞれ異なる。最も大き

な特徴は、それぞれが用語の解説を主体としているか、用語そのものを収録することを目的
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としているか(解 説はなし)の 違いである。

表1--4辞 典 ・用語集の タイプ別分類件数

解説あり 用語のみ

、

社会 ・人文科学分野

自然科学 ・技術 ・産業分野

(計)

30

92

122

0

45

45

今回の分析は、全ての専門用語辞典 ・用語集を対象 としたものではなく、176種 について

のサンプル調査ではあるが、ここで特徴的にいえることは、用語の収録のみに徹 しているも

のは社会 ・人文科学分野には1件 も存在 しないことである。 このことは社会 ・人文科学分野

においては、用語や概念についての内容解説に重点が置かれてお り、逆に自然科学 ・技術 ・

産業分野においては用語の リス トそのものも非常に重要視されていることの一つの表われで

あろう。

1.2.2見 出 し語の言語種別分類

見出し語を言語種別にみた場合の集計結果は 表1-5の とおりである。

表1-5見 出し語の言語働ll分 類件数

件数

日本語

英 語

日英 ・英 日2部 構成

その他

128

9

28

2

日英 ・英 日の2部 構成になっている(1冊 にまとめ られている)も のの中には、日英独 ・

英日 ・独口の3部 構成になっているものも1件 含まれる。また、見出し語の言語種を日本語

あるいは英語に分けて分類 したものの うちにも、某 日あるいは日英が別の冊子となってお り、

実質的には日英 ・薬日の2部 構成と考えてよいものが3件 含まれている。

実質的に日英 ・英 日2部 構成となっているもの31件(28+3)を タイプ別にみると、1件

を除いては全て用語のみを収録するタイプのものである。例外とみえるこの1件 も、解説は
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日英編でのみ行 ってお り、英 日編では用語のみを収録 している。

その他に分類される2件 は、ラテン語、フランス語を見出し語としたものである。

1.2.3見 出 し語 に対する読みの有無

漢字を含む用語については、同形異音語、難読文字などの問題 もあることから、データ要

素 として 「読み」を入れることが強く要請されている。 しか し、見出し語が日本語であるも

の128件 について実際に分析 してみると、全体の57.8%の ものに読みが付与されていない。

表1-6日 本語見出しについての読みの有無

件数(%)

読みあり(計) 54(42.2%)

平仮名 42(32.8%)

片仮名 9(7.0%)

ローマ字 3(2.3%)

読みなし 74(57.8%)

1.2.4同 義語 の有無

データベースを検索する側からは、異表記をも含め同義語による検索、さらには上位語、

下位語、関連語などによる検索の可能なシステムが要求されている。現在冊子体で干桁 され

ている専門用語辞典 ・用語集の中でこれらがどのように扱われているかについては、今後の

データベース化を考える上では、ぜひ捉えておかなければならない事柄である。上位語、下

位語といった階層構造をもったものは、医学、植物学等の分野において分類体系に沿って編

集されたものが一部 見受けられるが、未だ一般的ではない。ここでは同義語についてどのよ

うな扱いがなされているかについて分析を試みた。

一般に辞典 ・用語集における同義語の与え方としては
、

・見出 し語 と同義語を併記する。

・同義語を本項目とは別に直送項目(案 内項目)と して立項する。

・上記2つ の方法の併用。

が考えられ、実際の各辞典 ・用語集でも、このいずれかの方法が採用されている。 しか し、

ここで次の点に注意しなければならない。第一点は、直送項目(案 内項目)と して立項した
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場合、必ず しも同義語 と対概念 ・上位語 ・関連語等 との区別がつけられていないケースが多

いことである。人間が判断する冊子体の場合にはそれほど問題はなくても、データベース化

され コンピュータで検索するとなると、この区別は厳密になされていなければならない。第

二点 は、本文解説中での 「… 一ともいう」 「一一一と同義」等の記述は、その努力にもかかわ

らず、コンピュータによる検索を考 えると、その機能を果たしえないということである。

実際に冊子体で刊行 されている専門用語辞典 ・用語集において、同義語であることが、上

記の形式ではっきり示されている例は、全体的にみるとわずか約45%に しか過ぎない。

表1-7同 義語の明示の有無

件数(%)

同義語が明示されている

同義語が明示されていない

75(44.9%)

92(55.1%)

さらに、これをタイプ別にみると、表1-8に 示すように、同義語が明示されているものは、

いわゆる解説型の辞典類では 全122件 中の48件(39.3%)、 いわゆる用語型のものでは全45件 中の

27件(60.0%)と かなりの差が見られる。解説型の辞典類では内容理解を容易にするために対概念

等 も含めて同一項目内で説明するケースが多く、このような時にも同義語 と同様の参照記号(案

内記号)を 用いているからである。一方、用語型のものでは、その性格上、同義語にしか参照記

号による案内がしにくいという事情もある.

表1-8同 義語が明示されているケースのタイプ別分類

件数(%)

解 説 型

用 語 型

48(全122件 中 の39.3%)

27(全45件 中 の60.0%)

1.2.5対 訳語の有無

全167件 のうち、対訳語の付与されていないもの(一 一部の見出し語にのみ付与されている

ものもここに含めた)は25件(15.0%)で ある。これについては非常 に特徴的なことが指摘で

きる。すなわち、対訳語の付与されていない25件は、すべて見出し語が日本語で、タイプと

しては解説型のものに限られるとい う点である。

さらにこれを分野別にみると、表1-9に 見られるように、社会 ・人文科学分野では半数の
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ものに対訳語が付与されていないが、自然科学 ・技術 ・産業分野においては90%以 上のもの

に何 らかの対訳語が付与されている。

表1-9対 訳語の付与の有無

件数(%)

社会 ・人文科学分野

対訳語の付与あり 15(全30件 中の50.0%)

対訳語の付与なし 15(全30件 中の50.0%)

自然科学 ・技術 ・産業分野

対訳語の付与あり 127(全137件 中の92.7%)

対訳語の付与なし 10(全137件 中の7.3%)

見出し語に対訳語が付与されていなくても、日英対訳等の形式の索引が完備していれば、

問題はない。 しか しここに抽出された25件については、このような索引を有するものは自然

科学 ・技術 ・産業分野に属する2件 のみである。残 りの23件 は日本歴史、日本考古、民俗、

法律、証券 社会問題 不動産取引、保険医療、漢方等 といった文化の地域性等にかかわる

ものか、ハ ンドブックに分類されるものがほとんどであり、このことを例外とすると、実質

的にはほぼすべてのものに何 らかの対訳語が付与 されていると考えてよい。

対訳語が付与されている場合、その言語種 としては、医学関係の日本語一ラテン語、ラテ

ン語一日本語の各1例 を除けば、見出し語または対訳語のいずれかに必ず英語が含まれてい

る(日 英または英日)。 医学におけるラテン語は必須要素の一つである。他の分野において

は、情報の国際化が進む中で英語は必須の要素であるとの認識が浸透し、少なくとも専門用

語辞典 ・用語集の世界では実際の活動においても十分実践されていることを裏付ける数字で

ある。

1.3ま と め

表1-2に もみ られるように、データベースに求められる要素として各種のものが挙げられ

る。このうち正綴語、省略形、異織詰は、広義には同意語に含めて考えることができよう。

前3者 に対する要請(該 当回答件数計67件)を 同義語の要請(34件)に 加えると、実に101

件に達 し、他の要素とかけ離れて重要視されていることが分かる。

また、関連語、上位語、下位語は、同意語 とは別の扱いを必要 とし、これら3者 は関連す

る用語 という意味では関連語 としてひとくくりにできよう。この3者 に対する要請件数は計

45件である。
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以上の ことを勘案 する と、デー タベースに収録すべき要素 としての上位3者 は、広義 に捉

えた場合、 ω 同義語、(2)関 連語 、(3}読 み、 となる。

1.3、1同 義語の扱 い

同義語に対する要請は非常に強いにもかかわらず、現在刊行されている専門用語辞典 ・用

語集での対応は、不十分である。最初から同義語に対する顧慮を欠いている場合は別 として、

その要因は次のような諸点に求め られよう。

(1)編 集技術上の問題

同義語 と関連語等の厳密な区別をせずに両者を同じ参照記号等で示 している例

(2)冊 子体 としての物理的な制約

概念は同一でも表記の異なる語(「 超伝導」と 「超電導」、 「コンピュータ」

と 「コンピューター」等)、 特に片仮名語を全て案内項目として収録すること

の煩わ しさとスペース上の制約

学術用語集集成、JIS工 業用語大辞典、科学技術25万語大辞典 といった、各種用語集を

集大成 したものについても、各専門分野で異なる表記を採用 している用語に関してはどれ と

どれが同義であるのかの判断はつかない。各専門分野間での用語の統一(表 記を含めて)は

至難であると予想されるが、それ故にこそ、これを解決する方策の模索 ・検討を具体的に進

めるべき段階に来ているのではなかろうか。

編集技術上の問題は、編集者が今後のデータベース化をも意識 して作業に当たるといった、

意識改革により、かなり解決されよう。冊子体としての物理的制約をも含めて考えた場合に

は、それほど簡単には解決できない。結論を急 ぐことは戒めなければならないが、,まず各専

門学会単位でそれぞれの分野での同義語集を編纂 し、これを集大成 して総合的な同義語集に

をまとめ、一般の利用に供することを真剣に考えることも必要であろう。この総合的な同義

語集は、無論、狭義の同義語ばか りでなく、上に例に挙げた異表記のほか、省略形、略語等

(「パーソナルコンピュータ」と 「パソコン」とrPC」 等)も 含めた文字 どお り総合的な

ものであることが強 く望まれる。さらには、国名 ・地域名、機関名等の固有名詞についても、

同様の別ファイルの編纂を望みたい。

1.3.2関 連語の扱い

関連語に関 しては同義語以上の困難が予想されるが、ここでもまず、辞典 ・用語集の編集

者の意識の変革に期待するところが大 きい。狭義の関連語 と上位語 ・下位語 とは同列には論

じられないが、冊子体の辞典 ・用語集においてもシソーラス的な考え方の導入の検討が望ま
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れる。下位語に関しては、上位語の場合と比較すると用語の数が多 くなるという問題もあ り、

困難度はより大きくなるので、第一段階としては、少なくとも階層的にみた場合のすぐ直上

の概念(上 位語)、 および狭義の関連語(上 位 ・下位の関係にはないが、関連があると判断

される語)を 当該の用語に付加情報 として添えることから検討を始めるべきではないだろう

か。この時、下位語の うちでも特に必要 と思われるものについては、関連語として登録する

こともよい。本格的にデータベース化を想定 したシソーラスの検討は、第二段階と割 り切 る

ことも、経費的な面では現実的であろう。

1.3。3読 みの扱 い

今回の分析によって、日本語見出しに対 して読みを付与 している専門用語辞典 ・用語集は、

全体の半数にも満たないことが判明した.こ れは、編纂する側では不要との判断を下 してい

ることの表われであるかもしれない.し か し、利用する側では、ぜひ欲 しい要素の上位に位

置するものとして捉えている。このギャップを埋めるには、編纂側の努力に待つ しかないが、

その前に利用者側の要請が的確に編纂者側に伝えられることが重要である。

読みが付与されている場合でも、いくつかの問題が存在する。一つは、同形異音の同義語

の扱いについてである。これについては、上記の同義語と同様の処理をすればよい。同形同

音の異義語については、上位語を付与 してあればこれによる判断が可能である。上位語の付

与がない場合には、分野 ・領域等の注記が必要である。一つの専門分野内では混乱は生 じな

くても、各専門分野間で共通に利用する場合には問題 となるので、留意 しなければならない。

さらに、ローマ字による読みの付与に関 しては、表記法(訓 令式、ヘボン式、日本式等)

の問題がある.外 国人による利用、海外との情報交流をも考慮 した判断が必要である。
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(資 料lll-1-1) 分析対象として採りあげた専門用語辞典 ・用語集

社 会 ・ 人 文 科 学 分 野

図書館用語辞典 角川書店 TQC用 語辞典 日本規格協会

図書館用語集 日本図書館協会 和英用語対照 税務・会計用語辞典(五訂)財 経詳報社

著作権事典(改訂版)出 版ニュース社 証券用語辞典(第3版)東 洋経済新報社

哲学事典 平凡社 証券実務用語辞典(新版)き んざい

心理学事典(新版)平 凡社 基本証券分析用語辞典(再版)桃 書房

日本歴史地理用語辞典 柏書房 地方税用語辞典(再版)ぎ ょうせい

日本考古学辞典 東京堂出版 '
家屋評価用語集(財)地 方財務協会

地理学辞典 二宮書店 不動産取引用語辞典(改訂版)住 宅新報社

自治用語辞典(三訂)ぎ ょうせい 貿易保険実務用語辞典 貿易保険協会

新法律学辞典(第三版)有 斐閣 統計小事典 日本評論社

経済学辞典(第2版)岩 波書店 青少年問題用語小辞典 同朋舎

税務 経営 外来語辞典 ぎょうせい 現代社会福祉事典(改訂)全 国社会福祉協議会

現代 リスクマネジメン ト事典 同文館 新教育社会学辞典 東洋館出版社

安衛法用語集 労働基準調査会 民俗学辞典(第60版)東 京堂出版

新人事・労務用語辞典 日本経営者団体連盟広報部 ラルース言語学用語辞典 大修館

自 然 科 学 ・ 技 術 ・ 産 業 分 野

学術用語集集成(財)日 本科学協会 静電気ハンドブック オーム社

科学大辞典 丸善 液晶辞典 培風蝕

科学技術用語大辞典(第2版)日 刊工業新聞社 高分子辞典(新版)朝 倉書店

科学技術25万語大辞典(和英編)ア イピーシー 分析化学用語辞典 産業図書

科学技術25万語大辞典(英和編)ア イピーシー 有機1ヒ合物辞典 講談社
JIS工 業用語大辞典(第2版)日 本規格協会 地図学用語辞典 校報堂出版

仏和理工学辞典(四訂版)白 水社 地学事典(増補改訂版)平 凡社

岩波 理化学辞典(第4版)岩 波書店 気候学・気象学辞典 二宮書店

岩波 数学辞典(第3版)岩 波書店 英中日気象学用語集 農林統計協会

物理学辞典(縮届1版)培 風館 岩波 生物学辞典(第3版)岩 波書店

音響用語辞典 コロナ社 生化学辞典 東京化学同人

光用語事典 オーム社 英和・和英 生化学用語辞典 東京化学同人



自 然 科 学 ・ 技 術 ・ 産 業 分 野'(続 き)

微生物学辞典 校報堂出版 薬学用語集

英和・和英 微生物学用語集(第3版)菜 根出版 日本医薬品集
植物目録 大蔵省印届1局 リモー トセンシング用語辞典

実験動物学用語集 ソフトサイエンス社 先端材料事典

保険医療用語事典 社会保険研究所 図解 金属材料技術用語辞典
医学大辞典 南山堂 新エネルギー技術用語集 太陽編
バイオ&メ ディカル大辞典(和英)ア イピーシー 新エネルギー技術用語集 地熱i編
バイオ&メ ディカル大辞典(英和)ア イピーシー 新エネルギー技術用語集 風力発電編

中国漢方医語辞典 中国漢方 新エネルギー技術用語集 バイオマス編

腎臓学用語集 南江堂 新エネルギー技術用語集 石炭編

解剖学用語(改訂12版)丸 善 新エネルギー技術用語集 水素編

新旧対照 解剖学名案覧 南山堂 新エネルギー技術用語集
新版 生理学用語集 南江堂 海洋温度差発電編
臨床検査医学事典 朝倉書店 簡易日英新エネルギー技術用語辞典

山 核医学用語集(新版)丸 善 図形科学ハンドブ ック
〔 放射線診療用語集 金原出版 実用ハン ドブック

医療用具の一般的名称と分類 薬事日報社 プラン ト用語辞典(和英)

人工臓器用語集 金原出版 プラン ト用語辞典(英和)

最新看護用語辞典(第6版)メ ヂカルフレンド社 機械生産システム用語辞典

和英西仏 医学看護用語集 国際看護交流協会 土木用語辞典

外科的疾患用語集 金原出版 管工事施行管理用語集

小児外科手術用語集 金原出版 土質工学用語辞典

英和・和英 麻酔学用語集 克誠堂出版 測屋用語辞典

整形外科学用語集(第3版)南 江堂 道路用語辞典(第2版)

産科婦人科用語集(第3版)金 原出版 環境工学辞典
産科婦人科用語解説集 金原出版 環境用語辞典
眼科用語集 医学書院 環境資源用語集
耳鼻咽喉科学用語解説集(改訂第2版)金 原出版 廃棄物小事典(改訂版)

ネズミ関係用語集 日本植物防疫協会

新・業務上疾病の範囲と分類 労働法令協会
実用英和対訳 建築用語辞典 ■

新しい建築用語の手びき(増補改訂新版)

■

丸善

楽楽時報社
共立出版

裳華房
日刊工業新聞社

(財)日本産業技術振興協会

(財)日本産業技術振興協会

(財)日本産業技術振興協会

(財}日本産業技術振興協会

(財)日本産業技術振興協会

(財)日本産業技術振興協会

(財)日本産業技術振興協会

(財)日本産業技術振興協会

森北出版

日中科学技術協会
アイピーシー

アイピーシー

養賢堂

校報堂出版・コロナ社

管工事施行管理技術研究会

土質工学会

山海堂

丸善

共立出版
インタープレス

公害対策技術同友会

(社)燃料協会
工学出版

霞ヶ関出版
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自 然 科 学 ・ 技 術 ・ 産 業 分 野(続 き)

空気調和・衛生用語集

英和・和英 機械用語図解辞典(第2版)

図解 機械用語辞典(第2版)

和・英 ・独機械術語大辞典(増補版)

潤滑用語集

インデックス・ターム集

航空宇宙辞典

図解 原子力用語辞典(第3版)

原子力用語辞典

放射線用語辞典

電子通信用語辞典

新版 ニ ューメディア用語辞典

テレビジョン用語辞典

情報・通信マイクロコンピュータ辞典

船舶工学用語集

船舶用語辞典

図解 鋳物用語辞典(第2版)

塑性力[日二標準用語集

化学工学辞典(改訂3版)

粉体工学用語辞典

蛍光体ハンドブック

セラミックス辞典

石炭利用技術用語辞典

石油辞典

油脂用語辞典

香りの百科
カラーケミカル事典

紙パルプ辞典(改訂第5版)

空気調和・衛生工学会

日干lj工業新聞社

日刊工業新聞社
オーム社

養賢堂

機械振興協会

地人書館

日刊工業新聞社
コロナ社

通商産業研究社刊
コロナ社

日本放送出版協会
コロナ社

丸善
成山堂書店

成山堂書店

日刊工業新聞社
コロナ社

丸善

日刊工業新聞社
オーム社

丸善

燃料協会

丸善

幸書房

朝倉書店
工ー工ムシー

金原出版

染色事典

食品と容器の事典

缶びん詰・レトルト食品事典

最新冷凍食品事典

和英・英和 家政学用語集

農林水産統計用語事典

農業気象学用語集

土壌肥料用語集
土壌物理用語事典

防除機用語辞典

作物学用語集(改訂)

育種学用語集(改訂)

園芸学用語集(改訂)
施設園芸における省エネルギ」研究

関連用語集

果汁・果実飲料事典

造園学用語集
造園用語辞典

畜産用語辞典(改訂・増補)

草地学用語集

食肉用語事典(四訂版)

和英・英和 林業工学用語集

水産学用語辞典

包装用語辞典

図解 物流用語辞典
写真用語辞典(新版)

写真技術用語辞典(新版)

朝倉書店

恒星社厚生閣

朝倉書店

朝倉書店
朝倉書店

農林統計協会

養賢堂

養賢堂

養賢堂
日本植物防疫協会

養賢堂

養賢堂
養賢堂

養賢堂

朝倉書店

養賢堂
彰国社

養賢堂

養賢堂

食肉通信社

菜根出版

恒星社厚生閣

日刊工業新聞社
日刊工業新聞社

写真工業出版社

日本理工出版会



2.専 門用語データベースに関するアンケー ト調査

2.1ア ンケー トの概要

専門用語データベースの調査を進めるに当り、広 く内外の認識を集める目的で、国内、海

外の専門用語に関連する機関に依頼 してアンケー ト調査を行 った。

国内を対象 としたアンケー トは、平成元年度委託事業として行った前回の調査における回

答を参考に、関心度が高いと思われる384機 関に対象を絞った。海外に対するアンケー トは、

国際的専門用語研究機関であるTertnNet(オ ース トリア、ウィーン)の 会員名簿等を参考に

51カ国、625機 関に依頼した。結果 として国内では69機関(回 答率18 .0%)、 海外では28カ

国、96機関(回 答率15.4%)か ら回答を得た(表2-1、 資料m-2-3)。

表2-1ア ンケー トの発送数 ・回答数

国 内 海 外

発送数

回答数

回答率

384

69

18.O%

625(51カ 国)

96(28カ 国)

15.4%

国内で回答を寄せられたなかには、学協会、大学、研究所などのほか、小数ながら個人も

含まれる.専 門領域は、医学、人文科学、農学など多岐にわたっている(表2-2 、表2-3)。

表2-2回 答機関の内訳 表2-3回 答機関の専門領域

機関の性質

学 協 会

大 学

研究機関

会 社

任意団体

産業団体

教育機関

そ の 他

回答数(%)

9

1

0

5

2

2

1

9

り
乙

1

1

(42.0%)

(15.9%)

(14.5%)

(7.2%)

(2.9%)

(2.9%)

(1.4%)

(13.0%)

専門領域

医学 ・薬学

人文科学

農

工

理

産

社

経

学

学

学

業

会

済

そ の 他

回答数(%)

5

2

1

9

8

5

2

1

6

1

1

1

(21.7%)

(17.4%)

(15.9%)

(13.0%)

(11.6%)

(7.2%)

(2.9%)

(1.4%)

(8.7%)
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今回の調査における回答率の低さからも、国内では未だ専門用語データベースの確立に対

する要求が希薄であると感 じられるが、アンケー トの設問自体にもさらに工夫が必要であっ

たと思われる。難解な設問に対 し熱意溢れる回答を下さった方々に心から感謝申しあげる。

2.2辞 典 ・用語集編纂の状況

国内でア ンケ ー トに回答 した69機 関の うち、39機 関(56.5%)が 辞典 ・用語集の編纂 を経

験 している(表2-4)。 この うちの37機 関が、編纂 した辞 典 ・用語 集41点 についての具 体的

な内容 を回答 している。この41点 の一覧を資料II-2-4に 、またその主題領域 ・収録語数 にっ

いての集計 を表2-5に 示 す。

表2-4辞 典 ・用語集編纂経験の有無

回答数(%)

経験あり

経験なし

39(56.5%)

30(43.5%)

表2-5編 纂 した辞典 ・用語集の内訳

領 域 点数 収録語数

1,000

未 満

LOOO
～5 ,000

5,000
～10 .000

10,000
～20 ,000

20,000

肚

不 明

医 学 11 1 3 3 1 3

農 学 8 1 5 1 1

理 学 5 1 1 2 1

工 学 8 2 1 5

人文科学 3 1 1 1

産 業 2 1 1

社 会 1 1

そ の 他 3 1 2

(計) 41 4 12 6 8 2 8

編纂に際 して主に参考とした資料は、専門辞典 ・用語集、専門書、一般辞典 ・用語集、ハ

ン ドブ ック、専門雑誌、教科書などであった(表2-6)。
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表2-6辞 典 ・用語集編纂の際に主に参考にした資料(複 数回答)

専門辞典(特 定領域の)・ 用語集

専門書

一般辞典 ・用語集

ハンドブック

専門雑誌

教科書

シソーラス

一般書

コンコーダンス(用 語索引)

縮

辞書データベース

テキス トデータベース

その他

編纂経験のあ る39機 関の うち、編集 にコンピュータを利用 した機 関の数 については、 アン

ケ ー トで複数の回答 を許 したため、集計表か らは直接 的に検 出で きないが、 「使用 したソフ

トウェアはない」 との回答、 「使 用 した コンピュー タはない」 との回答 が共に10機 関であ る

ことか ら、29機 関(74.4%)が ワープ ロやエデ ィタを含む、 なん らかの コンピュータを利用

したもの と推 定できる(表2-7、 表2-8)。

表2-7編 纂に当って使用したソフトウェア(複 数回答)

回答数

使用したソフ トウェアはない 10

ワープロソフ トやエデ ィタ 8

汎 用デー タベース ソフ トウェア 7

自作 または特注 ソフ トウェア 5

その他市販 ソフ トウェア 1

シソーラス作成 用 ソフ トウェア 0

コ ンコーダ ンス作成 用ソフ トウェア 0

その他 4
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表2-8編 纂に当って使 用 した コンピ ュータ(複 数回答)

回答数

パー ソナル コンピュー タ 12

使 用 したコンピュー タはない 10

汎 用 コンピュー タ 5

ワープロ 5

ワー クステーシ ョン 2

その他(不 明などを含む) 3

編纂に当っての作成基準や指針の有無については、回答 している32機関の うち、 「なし」

との回答が10機 関(31.3%)で あった(表2-9)。 作成基準 指針が具体的に何を指すのか、

設問が明確でなかったため、この集計にはいくぶんあいまいな点も残る.た とえば その他

の回答の中にも、 「編集委員会において執筆要綱を作成」 「執筆者に執筆要領を指示」とい

ったコメントを付記 したものも含まれている。

表2-9編 纂に当っての作成基準 ・指針の有無

回答数

作成基準 ・指針がある

独自に制定したものがある 10

他の機関のものを参考にした 9

作成基準 ・指針とした資料はない 10

その他 3

2.3辞 典 ・用語 集のデー タベース化

2.3.1デ ー タベース化 の進展状況

今回のアンケー ト調査においては、辞典 ・用語集のデータベース化についての調査も行っ

た。

デ ータベース化の現状に関する設問で、 「具体的な計画はない」 と回答 した機関は.そ の

他 と無回答を除 く67回答中の70%以 上を占めた(表2-10).一 部に複数回答 した機関があ

るため、回答の集計値(73件)が 回答を寄せた機関数(69機 関)よ り多くなっている。
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表2-10辞 典 ・用語集のデー タベース化 の現状

領 域(機 関数) 作成済 作成中 計画中 計画なし その他 無回答

人文科学(12) 1 2 2 8

医学 ・薬学(15) 1 2 1 11 1

工 学(9) 1 3 5 1

理 学(8) 1 1 2 3 1

産 業(5) 1 4

社 会(2) 1 1

農 学(11) ll 1

経 済{1) 1

そ の 他(6) 5 1

計(69) 6 8 5 48 4 2

海外の多くの機関がデータベース化を実現 しているのに比べ、国内におけるデータベース

化の進展は遅い。 これは、日本語処理に必要な操作手順の複雑さがデータベースの開発 と利

用を妨げているためではなかろうか。

欧米を主体 とする海外のほとんどの言語は、コンピュータのキーボートで入力するアルフ

ァベ ットや数字などの文字そのままを用語情報としてデータベースに記録 し、同様にキーボ

ードの文字だけで見出 し語を入力 して用語情報を検索できる
。これに対 して日本語の場合は、

キーボードで入力する音訓いずれかの発音による仮名文字やローマ字をいちいち漢字に変換

する操作を必要 とし、さらに目的とする漢字の選択や、JISコ ード(16進4文 字)に よる

入力を伴い、また同音異字による誤謬を生 じることも多い。加えて日本語は、本体である用

語を索引するための仮名書き文字(片 仮名や平仮名による表現)ま たはローマ字、さらに熟

語の読み方を特定するルビの記録も必要となる。従って、データベースの開発や利用に余分

な時間を必要とし、必然的に費用も高 くなる。

データベース化するに当って参考に した(あ るいは参考にする)資 料は、前節の辞典 ・用

語集の編纂の場合と同様に専門辞典 ・用語集、専門書などが上位を占めた(表2-11)。

データベース化するに当っての基準 または指針の有無については、すでに作成済みおよび

現在作成中の計14件(13機 関)の うち、4件(4機 関)が 「なし」と回答 している。件数では

28.6%、 機関数では30.8%に 当たる。 この数字は辞典 ・用語集の編纂の場合 とほぼ同じであ

るが、例数が少ないため明確な結論を引き出すことは難 しい(表2-12)。
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表2-11デ ータベース化の際に主に参考に した資料(複 数回答)

専門辞典(特 定領域の)・ 用語集

専門書

一般 辞典 ・用語集

専門雑誌

ハンドブック

教科書

シソーラス

辞書データベース

新聞

テキス トデータベース

コンコーダンス(用 語索引)

一般 書

その地

表2--12デ ー タベー ス化 に当っての基準 ・指針の有無

回答数

作成基準 ・指針がある

独自に制定 したものがある 7(6)

他の機関のものを参考にした 1(1)

作成基準 ・指針 とした資料はない 4(4)

その他 ・無回答 2(2)

注一回答数の括弧内の数字は機関数

データベースの内容 ・構造に関 しては、収録を予定 しているエン トリー数、収録する言語、

必要と思われるデータ要素の調査を行った。その集計結果をそれぞれ表2-13、 表2-14、

表2-15に 示す。この設問は、実際にデータベースを作成 または計画 していない機関にも、

作成するものと仮定して回答を求めたものである。

また、海外において実際に作成されたデータベースについて、その収録言語数および収録

語数がどのようになっているかを調査 した。その集計結果を、それぞれ表2-16、 表2-17

に示す。
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表2-13収 録を予定 してい るエ ン トリー数

エ ン トリー数 回答数

1.000未 満 1

1,000～3.000 6

3.000～6.000 3

6,000～10,000 4

10,000～50,000 3

50,000以 上 5

その他 沫 定・不定) 4

表2-14デ ータベースに収録する言語(複 数回答)

言語名 回答数

日本語

英 語

その他

45

37

12

その他で挙げられた言語(括 弧内の数字は回答数)

ドイツ語、 フランス語(各3)

スペイ ン語 、中国語 、イ ン ドネ シア語 …(各2)

ロシア語 、ポル トガル語、 ラテン語、

タイ語、韓国語

ローマ字、学 名

未定

(各1)

(各1)

(1)

表2-15各 専門用語のデータ要素 として収録するもの(複 数回答)

回答数 回答数 回答数

読み41 関連語23 分類番号11

同義語34 識別番号20 用語の使用レベル9

学術用語(学 名など)29 出 典19 対訳語の等値レベル7

正綴語28 発 音15 翻 字6
対訳語28 異綴語13 新語 ・造語・廃語の区別6

省略形26 記入年月日13 信頼度3

言語名24 上位語11 その他3

定 義23 下位語11

注一その他の内容は、執筆者名 ・記入年月日、修正記録 システム内での使用頻度
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表2-16収 録言語数(海 外)

6～10

11～20

20以 上

その他

表2-17収 録語数(海 外)

収録語数 回答数

1,000未 満 1

1,000～10,000 17

10,000～50,000 26

50,000～100.000 9

100.000～500,000 8

500,000～1,000,000 4

1,000,000以 上 4

2.3.2コ ン ピ ュ ー タ の 利 用

データベ ース の作成 に必要 と思 われるツールについての質 問への回答 は、一太郎 、新松 、

MIFES、dBASE皿 など、汎用デ ータベ ースソフ ト、ワ ープロ、エデ ィタが上位 を占め ているが、

「開発の要 あ り」、 「自作 で補 う」な どの記載があ ったことは、現時点 の汎用製 品では十分

に対応で きない との判 断であ ろう(表2-18)。

表2-18デ ータベース作成に必要と思われるツール(複 数回答)

回答数 備考 住 なコメン ト)

ワープ ロソフ トやエデ ィタ 36 一太郎 、新松、MIFES等

汎用デー タベー スソフ トウェア 31 dDBASEm等

.シソー ラス作成 用ソフ トウェア 13 開発の要あり

コンコー ダンス作成用 ソフ トウェア 5 開発の要あり

その他 5 自作で補 う、AIソ フ トウェ

ア、OCR等

国内でデータベース化に利用しているか利用を予定しているハー ドウェアの種類 と、海外

で実際に利用しているハー ドウェアの種類にっいての調査結果を表2-19に 示す.両 者のそ

れぞれの構成比は互いに近似 している。
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表2-19デ ー タベース作 成 に利用 するハー ドウエアの種類(複 数 回答)

国 内 海 外

パー ソナルコンピュー タ

汎用 コンピュータ

ワー クステー ション

その他

40(58.8%)

12(17.6%)

13(19.1%)

3(4.4%)

56(54.9%)

24(23.5%)

15(14.7%)

7(6.9%)

2.3.3デ ー タ ベ ー ス の 利 用

国内で想定されるデータベースの利用対象については、専門家 とする回答が最も多く、次

いで学生、一般の順であった(表2--20)。

表2-20想 定されるデータベースの利用対象(複 数回答)

回答数

専門家

学 生

一 般

その他

47

29

21

9

その他で挙げられた主な利用対象

枝柿研 修生(外 国人)、 留学生、企業への派遣者、

新聞関係者、加盟会員(学 校法人)お よび法人所属

の教職員、辞書編集支援用として社内利用、その他

社内用、印刷物 として市販予定

冊子体では実現できなかった利用方法でも、データベース化することによって可能となる

ものがあると思われる。国内アンケー トでは、この点にっいても具体的な回答を求めた(表

2-21)。

また海外アンケー トでは、実際にデータベースを利用するに際 しての具体的な目的につい

て質問した(表2-22)。

データベースの利用に関するこの設問の構成は、国内と海外で異なるため、両者の厳密な

比較はできないが、内外の特徴を明 らかにするため、両者に共通する項目について回答内容

の比較を試みた(表2-23)。
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表2-21デ ータベース化によって実現される利用方法(複 数回答)

回答数 備考(主 なコメント)

情報検索

(文書管理など)

37 連想による検索、関連分野の情報

検索、電話照会への即時回答

辞典の管理

(用語の体系的管理など)

35 改訂の簡易化、表記の整理、関連

用語の検索 ・整備 ・調整

電 子出版

(CD-ROMな ど)

22 パーシャルROMの 採用(訂 正 ・

追加が可能)、 マルチメディア化、

内容か らの逆引き検索

自然言語処理

(機械翻訳用辞書など)

10 まだ困難である

コンピュータ支援教育

(知識整理など)

9 知識の相互関連づけ ・知識評価、

用語の統一

オフ ィスオー トメー シ ョン

(用語 チ ェックなど)

6 社内 ・社外の教育 ツール

その他 2 利用者サイ ドでの加工

表2-22海 外におけるデータベースの主な利用目的

辞典の作成

電子出版

翻 訳

その他

その他で挙げられた主な利用目的

用語の標準化、冊子体辞書の作成、テキス トの統

計処理

注一その他の回答数には無回答も含む
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表2-23共 通項目でみた場合の利用目的の内外比較

国 内 海 外

辞典管理

電子出版

機械翻訳

(計)

35(52.2%)

22(32.8%)

10(14.9%)

67

28(30.8%)

17(18.7%)

46(50.5%}

91

表2-23の3つ の利用目的のうち、辞典管理と電子出版に限定して比較するならば、内外

における差はほとんどないといえる(表2-24)。

表2-24辞 典管理 ・電子出版に限定した場合の利用目的の内外比較

国 内 海 外

辞典管理

電子出版

(計)

35(61.4%)

22(38.6%)

57

28(62.2%)

17(37.8%}

45

従って、辞典管理と電子出版については、今回のアンケー ト調査でみる限 り、データベー

スの利用目的が内外で一致 しているが、機械翻訳を加えると内外の差は非常に大きいといえ

る。

海外で機械翻訳がデータベースの利用目的の約50%を 占める理由としては、

(1)文 法的に近似する言語が多い

② 国際的に文献あるいは情報の交流が活発

などが考えられる。 しかし見方を変えれば、辞典管理や電子出版はデータベース利用の端緒

であって、国際的専門用語データベースの発達 した段階では、

㈲ 機械翻訳が主流 となる

ことを示唆するもの と描 則できる。
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2.3.4デ ータベースの提供形態

開発 したデ ータベ ースを外部へ提供する媒体 と して検討 されて いるもの は、フ ロ ッピーデ

ィス クによる方法が第1位(44.6%)で あ り、第2位 はCD-ROM(24.6%)、 第3位 は

オンライン(16.9%)と なっている(表2-・25)。

表2-25デ ータベ ースの提供形態

フロ ッピーデ ィス ク

CD-ROM

オ ンライ ン

磁気 テープ

その他

ハイパーカー ド ・フォーマ ッ ト、

アウ トプ ッ トを印刷 した もの、

書類型光デ ィス ク

今後ますます増加するパ ソコン利用者を対象 とする目的で、安価で一般 的なフロッピーデ

ィスクに依存することは常道であろう。 しか し、データベースのデータ量が大きい場合には、

1枚 当りの容量が小さいフロッピーデ ィスクは不利になる。データベースの方式にもよるが、

ハー ドディスク(40MB)の 記録内容を退避するためにフロッピーディスクを利用 した事例

では、20万 語程度の記録に約30枚 のフロッピーディスクを必要 とした。

情報量が増大する将来は、大容量の情報を記録できるCD-ROMや 、一括または随時に

に必要 な情報を受け、 自己のハー ドウェアに記録できるオンライン方式が多用されることに

なろう。

2.4専 門用語 デ ータベ ースの機能

2.4.1ア ンケ ー トで寄せ られ た意見

今回の国内アンケー ト調査では、専門用語データベースの機能についての意見も多く寄せ

られた。これ らをテーマごとに分けて以下に要約する。

なお、これらの意見には、データベースの機能 というよ り、用語の問題 として収録以前に

整理すべき事項が含まれているが、広義のデータベース機能として掲載する。

(1)収 録内容

① 統一名称、共通名詞、同義語、関連語
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外来語を日本語に翻訳 したときに生 じる概念的差異を逆翻訳に影響させ

ないことも目的の一つとして、日本語名 ・翻訳語名の統一名称、特に学

術用語 と日常用語に共通 した名詞を確立 し、専門領域間の差異も解消

② 発音、読み方、図解用データ

用語の検索結果の表示に必要な発音や読み方、および概念を明確にする

図解用のデータ

③ 語の体系(シ ソーラス)

用語の上位概念語、下位概念語の明確化

④ 時代背景、原義(訳 語の基本を含む)

用語の成立原因、歴史的背景、成立時代の概念など

⑤ 利用分野

当該用語を常用している専門領域、あるいは当該用語の専門領域別概念

⑥ 全専門領域を網羅 した用語の収録

これだけで全てとなるデータベースに期待

② 収録方法

① 文部省や科学技術庁 との協調

すでに公に確立されたデータベースからの用語の移植による正確性、安

全性、効率性

② 造語方式の規格化

③ データを公開し、パソコン通信などを通 じて論議

外部か らアクセス可能なデータベースを確 立し、用語の公認や追加にパ

ソコン通信などで関係者全員が参加できる方式

④ 孫引きの禁止

すでにある辞典や用語集の安易な利用、特に専門領域外では概念が異な

る場合や最新情報を得 られないことなどへの注意

(3)基 本的機能

① 前方一致、後方一致、中間一致による高速検索

目的とする用語の前方(左 側)、 後方(右 側)ま たは中間の数文字を入

力し、それに合致するいくつかの用語をコンピュータが捜 してCRT画

面に表示する。その中か ら目的の用語を指定する入力方式の一形態

② 分野別テーマ、または定義 注釈からの専門用語検索

見出し語から概念や意義を検索するのが通常であるが、その逆に概念や

意義による条件で専門用語を特定 しようとするもの

③ アクセント付き文字の入力

一28一



ドイツ語、フランス語などのキーボー ドにない文字の入力(CRT画 面

に特定のキーで表示する特殊な文字群か ら指定できる機能を示唆 してい

る)

④ 検索結果の優先表示

あらかじめ指定する専門分野を最初に表示し、会話方式で関連領域や拡

大領域を表示。またはキーワー ド、頻用語、古語、死語(原 義)な どの

順序による段階的指定表示

⑤ 音声による応答

発音、読み方、アクセント、イントネーションなどの具体化

⑥ 画像による表示

用語に関する概念図や、同義語、関連語、シソーラスなどの系統表示

⑦ シソーラスの図鰍 直上、直下概念語の表示

見出し語を含むシソーラスを図示的に表示。あるいは直上 と直下の概念

語 を同一画面に関連づけて表示

⑧ 知識関連事項の表示

⑨ 専門領域別新収録語

指定する専門領域において一定期間に収録した新 しい用語を検索して表

示

(4)拡張的機能

① 文献検索に拡大

入力する見出し語、あるいは検索された訳語や同義語を含む文献を検索

② 自動翻訳機能

③ 利用者が独自に再編集

データベースの記録情報から利用者が自分専用の専門用語データベース

を編集

(5)活 用手段

①CD-ROMに よる大容量の汎用データベースの個人利用への期待

(6)そ の他

① ターミノロジー教育を充実 しなければ、専門用語データベースができても十

分に活用できない

② 専門用語全般を収録 したデータベースに期待

③ 特殊な分野に限定したデータベースも必要

④ 安価で利用できるデータベースに期待
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2.4.2専 門 用語 データベース開発への試案

前項に整理 して掲げたアンケー ト回答者の意見を参考に、専門用語データベース開発への

考え方を述べたい。

(1)デ ータベ ースの形 態

今後開発される専門用語データベースは、2種 類に大別されることになろう。その一つは、

全専門領域を包括する大型のデータベースであ り、もう一つは、利用者層を限定し、特定の

専門領域で使われる小規模なデータベースである。

データベースの検索時間は、高速 とはいえ有限であるコンピュータの性能に依存するため、

収録用語や付帯事項が多いほど長 くならざるを得ない。巨大なデータベースともなれば検索

に要する時間は、それなりに必要である。一方人間の感性としては、要求 した事項を短時間

(1秒 以内)に 入手できることを望む。従って全分野を包括する大型データベースを確立す

る一方、実際の利用に当っては、そこから専門領域に分派する手軽なデータベースも必要 と

なる。

② 検索速度の向上

大型データベースのアクセス時間を短縮するためには、いくつかの方法が考えられる。例

えば、利用者が専門領域や表現の範囲など、通常アクセスする条件を事前に指定できる機能

を付加することにより、検索時間の短縮は可能となる。

別な方法としては、情報の検索機能部分のみを専用のハー ドウェアに依存 し、ソフ トウェ

アとしてのプログラムの介在を極力避ける方法である。この場合は、ソフ トウェアの原点的

要素であるデータの構造はハー ドウェアに限定され、コンピュータの本来的機能は制限され

るが、規格の統一を十分に論議 して実行するのであれば、能率向上に有効な方法といえよう。

パソコンの附属品(ボ ード)と して市場にでるならば、活用範囲は広い。

(3)見 出 し語の入力方式

日本語の見出し語について、現在の コンピュータは入力操作に問題が多い。それは、アル

ファベットや数字以外の文字をキーボードから入力する操作が不便なことである(2 .3.1

項に関連説明)。 アンケー トの意見にある漢字やアクセント付き文字による検索 も含め、C

RTの 表示から選択入力する方法の充実やキーボードの改善などが望まれる。

入力手順の標準化も必要であ り、データベース開発者が独自に考案する各種の システムが

利用者によって評価され、いずれは統一的方式に凝集されることに期待する。
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(4)検 索結果の表示

検索結果の表現方法にも規格の統一が必要である。大容量型のデータベースを検索した結

果では、大量の情報を表示 し、中には当事者にとって不必要な情報も含まれることが想定で

きる。 しかもそれらを表示するCRT画 面は、それほど広いものではない。

データベースのシステムを運用する条件 として、検索結果の最初に表示する範囲、例えば

専門領域、キーワー ドや最新語による訳語、同義語などを対象として設定できるならば、通

常はその範囲の情報だけを表示する。さらに詳しく知 りたい時は、特定のキーで表示内容を

拡大する。

この場合、システムによって表現方法や表示位置が異なると利用者が困惑することになる。

多くの情報 を能率よく利用者に提供するためには、個人利用における改善は自由としても、

汎用的システムにおいては、固定化することの便益は大きい.

(5)作 成基準と編集方針

辞典や用語集の編集において、作成基準や編集指針はないとの回答が約3分 の1を 占める。

組織的であるべき編集作業において基準や指針が全く欠如 しているとは考 えにくいが、基準

の確立は、将来におけるデータベースの開発またはその利用において、規模や能力を測定す

る大 きな要因となる。

作成基準があいまいな状態 における辞典編集は、冊子体であるだけに巻頭部分と巻末部分

における整合性を失いがちとなり、収録語数が大きい場合には、対訳語や同義語に誤差を生

じる原因となり、データベ ースへの収録の際に大幅な検証と再検討を必要 とするため、予想

外の手間と時間を要することになる。

冊子体時代から作成基準や編集方針を明確にしてお くことは、データベース化を目指す上

の最 も重要な課題である。
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(資 料m-2-1)

専 門用語 に関 す る調査

この ア ンケ ー ト調 査 は、 専 門 用 語 の デ ー タ ベ ー スが 収 録 す べ きデー タ の 種 類 お よ び持 つ

べ き構 造 を 知 る た め に 実 施 す る もの で す 。 した が い ま して、 設 問2「 辞 典 ・用 語 集 のデ 一一

タ ペ ー ス化 にっ い て 」 は、 デ ー タベ ー ス を作 成 ま た は 計 画 され て いな い場 合
、 作 成 す る も

の と して ご回 答 くだ さ い 。

[]辞 典 ・用 語 集 の 編 纂 に携 わ っ た こ とが あ る。 設 問1、2、3を お 答 え く だ さ い。

[]携 わ っ た こ とは な い。 設 問2、3を お 答 え くだ さ い。

1. ・ 識 の に つ い

1.1編 纂 され た辞 典 ・用 語 集 にっ い て ご 記 入 くだ さ い 。

書 名{

著 者 ・編 者 名{

刊 行 年{

収 録 語 数{

主 題 領 域{

言 語[]英 和 []和 英[]そ の 他{

}

}

}

}

}

}

1.2

[]

[]

[]

[]

[]

口

[]

[]

[]

[]

[]

[]

[]

編 纂 にあ た っ て主 に 参 考 と し た資 料 に マ ー ク して くだ さ い 。(複 数 回 答 可)

一般 辞 典(例:国 語 辞 典
、 英和 辞 典 な ど)・ 用 語 集

専 門 辞 典(特 定 領 域 の)・ 用 語 集

ハ ン ドブ ッ ク

コ ン コー ダ ンス(用 語 索 引)

シ ソー ラ ス

辞 書 デ 一 夕ベ ー ス

一 般 書

専 門 書

教 科 書

専 門 雑 誌

新 聞

テキ ス トデ ー タ ペ ー ス

その 他{ }
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1.3編 纂 に あ た っ て使 用 した ソ フ トウェ ア が あれ ば{}内 にそ の 名 称 を ご記 入 く だ さ い。

(複 数 回答 可)

]

]

]

]

]

]

]

]

[

[

[

[

[

[

[

[

ワー プ ロ ソ フ トや エ デ ィタ

汎 用 デ ー タベ ー ス ソ フ トウ ェ ア

シ ソー ラ ス作 成 用 ソ フ トウ ェ ア

{

{

{

コ ン コー ダ ンス 作 成 用 ソ フ トウ ェ ア{

そ の 他 市 販 ソ フ トウ ェ ア{

自作 ま たは特 注 ソ フ トウェ ア{OS:

使 用 した ソ フ トウ ェ ア はな い。

その 他{

言 語:

}

}

}

}

}

}

}

1.4編 纂 にあ た っ て使 用 した コ ンピ ュ ー タが あ れ ば ご記 入 くだ さ い。

、1
」

]

-
l
」

]

-
」

-
1
司

'I
L

「

」

'I
L

[

P-
L

「
1
」

汎 用 コ ン ピ ュ 一 夕

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ 一 夕

ワ ー フ ロ

使 用 し た コ ン ピ ュ ー タ は な い 。

そ の 他{ }

1.5編 纂 に あ た って、 基 準 ま たは 指 針 と した資 料 が あ れ ば ご記 入 くだ さい 。

[]貴 機 関 に て制 定 した基 準 また は 指針 が あ る。

資料名{ }

[]他 の 機 関が 作 成 した資 料 を参 考 と した。

資 料名{

作成機関名{

}

}

[]基 準 ま たは 指 針 と した資料 はな い。

[]そ の 他{ }
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2. ・ 言返 の 一 ー タ ベ ー ス に っ い

2.1デ ー タベ ー ス の作 成 状 況 につ い て

2.1.1デ ー タベ ー ス 化 の 現 状 にっ い て ご記 入 くだ さ い 。

[]作 成 済 み

[]作 成 中

[]計 画 中

[]具 体 的 な計 画 は な い 。(以 下 の 設 問 に は 推 定 で お 答 え くだ さ い。)

[]そ の 他{

2.1.2デ ー タベ ー ス の 主 題 領 域 にっ い て ご記 入 くだ さ い 。

主 題 領 域{

2.1.3作 成 に あ た って 主 に参 考 と し た資 料 にマ ー ク して くだ さ い。(複 数 回答 可)

[]一 般 辞 典(例:国 語 辞 典 ・英 和 辞 典 な ど)・ 用 語 集

[]専 門 辞 典(特 定 領 域 の)・ 用 語 集

[]ハ ン ドブ ッ ク

[]コ ンコ ーダ ン ス(用 語 索 引)

[]シ ソー ラ ス

[]辞 書 デ ー タベ ー ス

[]一 般 書

[]専 門 書

[]教 科 書

[]専 門 雑 誌

[]新 聞

[]テ キ ス トデ ー タ ベ ー ス

[]そ の 他{

2.1.4作 成 に あ た っ て、 基 準 ま た は 指 針 と した 資 料 が あ れ ば ご記 入 くだ さ い。

[]貴 機 関 に て制 定 した基 準 ま た は指 針 が あ る。

資 料 名{

[]他 の 機 関 が 作 成 した資 料 を 参 考 と し た。

資 料 名{

作 成 機 関 名{

[]基 準 ま たは 指 針 と した資 料 は な い。

[]そ の 他{
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9
白

1
」

-

J

1
」

.

'l
L

P
-
L

P
I
L

22

3
■

2
●

2

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

]

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

[

2.2デ ー タ ベ ー ス の 内 容 ・構 造 に つ い て

2.2.1収 録 を 予 定 し て い る エ ン トリ(見 出 し語)の 数 を ご 記 入 く だ さ い 。

エ ン ト リ数{}

収 録 す る 言 語 に っ い て ご 記 入 く だ さ い 。

日本語

英 語

その他{}

各 専門用語(見 出 し語)の デ ー タ要素 と して収録 す るもの にマ ーク して ください。

(複 数 回答可)

識別 番号(ID番 号)

言語名

正織詰

読 み

発 音

呉織 語

省 略形

同義 語

学術 用語(学 名 な ど)

翻 字

対訳語

対訳語の等値 レベ ル(一 致/類 似/広 義/狭 義)

新語/造 語/廃 語 の区別

1用 語の使用 レベ ル(優 先使用 語/許 容語/使 用禁 止語)

信頼度(草 案/規 格原案/規 格)

定 義

上位 語

下位 詰

開連 語

分類 番号(UDCな ど)

出 典

記 入年月 日

{}

{}

{}

{}
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2.3コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 に つ い て

2.3.1

[]

[]

[]

[]

[]

2.3.2

[]

[]

[]

[]

デ ー タベ ー ス作 成 に必 要 と思 われ る ツー ル に っ い て ご記 入 くだ さい 。(複 数 回 答 可)

ワー プ ロ ソ フ トや エ デ ィタ{

汎 用 デ ー タベ ー ス ソ フ トウ ェ ア{

シ ソー ラ ス 作 成 用 ソ フ トウ ェ ア{

コ ンコー ダ ン ス 作 成 用 ソ フ トウ ェ ア

そ の 他{

}

}

}

{}

}

デ ー タベ ー スを 作 成 す る う えで 利 用 ま た は利 用 を 予 定 して い るハ ー ドウ ェ ア に マ ー

ク して くだ さい 。

汎 用 コ ン ピ ュ ー タ

ワー クス テ ー シ ョン

パ ー ソ ナル コ ン ピ ュ ー タ

その他{

2.4デ ー タ ベ ー ス の 利 用 に つ い て

2.4.1

[]

[]

[]

[]

デ ー タベ ー ス の利 用 対 象 に っ い て ご記 入 くだ さ い。(複 数 回答 可)

一 般

専 門 家

学 生

その 他{

2.4.2デ ー タ ベ ー ス の 一 般 的 な 利 用 に っ い て ご 記 入 く だ さ い 。(複 数 回 答 可)

}

}

デ ー タベ ー ス化 す る こ とに よ っ て、 冊 子 体 で は 実現 で きな か っ た利 用 方 法 が あ る も の と

思 わ れ ます 。 具 体 的 な 利 用 方 法 に っ い て、 ご意 見 を お 願 い します 。

[]

[]

[]

[]

[]

[]

[]

辞 典 の管 理(用 語 の 体 系 的 管 理 な ど){

電 子 出版(CD-ROMな ど){

情 報 検 索(文 書 管 理 な ど){

自然 言語 処 理(機 械 翻 訳 用 辞 書 な ど){

わイスオートメーション(用 語 チ ェ ッ クな ど){

コ ン ピュー タ 支 援 教 育(知 識 整 理 な ど){

その 他{

}

}

}

}

}

}

}
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2.4.3専 門用 語 デ ー タベ ー スの 検 索 シ ス テ ム と して特 に必 要 と思 わ れ る機 能 に っ い

て ご意 見 を お願 い し ます。

一一

一 一

2.4.4デ ー タ ベ ー ス の提 供 形 態 にっ い て、 ご検 討 中の 方 法 を ご記 入 く だ さ い。

[]オ ン ラ イ ン

[]磁 気 テー プ

[]フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク

[]CD-ROM

[]そ の他{}

3. 裏目 鳳 讃 羨 左舷 裏毘用 語 デ ー タ ベ ー ス 全 般 に 関 し、 ご 意 見を お願 い い た します皇,
一一

一一

調 査 結 果 に っ き ま して は、 報 告 書 等 に よ りお 知 らせ す る予 定 で す 。 連 絡 の 要 ・不要 を ご

記 入 くだ さ い。

[]連 絡 を希 望 す る。

[]希 望 しな い 。

お 答 え くだ さ っ た方

お名前{}
所属機関名および部署名{}

連絡先電話番号{}

ご 協 力 い た だ き、 あ りが と うご ざ い ま した。

整理 番号1
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{酬nl-2-2)

STUDYONTHEFUNCTrONSOFTERMINOLOGYDATABASESYSTEMS

QUESTIONNA工RE

1.

2.

3.

4.

麟b:ξ::蓋:,p;詣c認:}apP"cat'・n・ ・f・h・t・ ・mi・…gy

_Generatingbookstyledictionary

-_Electronicpublishing'

_Translating

_Others(please『specify)

Howmany

_One

Two

What

1anguagescanthe

(pleasespecify

(Pleases'pecify)

Morethantwo(please

kindofhardwareis

Mainframeandnetwork

Workstatipn

Personalcomputer

Others(please

are

databasehandle?

specify)

usedto

(name

(nameplease)

operate

please)

thedatabase?

Howmanywords

Name:

Title:

Organizati
.on:

Address:

(nameplease)

specify)

accessiblein thedatabase?

mmmmmmmmmmmmmmmmrnmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm
mmmmmmmmmm
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(資 料m-2-3) 海外アンケー トの国別発送数 ・回答数

国 名 発送数 回答数 国 名 発送数 回答数

(ヨ ー ロ ッパ) (ア フ リカ)

イギ リス 97 12 チュニ ジア 3 1

オランダ 55 3 南アフリカ 2 2

スイス 34 4 ナイジェ リア 2 0

ベルギー 29 9 エジプ ト 1 1

ドイ ツ 29 8 マ リ 1 1

スペイ ン 26 5 スー ダ ン 1 0

フランス 22 7

イタリア 18 0 (アジア)

オース トリア 15 1 中国 18 2

スウェーデ ン 13 2 韓国 8 0

ルクセンブルク 11 5 イ ン ド 3 0

デ ンマー ク 8 0 インドネシア 2 0

ノル ウ ェー 5 2 台湾 1 1

フ ィンラン ド 5 2 フ ィ リピン 1 1

ギリシア 5 1 ブルネイ 1 1

アイル ラン ド 3 3 シ ンガポール 1 0

ソ連 3 0 ス リラ ンカ 1 0

ハ ンガ リー 3 0 タイ 1 0

ルーマニ ア 3 0

イスラエル 2 1 (北 アメ リカ)

ポー ラン ド 2 1 アメ リカ 143 17

チ ェコスロバ キア 1 1 カナダ 32 1

トル コ 1 1

ク ウ ェ ー ト 1 O (中南米)

サウジアラビア 1 0 ブラジル 2 0

ブルガ リア 1 0 ベネズエラ 2 0

ヨルダン 1 0 メ キシコ 2 0

アルゼンチ ン 1 0

(オセアニ ア) キ ューバ 1 0

オース トラ リア 1 0

計51カ 国 625 96
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(資料M-2-4) アンケー トに回答 した機関が編纂 した辞典 ・用語集

領 域 辞典 ・用語集

医 学 【書 名】漢字医学用語

【著 ・編者 】酒井 恒 監修 ㈱ ミクス編集部 編

【刊 行 年 】1990

【収録語数】

【主題領域】医学

【言 語】日本語(漢 字用語のみ)

【書 名】日本医学用語辞典

【著 ・編者】日本医学会 ・用語委員会

【刊 行 年 】1991

【収録語数 】254,346

【主題領域】医学および関連領域

【言 語】英和、和英、その他

【書 名】歯科学術用語辞典

【著 ・編者 】日本歯科医学会

【刊 行 年 】1990

【収 録語数 】16.016

【主題領域】歯学用語

【言 語】英和、和英

【書 名】生化学用語辞典

【著 ・編者】日本生化学会 香川靖雄

【刊 行 年 】1988

【収録語数 】14,000

【主題領域】生化学

【言 語】英和、和英

【書 名】生化学辞典(第2版)

【著 ・編者】今堀和友 ・山川民夫 監修

【刊 行 年 】1990

【収録語数】

【主題領域】生化学

【言 語 】

【書 名】和英西仏医学看護用語辞典

【著 ・編 者】(財)国 際看護交流協会 編

【刊 行 年 】1981

【収 録語 数】1,490

【主題領域】医療

【言 語】和英西仏
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領 域 辞典 ・用語集

医 学 【書 名】解剖学用語

(続 き) 【著 ・編者】日本解剖学会

【刊 行 年 】1987

【収録語数 】約10,000

【主題領域】人体解剖学

【言 語 】 ラテ ン ・和

【書 名】整形外科学用語集(第3版)

【著 ・編者】日本整形外科学会 学術用語委員会

【刊 行 年】1989

【収録語数】4,265

【主題領域】整形外科

【言 語 】英和 、和 英、略語(218)

【書 名】日本オージオロジー学会用語

【著 ・編者】日本オージオロジー学会用語委員会

【刊 行 年】1986(そ の後も毎年小改訂を続けている)

【収録語数】208

【主題領域】聴覚

【言 語】日英

【書 名】先天異常用語集

【著 ・編者】日本先天異常学会

【刊 行 年】編集中(1991刊 行)

【収録語数】欧諾 約3.700

【主題領域】先天異常

【言 語】英和

【書 名】日本 リハ ビリテーション医学会学術用語集

【著 ・編者】日本 リハビリテーション医学会 学術用語委員会

【刊 行 年】作業中

【収録語数】

【主題領域】

【言 語】

農 学 【書 名】鳥630図 鑑

【著 ・編者】(財)日 本鳥類保護連盟

【刊 行 年】1987

【収録語数】日本の鳥全種 と世界の主な鳥 約100余 程

【主題領域】分類、生態

【言 語】日本語(種 名はラテン ・英)
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領 域 辞典 ・用語集

農 学 【書 名】応用動物学 ・応用昆虫学学術用語集(第2版)

(続き) 【著 ・編者】日本応用動物昆虫学会学術用語委員会 編

【刊 行 年 】1982

【収録語数】2.150

【主題領域】応用動物学 ・応用昆虫学

【言 語】英和、和英

【書 名】農林水産関係国内文献検索のための用語集

【著 ・編者】農林省農林水産技術会議事務局 調査資料課

【刊 行 年 】1978

【収録語数 】8,514+866

【主題領域】農林水産

【言 語】和 を主 とし、英 ・学 名(ラ テ ン)

【書 名】水産学用語辞典

【著 ・編者】日本水産学会 編

【刊 行 年 】1989

【収録語数 】1,651

【主題領域】水産学一般

【言 語】英和、和英、生物学名

【書 名】林学検索用語集

【著 ・編者】(財)林 学会

【刊 行 年 】1990

【収 録語数 】13,647

【主題領域】林学

【言 語】英和、和英

【書 名】和英 ・英和 林業工学用語集

【著 ・編者】森林利用研究会 林業工学用語委員会 編

【刊 行 年 】1979

【収 録語数 】和英1,900、 英和2,350

【主題領域】林業工学

【言 語】英和、和英

【書 名】土壌肥料用語集

【著 ・編者】日本土壌肥料学会 編

【刊 行 年 】1983

【収録語数 】3,900

【主題領域】土壌 ・肥料 ・植物栄養学

【言 語】英和、和英

一42一



領 域 辞典 ・用語集

農 学 【書 名】農業機学術用語集

(続 き) 【著 ・編者】農学機械学会用語統一委員会

【刊 行 年 】1981

【収録語数 】2,500

【主題領域】農業機械学

【言 語】英和、和英

理 学 【書 名】航海用語集

【著 ・編者】日本航海学会 航海用語委員会

【刊 行 年】

【収録語数】

【主題領域】航海関連の用語、造船、海洋気象など多岐にわたる

【言 語】英和、和英、その他

【書 名】文部省学術用語集 物理学編(増 訂版)

【著 ・編者】日本物理学会

【刊 行 年 】1990

【収 録語数】約10,000

【主題領域】物理学

【言 語】英和、和英

【書 名】雪氷辞典

【著 ・編者】日本雪氷学会

【刊 行 年 】1990

【収録語数 】1,036

【主題領域】雪氷学と雪や氷に関する農林や生活

【言 語】和英

【書 名】文部省学術用語集 動物学編

【著 ・編者】日本動物学会

【刊 行 年 】1988

【収録 語数 】17,000

【主題領域】生物学

【言 語】英和、和英

【書 名】学術用語集

【著 ・編者】文部省科学研究会補助金指定研究代表者 黒田行昭

【刊 行 年 】1990

【収録語数 】8,999

【主題領域】遺伝学の全領域(12分 野)

【言 語】英和
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領 域 辞典 ・用語集

工 学 【書 名 】JISB3401(CAD用 語)

【著 ・編者】(社)日 本設計工学会

【刊 行 年 】1989

【収録語数】

【主題領域 】一般 ・装置 ・モデ リング ・対 話 ・表示

【言 語】和英

【書 名 】JISB3410(プ ロ ッタ用)

【著 ・編者】(社)日 本設計工学会

【刊 行 年 】1990

【収録語数】

【主題領域 】一般 ・プ ロッタの種類 ・製図装具 ・作図メデ ィア ・仕様

【言 語】

【書 名】粉体工学用語辞典

【著 ・編者】粉体工学会編集委員会(委 員長 井伊谷鋼一)

【刊 行 年 】1981

【収録語数 】約1,400

【主題領域】粉体工学

【言 語】和英

【書 名】テレビジ ョン用語辞典

【著 ・編者】テレビジ ョン学会

【刊 行 年 】1984

【収録語数】

【主題領域】テレビジョン照明音響

【言 語】英和、和英

【書 名】電子通信用語辞典

【著 ・編者】電子通信情報学会

【刊 行 年 】1984

【収録語数】

【主題領域】電子通信一撮

【言 語】英和、和英

【書 名】文部省学術用語集 電気工学篇

【著 ・編者 】

【刊 行 年】印刷中

【収録語数】

【主題領域】電子工学「般

【言 語】英和、和英
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領 域 辞書 ・用語集

工 学 【書 名】ICカ ー ド版電子辞書

(続 き) 【著 ・編 者】カル ト ・ブルー

【刊 行 年】1985年 より継続

【収録語数 】英和 約700.000

【主題領域】「般語、専門語

【言 語】英和 、和 英、独 、仏、西

【書 名】文部省学術用語集 原子力工学編

【著 ・編者】文部省編

【刊 行 年 】1978

【収録語数 】約3,700

【主題領域】原子力工学

【言 語】英和、和英

人文科学 【書 名】国語学大辞典

【著 ・編者】国語学会

【刊 行 年 】1980

【収録語数 】3,000以 上

【主題領域】国語学中心で、言語学一般などにも及ぶ

【言 語】日本語

【書 名】専門用語学辞典

【著 ・編者 】Infotem原 綿

【刊 行 年 】1990

【収録語数】約700

【主題領域】専門用語学

【言 語】英和

【書 名】丸善科学大辞典

【著 ・編者】藤原鎭男 編

【刊 行 年 】1985

【収録語数 】32,000

【主題領域】科学全般

【言 語】英和、和英

【書 名】日本 ・インドネシア鉱工業用語辞典

【著 ・編者】日本 ・インドネシア鉱工業監修委員会

【刊 行 年 】1983

【収録語数 】15,500

【主題領域】鉱工業

【言 語 】和英 、和 ・イ ン ドネ シア ・英
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領 域 辞典 ・用語集

人文科学 【書 名】紙パルプ事典

(続き) 【著 ・編者】紙パルプ技術協会 編

【刊 行 年 】1989

【収録語数 】約6.200

【主題領域】紙パルプおよび関連産業

【言 語】英和、和英

社 会 【書 名】食文化に関する用語集(シ リーズ)

【著 ・編者】(財)味 の素食の文化センター

【刊 行 年】

【収録語数 】5,000以 上

【主題領域】食文化

【言 語】多言語

そ の 他 【書 名】実用和英技術用語辞典

【著 ・編者】宮島達夫 監修、豊田宗周 ・水野マ リ子 編集

【刊 行 年 】1986

【収録語数 】6,600

【主題領域】技術研修生の実方現場での必要語彙

【言 語】和英

【書 名】実用日中技術用語辞典

【著 ・編者】宮島達夫 監修、豊田宗周 ・水野マ リ子 編集

【刊 行 年 】1989

【収録語数 】6,700

【主題領域】技術研修生の実方現場での必要語彙

【言 語】日中

【書 名】IAEA保 障措置用語集(増 補 ・改定版)

【著 ・編者】国際原子力機関/(財)核 物質管理センター 訳

【刊 行 年 】1988

【収録語数】329

【主題領域】核物質の計量管理に関する情報処理、化学分析、技術的手段

【言 語】英和
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3.専 門用語の抽出方法

専門用語データベースを構築する際の基礎的な技術として、専門用語を自動的に抽出する

技術があげられる。専門用語は、(1)用 語数が膨大であり、 ② 複合語が多く、(3)一 般日

常語 と同一の語が存在するなどの特徴をもち、完全に自動的に抽出することは困難である。

このような専門用語 を自動的に抽出しようとする試みは1957年 のH.P.Luhnの 研究にさか

のぼる。Lnhnは 一つの文献中の語の出現頻度に着 目して、語の出現頻度 と重要度 との関係

について分析を行っているD。 その結果、高出現頻度の語や低出現頻度の語がその文献の主

題を表すことはまれであり、中程度の出現頻度の語が重要である可能性が高いことを見い出

した。 したがって、このモデルでは中程度の出現頻度と高出現頻度 ・低出現頻度とを区別す

るカッ ト・オフ ・ラインを設定することによって重要語を決定することが可能となる。 しか

し、現実には、このようなカ ット・オフ ・ラインを決定することは非常 に難 しい。

Lu㎞ が一論文中の語の出現頻度から重要語を決定 しようとしているのに対 し、G.Salton

は、文献集合の各文献中に現れる語の出現パターンによって重要語を決定することを試みて

いる2)3}。Saltonは 、重要語を文献集合全体の中からある特定の文献を識別するのに有効で

ある語と捉え、出現頻度が各文献によって大きく異なる語 を重要語としている.ま た、S.P.

HarterとA.Booksteinら は、出現頻度の文献間でのばらつ きをポアソンモデルで表現する

方法を提案 している4)5)6)。

この出現頻度に基づ く手法は、語の意味を考慮 しないで重要語を抽出することから実験が

比較的容易であった。また、重要語抽出の基礎的な技術として大きな成果をあげたことから

様々なモデルが提唱されてきている。

日本でも、長尾らが 日本語論文を対象にして語の出現頻度に基づ く重要語の自動抽出実験

を行っている7)。長尾 らは、文献を分野ごとに分け、全ての単語にっいて、その単語の全分

野での平均出現頻度と、分野ごとの出現頻度 とを求め、両者を比較することによって特定の

分野のみによく出現する語を明らかにしている。そして、これを分野を特徴づける単語とし

て重要語 と位置づけている。 この際の判断基準としてはx2値 を用いている。

また、細野 らは、日本語の漢字1文 字が英単語に対応すると考え、ある特定分野に偏 って

出現する漢字(重 要漢字)の 決定を行っている8)。 また、この重要漢字を含む語が重要語で

ある可能性が高いという仮説をたて、重要語の決定を試みている9)le)。

重要語を自動的に抽出する手法 としては、これらの出現頻度を用いる手法の他に構文解析

を用いる手法がある。 これは、文脈の中で語を捉えようとするもので、その語の品詞が何で

あるか、文章の中でどのような働 きをしているかといったことから、その語が重要語となり

えるかどうかを判断するものである。

この手法を用いたものとしては、1973年 に開発されたアメ リカ国防省の ドキュメンテー シ
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ヨン ・センター(DefenceDocumentation(lenter;DDC)の 機械補助索引(Machine-aided

Indexi㎎:MAI)が ある11)。MAIで は単語に品詞を付与 した辞書と、単語の組み合わせパ

ター ンのリス トであるフォーマ ット辞書を用意する。入力されたテキス ト中の語と、この2

つの辞書を照合することによって重要語を抽出しようとする方法である
。

細野 らは、

(1)文 中から動詞句を見つけ出して削除 し、その左側にある名詞句を抽出し、

② 抽出された名詞句か ら科学技術文献に頻繁に見られる慣用表現を取 り去 り、

重要語を順次抽出することが可能であることを明らかにしている。このシステムは、他の同

種のシステムと比較すると、辞書がコンパク トで処理能力が文の構造に影響されないという

特徴をもっているとしている12)。

吉村 らは、付属語辞書と一部の自立語を収めた小規模な特殊 自立語辞書を用いて粗い形態

素解析を行い、文法情報を使用して専門用語の候補を求め、次に一般用語辞書を参照して接

辞および 一般用語を除去することによって専門用語を抽出する方法を提案 している13)'16) 。

田中らは、英語の専門用語の品詞構成にっいて分析 し、また一般的特性も調べ、この結果

をもとに、英文と日本語の対応 したファイルから、専門用語の抽出を行っている。その結果、

電気 ・医学 といった専門分野の人でないと、その分野の専門用語集の作成は無理とされてい

たが、JICST抄 録からの日本語と英文の対応 した部分を抽出し、利用することにより、

容易に専門用語の収集ができることが明らかになったとしている17)-21)。

なお、日本語の重要語を抽出する場合の問題として特記すべきこととして、以下があげら

れる。'

(1)日 本語文が漢字かな混 じり文であるため、英語文からの単語切 り出 しのように容易

に文字列を切 り出すことが困難である。

(2)複 合語が多いため、重要語としてどの語を決定するかが難 しい。また、新 しい複合

語を作 り出すことが多いため、単語辞書を使 う抽出では、その辞書の作成 ・更新 ・

削除の問題がある。

しかし、日本語文の特徴として、漢字 ・ひらがな、カタカナなどの異字種から構成される

文であり、重要語は、漢字 ・カタカナから構成される名詞句であることが多いことなどを利

用して、単語を自動的に切 り出す研究も数多く行われている。
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IV専門用語のデータベース化に関する海外の状況

1.専 門用語データベースの標準化とヨーロッパにおける開発動向

1.1は じめ に

近年、専門用語データベースシステムの開発の必要性が高 まっている。多言語間のコミュ

ニケーションが必然的に起 こるヨーロッパでは、これは急務の問題 と考えられている。ヨー

ロッパではすでに多くの専門用語データベースが開発され、また最近ではいくつかの運用 ・

管理システムもすでに開発され、利用されている。

このような状況から、今後、専門用語データベースシステムの標準化が求められることは、

容易に考えられる。ISOお よびInfotermな どの国際機関は、数年前から、標準化に向け

て様 々な観点から専門用語データベースシステムについて研究してきた。

本章では、ISOに よる標準化活動の内容を中心に概説 し、次章以降で下記について詳細

に説明する。

(1)ヨ ーロッパを中心 とした海外における専門用語データベースの開発

② ヨーロッパにおける専門用語データベース管理システム

(3}専 門用語データベース開発に関するガイ ドライン

1.21SOに よる標準化活動

国際標準化機構(Internationa10rganizationforStandardization:ISO)は 、1980

年代中頃か ら専門用語お よびそのデー タベース化 に関 する標準化 を目標 に、様 々な側面 か ら

検討 してきた。

専 門用語お よびそのデー タベース化に関す る具体的 な答申 として、下記 に挙 げる報告書が

現在 までに提出されている。

(1)ICE/ISOGuide2

(2)ISO704

(3)ISO639

(4)ISO3166

(5)ISO1087

(6)ISO/DIS860

1986

1987

1988

1988

1989

(7}ISO/TC37CDlO2411990

標準化 と関連 した活動についての一般 用語 とその定義

専門用語研究の原則と方法1)

言語名を表すためのコー ド

国名を表すためのコー ド

専門用語の語彙

概念と用語の国際レベルでの一致

PARTl専 門用語の国際標準の準備2)
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PART2専 門用語の国際標準の枠組み3)

(8)ISO/TC37冊1519891SO/rC37NWI15の 提案 書 コンピュータ支援専門 用

語研究 と専門用語編集法の ためのデー タカテゴ リー

上記の報告書の主な内容 は、下記の6項 目に集約されよう。

① 専門用語データベースの設計 ・開発手順

② 専門用語データベースにおけるデータの収集方法

③ 専門用語データベースにおける用語に関する項目 ・情報

④ 専門用語データベースにおける概念に関する項目 ・情報

⑤ 専門用語データベースに含まれるべきデータ項目

⑥ 専門用語データベースのレコー ドフォーマ ット

この うち①、②は、専門用語データベースの設計 ・開発の段階で発生する様々な問題につ

いての詳細な分析内容を含むもので、標準化というよりも、指針、手引書とみなすべきもの

である。③～⑥が専門用語データベースの標準化において必須の項 目である。特に③、④は

専門用語データベースの標準化の準備段階で、共通の認識をもつべき重要項目である。すな

わち、専門用語そのもの、および関連する基本的な概念についての項目である。上記のIS

Oの 報告書の うち、(1)、(7)は これについての詳細な分析をその内容 としている。⑤、⑥は

専門用語のデータベース化段階で標準化すべき必須項目である。ISO報 告書の(7)、(8)が

これについて詳細に論じている。③～⑤の項目は、専門用語データベースの標準化において、

専門用語データを構成 し、共通の理解を得るための基本項 目であ り、次節で具体的に列挙す

る。

1.3専 門用語データの デー タ項 目

専門用語データベースの標準化に際し検討すべき基本課題は、用語に対してどのような共

通認識をもち、何を基準に専門用語データを構成するかである。専門用語データベースには、

このような専門用語そのものに関連する基本項目と、これ らの基本項目に基づき専門用語レ

コー ドに含まれる具体的、実質的なデータ項目とがある。

1.3.1専 門用語 に関す る項 目

専門用語に関する項目は、概念、定義、および用語の3つ に分類される。以下に前節のI

SOの 報告書で詳細に記述 されている具体的な項目を列挙する。
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表1-1概 念(concept)

概念と対象

特徴

内包と外延

概念間の関係

階層的関係

非階層的関係

概念体系

表1-2定 義(definition)

定義の種類

内包的定義

外延的定義

定義の一致

定義を発展させるための原理

定義に反映された特徴

定義の適合性

定義の体系的特性

定義の簡潔性

不完全な定義

回帰的定義

同語反復

否定的定義

表1-3用 語(tern)

用語の構成と編成

用語の構成要素

用語を形成する方法

用語体系

用語と概念間の対応

同音異義語

多義語

類義語

異言語間の語の同等性

用語の選択と編成

用語の言語学的正当性

用語の正確さ

用語の簡潔性

語の派生語の発生能力

用語と概念間の単義的対応

省略形

固有の省略形

頭字形

頭字語

語の省略化編成の原理

翻字 とローマ字化

1.3.2専 門用語 レコー ドに含 まれ る項 目

専門用語データをデータベース化するときに必要な項目は、ISOで は専門用語編集用デ

ータと呼ばれている。これは、下記のように5つ に分類される。

(1)用 語 関連用デ ータカ テゴ リー

(2)概 念記述用デー タカ テゴ リー

(3)知 識構造のデ ータカテゴ リー
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(4)管 理用データカテゴリー

㈲ 参考文献用データカテゴ リー

(1)、(2)は専門用語そのものに関する上述の項 目を基盤としたデータ項目であり、(4)は デ
ータベース化の際に必要とされる一般的な項目である

。また、 ㈲ は書誌事項に関する項 目で

あり、すでにISOで 標準化がなされているのでこれを代用する。表1-4に(1)～(4)の 具体

的なデータ項 目を示す。

表1-4専 門用語データベースに含まれるデータ項 目の種類

用語関連のデータカテゴリー

登録番号

登用語

発音

知識構造のデータカテゴリー

クラス

ディスク リプタ

キーワー ド

省略形 上位概念

記号 下位概念

文法情報 より狭い概念(下 位概念が不明確な場合)

主題分野の指示 対既念

定義 概念識別子(概 念分類)

非登用語

概念の他の表現 管理用データカテゴ リー

関連項目に対する参照 レコー ド識別子

用例 言語記号(コ ー ド)

注記 情報源記号(コ ー ド)

図 記録日時

用語の同等性 最新の改訂日時

責任記号(コ ー ド)

概念記述データカテゴリー 地理的制限

概念記述 構
限定 他の制約

説明 信頼性 コー ド

文脈

他の種類の概念表現

概念記述に関する注記
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1.4.専 門用語 デー タベース システム開発の現状

ヨーロッパでは1960年 代からすでに、翻訳を支援するために専門用語データベースの開発

が始 まった。次章に掲載するTermNetに よる調査報告には、17の データベースが挙げられ、

概略が説明されている。これらの中には、LEXISの ように8カ 国語を網羅 し100万語以上の用

語を含むものもある。 また、EURODICAUIOMの ようにオンラインでアクセス可能なデータベー

スも存在する。 これ らのデータベースは、政府、国際機関によって開発された大型 コンピュ

ータで稼働する巨大なデータベースである。一方、パーソナルコンピュータの普及およびC

D-ROMの 出現により、1980年 代後半以降、個人ベースで管理 ・利用可能な小規模な専門

用語データベースの必要性が高まっている。

次章では、現在までにヨーロッパにおいて開発された17の大規模な専門用語データベース、

および代表的な6種類のCD・-ROMの 専門用語データベースが採 りあげられ、その特徴が具

体的に説明される。

日本では見受けられないが、パーソナルコンピュータで稼働する専門用語データベースの

ための管理 ・運用ソフ トウェアが、すでにヨーロッパでは商品化されている.3章 では、21

のソフ トウェアが リス トアップされ、そのうちの17に ついて、基本機能の概要が示されてい

る。

(参 考 文 献)

1)ISO704"IntemationalStandard:Principlesandmethodsofterminology"

2)ISO/TC37CD10241"InternationalTerminologyStandardizationPartlPreparation

ofinternationalterininoiogystandards"

3)ISO/TC37CD10241"InternationalTerminologyStandardizationPart2Layoutof

internationalterminologystandards"

4)ISO/TC37WD15"ProposalforISO/TC37NWIl5Datacategoriesforcomputer-aided

terminologyworkandterminography"

7)Cristian(込1inski."Jointeffortstoimprovethequalityofstandardizedtermino1-

ogies".Infoterm.(1987)
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2.機 関および団体における専門用語データバンク

Magdalenakrommner-Benz

(Infoterm)

2.1概 要

現代の科学技術の特徴は、限 りなく専門化が拡大 していることにあり、そのために、科学

技術のあらゆる分野で利用できるデータの大幅な増加が必要 とされている。このような展開

の必然的な結果 として、世界中で専門用語の急速な発展が見られ、また現在 も続いている。

われわれ全てが知っているように、コンピュータは科学技術情報の処理 と普及に非常に重

要な役割を果たしている.こ れ らの大量の専門用語データを作成、更新、制御、処理するた

めに、コンピュータ支援技術を専門用語業務に導入 ・応用 した結果、専門用語データバンク

(TerminologicalDataBank、TDB。1970年 代の初期には 「ワー ドバンク(wordbank)」

と呼 ばれていた)が 実現 した。1979年 、Info七e㎝ は この分野における協 力関係 を改善す る

可能性を調査するため、ユネスコの賛助と援助の下に、専門用語データバ ンクに関する最初

の国際会議を開催 した。参加者数は少なかったが、この国際会議は、現存のタームバンク間

の密接な協力と将来のネットワーク化における互換性の問題の調査に対する刺激 となった。

「WorldGuidtoTerminologicalActivities」 を発行するため、Infot㎝ が1981年 から19

83年 までの間に、TDBを 含め専門用語活動に関する調査を行ったときは、約20のTDBが

存在 し、その全てが、特定のユニークなソフ ト環境の中で、主として大型コンピュータ上で

利用されていた.現 在、その数は100以 上に達 し、なお一貫 して増加している。これらは、

初期のTDBと は対照的にマイクロコンピュータ上で利用され、多くの場合、他の機関から

入手 したソフ トウェアを使用 している。TDBは 、今後さらに情報 システムやネットワーク

に搭載されるものと期待され、また最新の知識ベース開発のための非常に貴重な資産である

ため、その重要性は世界的に認識されてきている。

この分析は、専門用語データバンクを使用する機関や団体を対象 として行ったもので、こ

れ らの機関や団体に、それぞれのTDBに 関する最新情報を提供するように求めた。分析対

象の選択は、次の点を基準に行った。

・現在の、または将来見込 まれる、データの蓄積量

・運用時間

・対象分野

・対象言語

・顧客
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分析対象 となったTDBは 、それぞれの特徴により、次のように分類できる。

翻 訳 指 向 型TDB

・EURODICAUTOM

・LEXIS

・Termium

・WorldBankTerminologyDataBank

標 準 化 さ れ た 専 門 用 語 指 向 型TDB

・ABnDSOVTERM

・NORMATERM

・NorskTerfnbank

商 用TDB

・euroTERMbank

・Terindok

・TERO

大 規 模TDBへ の 発 展 が 期 待 さ れ る 、 主 題 指 向 型TDB

・DANTERM

・CEZEAUI「ERM

・TheTDBoftheFraunhofer-InstituteftirArbeitswirtschaftundOrganisa-

tion

・TheIECTDB

・TEPA

・WHO-TERM

言語 開発指 向型TDB

・B.T.Q

2.2TDBの 歴 史

TDBは 最初 、すなわち1960年 代 に、翻訳 を支援 し、翻訳 コス トを削減 するために確立 さ

れた。 いい換 えれば、TDBは 翻訳指向型 であった。初期TDBの いくつかの例、 すなわ ち、

ヨー ロ ッパ共 同体委員 会(CEC)のTDBで あるEURODICAUTOM、 ドイツ連邦言語 局のTD
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Bで あるLEXIS、 カナダ国務省のTDBで あるTerrniurnなどは、多言語翻訳指向型のTDBの

代表的なものであった。例えば、CECの 公的な多言語政策 と、その結果生 じるヨーロッパ

共同体の全公文書の経費を考えると、利用可能な電算化技術に頼らざるをえないことが明ら

かだった。そして、磁気テープシステムのrSYSTRAN」 、専門用語データバンクの 「EURODIC

AUTOM」 に対し、多大な金額が使用できるようになった。rSYSTRAN」 は不幸にも、当初期待

されていた成果を生 じなかった。これに代わって今 日では、TDBに 蓄積された専門用語デ

ータは翻訳ツールとなるだけでな く
、オンラインでブース内の通訳者をも支援するだろうと

の期待から、CECのTDBで あるrEURODICAUTOM」 により力が注がれている。

第二の強調 すべき点 は、標準化専門用語の蓄積であ った。 この点 での先 駆者は、 フラ ンス

標準化協会(AFNOR)と モス クワの ソ ビエ ト標準局(GOSTANDART)で 、双方 ともそれぞれの専 門

用語規格 に含 まれ る専門用語 のTDBを 確立 した。初期TDBの 一部 、例 えばカナダの フラ

ンス語局におけるケベ ック専門用語デー タバ ンク(B.T.Q:LaBanquedeterminologiedu

Qu6bec)は 言語開発指向型 であ り、特定言語 における専門用語の普及 を促 した。

現在では、主題分野指向型のTDB確 立への傾向が注目される。 これは疑いもな く、専門

用語データの保守、更新、削除、正確さなどの種 々の問題から、知識のあらゆる範囲をカバ

ーするTDBは 実現不可能であることが分かったためである
。 しかし、いうまでもないが、

国際的に、多くの専門分野にわた り多言語での活動を行っているユニ ド(UNIDO、 国連

工業開発機関)や ユネスコなどの機関は、広い範囲に及ぶ大規模なTDBを 作 り上げ、また

作 り上げようとしている。

TDBの 設 立 、 運 用 、 保 守 を行 う 間 に 遭 遇 した 多 く の 問 題 は 、1984年 に ユ ネ ス コ か ら発 行

さ れ たInfot㎜ の 「Intemationalhibliographyofcomputer-assistedterminology(1∬

9)」 に 掲 載 さ れ 、1989年 に 発 行 さ れ たrIntemationalbibliographyofterminological

literature(田1)」 で 更 新 さ れ た 約700の 専 門 論 文 や 記 事 の 中 で 扱 わ れ て い る 。

2.3TDBの 説 明 と分析

2.3.1EURODICAUTOM

CommissionoftheEuropeanCorrrnunities(CEC)(ヨ ー ロ ッ パ 共 同 体 委 員 会)

BatimentJeanMonnet,A2.129

L-2920Luxemburg

多言語の専門用語データバンク ㎜ODICAUTOMは 、ヨーロッパ共同体委員会(CEC)の
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翻訳業務における定常的な要求を満たすため、何年にもわた り編集が行われた。CEC以 外

の利用者の便宜のためには、ECHOが このデータバンクをEuronetDI州Eで 提供 している。

データバンクへの入力は、当初はもっぱらCECの 専門用語部門により行われた。しかし

その後、主題 と言語範囲を拡大し他の利用者に対する有効性を高めるため、他の情報源、例

えばヨーロッパ議会、ナショナル ・ターミノロジー事務局、各種専門団体などから供給 され

るようになった。

EURODICAUI'OMに は現在、約470.000の デ ンマーク語、オ ラ ンダ語、英語、 フラ ンス語 、 ド

イツ語、ギ リシア語、 イタ リア語 、ポル トガル語、スペイ ン語 の科学技術用語 と文脈上 の句

と定義 が収 め られている。 さ らに120,000以 上 の頭字語 と略語が収 録され、毎 月約2,000の

新語が新 たに登録 され てい る。

CECの 専門用語データバンクは、実質的に全主題分野をカバー しているため、広く利用

されている。その分類体系はHansLemochに よって考案されたもので、彼はまた、それに

対する特別な表記法 も考案 している。しかしディスクリプタは、CECの 条件に適合するよ

うに改良された国際十進分類法(UDC)に 基づいている。

このシステムは46の 主要グループから構成されており、各グループは2字 のコー ドで表わ

されている。このコー ドは、フランス語版のディスクリプタに基づいている。各主要グルー

プは34の サブグループに分けられ、各サブグループは、1か ら9ま でのアラビア数字とAか

らZま での文字(rI」 は混乱を避けるために除いてある)に よって表わされている。すな

わち、主要グループとサブグループを合わせた全体が記憶 しやすい3文 字のコー ドになって

いる。この第3番 目の文字は意味を伝えるためのものである。EURODICAU'IOMの 専門用語ファ

イル中のエ ントリーは多くの記号で分類されている。 しか し、さらに詳細な構造が使えるな

ら、概念の分類 はさらに正確になるだろう。このシステムは、分類 とシソーラスの中間的な

ものであり、ワシントンにある世界銀行(2.3.4参 照)と ジュネーブにある世界保健機関

(2.3.16参 照)の タームバンクにも採用されている。その一つの特徴は、タッシュによる

トランケーション(切 り取 り)が 可能なことである。理論的には、このシステムでは1.564

の主題の記号表記が可能であるが、実際の使用はその半分以下である。実際の作業に不可欠

なデ ィスクリプタのアルファベ ット順索引も、もちろん利用することができる.

データフ ァイル

EURODICAUTOMシ ステ ムは、専門用語 と略語 の部分 に分かれ ている。マス ターフ ァイル と作

業 フ ァイルの間 には、例えばTERMI㎝ の場合の ような区別 はない。専門用語 デー タベー スは
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単一のファイルに収録されている。テキス トファイル(マ スターファイルと呼ばれる)に は、

各種 レコー ドの専門用語に関わる内容が全て入っている。マスターファイルには、索引ファ

イル(反 転 ファイル)を 使 ってアクセスすることができる。索引ファイルは、ファイル更新

中にシステムによって自動的に作成される。この索引ファイルは、文書の中に出てきた全て

の単語から構成されている(た だし機能語ファイルにある単語、すなわち接続詞、前置詞、

冠詞などは除 く)。 管理用の文書番号を内部キー(探 索の時にコンピュータが使用するコー

ド)に 変換するためには、別のファイルが使用される。

保留ファイルは、不十分な応答を貯えるために使用され る。このファイルは、データベー

スの内容を常に改善するために、毎月2回 読み取られる。

バ ッチごとの問題を統合し、用語集 または作業 リス トを編集するために、別のファイルが

作成 される。

文書番号(BETYNI)は 、文書 を識別 するため、特 に専門用語デー タベースを管理 するため

に使 用 される。rBE」(bureauemetteurの 略)は 、起点 オフィスすなわ ち入力 に関 しての

責任 を有する専門用語オフ ィスを示 す。rTY」(typeの 略)は 分類 フィール ドを示 し、ここ

には最 初の情報源についての コー ド(sour㏄code)が 与 え られ。`こ の情報源 コー ドは、入

力 され た情報 の最初の情報源(用 語集 、辞書、翻訳者、ター ミノロジス トな ど)の ほか に、

最初の入力 日を も示 している に の入 力 日は、最新の更新 日とは別の ものである)。 また、

分類 フィール ドは、主題分野、 あるいは中心主題分野 および特殊主題分野 を補足す るため に

も使用 され る.rNI」(numerod'identificationの 略)はID番 号(7桁 の連続番号)で

ある。 この番号 は、例 えば各種の電算化デー タあるいは記録 デー タを区別 するための、情 報

の階層化を可能 にす る管理 ツー ルである。

主要な言語データ

主要な言語データは、見出し語中に見い出される。見出し語は、専門用語および、広義 に

は句や文から成っている。文は独立の単位(見 出し語ではなくキーワー ドでアクセスされる

語句のエントリー)に なりうるし、あるいはまた見出し語の説明(ほ とんど定義)に も使わ

れる。これら三つのフィール ドは、全て索引に採ることができる。

情報データ

最初の情報 デー タ要素 は、定義 である。次 に注記(M,noteの 略)が 続 くが、それは一 種

のキ ャ ッチオール(ガ ラクタ袋)フ ィール ドである。注記 は文法的なコメ ン ト、語 義に関す
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るラベル、主題分野の説明あるいは特殊用法に関する情報から成る。NTフ ィール ドがデータ

交換の面で問題を惹き起こしかねないことは強調されるべきであ り、協力バンクのニーズを

満たすため、CECは このフィール ドの内容をもっと形式化するために努力できるはずであ

る。最後の情報データ要素は、主題 コー ドである。 これが実際の主題分野の表示である。主

題 コー ドは、EURODICAUTOM自 身の分類システムに基づいている。主題コー ドは、探索キーの

ように基本的な要素になっているのではなく、定義あるいは文脈のない場合に重要 となる情

報の一要素を構成する、ということを協調 しておかなければならない。

もともと、原情報はコー ド化されずに表示されていた。後にコー ド化されるようになった

のであるが、現在では、平均的な利用者にす ぐに理解できる略語のような比較的わか りやす

いラベルの使用に戻った。

EURODICAurOMの 目標 は、利用者 にで きるだ け多 くの情報 を提供 するため、 これ らの全 フ ィ

ール ドを結合 するこ とにあ る。

アクセス

EURODICAUI'OMは 、DI州Eを 通じて一般公衆にアクセスできる、唯一のオンライン専門用語

データバンクで、ヨーロッパ共同体の公式語中の科学技術用語、文脈句、略語が含 まれてい

る。このデータバンクは、特殊な用語の翻訳を求めているターミノロジス トや、印刷された

形ではまだ利用できない最新の科学技術用語の翻訳を必要とする翻訳者にとっては、測 り知

れないほど価値がある。EURODICAUTOMの 探索を助けるために、利用者マニ ュアルが制作され

ており、利用者の請求があれば無料で郵送される。マニュアルは英語版とフランス語版があ

る。マニュアルのほかに、オンライン ・ガイダンスも利用できる。

現在、このデータベースには、無料でアクセスすることができる。

詳 細 に つ い て の 問 合 せ 先:

ECHOCustomerSe「vice

177,routed'Esch

L-1471Luxembour9

2.3.2LEXIS

BundessprachenanTt

Abtlg.SM

5030Hiirth
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タームバ ンクの近代化

タームバンクLEXISの 電算機版が最初に開発されたのは、1960年 代の後半にさかのぼる。

そのため、LEXISの 現行版に残る当時のデータ処理法やツールの弱点や欠点は解決の必要が

ある。当時は、特定利用者のニーズに合わせた制約や制限、同時的な適応により、LEXISは

非常に有効で満足できるものであった。しか し最近は、新 しい主題分野、新 しい種類のテキ

ス ト、多様化 した利用者のニーズなど、LEXISに 新たな要求が課されるようにな り、以前に

は欠陥ではなかったものが、現在では解決 しなければならない欠陥として前面に出てきた。

直接あるいは間接的な利用者の全てに影響を与えている ㎜ISの 最も明白な弱点は、文字セ

ットが限られていることである。LEXISの 入力には全て大文字が使われ、また、 ドイツ語の

ウムラウトやローマンス系譜言語にみられる分音記号のような、その国の言語に特有の特徴

を表わすことが全 くできない。ロシア語については、ローマ字やローマ数字を使って、キ リ

ルアルファベ ットを翻字(ト ランス リテレー ション)す る必要があった。これは文字セット

が限定されているための不利な条件であ り、あいまいさや誤解を生 じる恐れがあった。

もう一つの弱点は、エントリーのファイルの長 さが固定されていることである。LEXISの

最大のフィール ド長は171文 字に限定されていた。 この制限を越えた長 いエン トリーは切 り

詰める必要があり、これを越える文字は別のファイルに保存する必要があった。このため、

正 しい検索、エ ントリーの更新、データベースの全体構成において トラブルが生 じた。

LEXISが 早い時期に誕生 したことに直接関係する第三の弱点は、端末での操作 にユーザー

プロンプ トと対話制御機能が用意されていないことであった。LEXISの 初期の設計者には、

利用者にとっての使い勝 手やソフトウェア ・エルゴノミクスにっいて考慮することは、重要

ではなかった。

最後に、LEXISの 最も重要な弱点は、その時代遅れのデータベースモデルと旧式の操作プ

ログラムである。LliXISの 階層的な構造は、 タームバ ンクには適 していない。モジュール方

式がプログラム作成においてまだ実用化されていず、またプログラマーが既成のデータベー

ス言語を信頼できなかった時に、このPL/1で 書かれた操作プログラムが考案された。そ

の結果、タームバンクLEXISの 系統的な運用に大きな問題が生じ、構造を変更することがで

きなくなった。例えば、LEXISを 新たに二つの外国語に解放するには、1人 年の作業が必要

であった。

1988年 、上記の弱点を取 り除くため、タームバンLEXISの 完全な設計のや り直しが始 まっ

た。1991年 末には新 しい設計がほとんど完了 し、コンセプ トばかりかその構成と運用の点で
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も最新 の タームバンクがBundessprachenamt(連 邦言語局)に 委 ね られる ことになるだろう。

階層構造は関係構造に置き替えられるだろう。関係構造により、問合せと検索が非常に容

易にな り、またタームバンクの更新をたやす く行え、しかも信頼できるものになるだろう。

固定フィール ドによるエントリーの長さの制限も取 り除かれるであろう.

このデータベースのソフ トウェアは、必要で可能な限り、モジュール方式の考え方を適用

することにより、徹底的に再開発された。これにより、LEXISを 新 しい要求に適合させるた

めの構成 ・構造の変更が可能になった。プログラムは再びPL/1で 書 き直されたが、デー

タベース言語SQL(StructuredQueryLanguage)の 強力な機能 とコマン ドに高度に統合

されている。 これによ り、例えば、データの更新や変更を行 う前に、大規模な確認や適合性

チェックを実行することができ、データ内のエラーを避けることができる。以前の機能はさ

らに強化され、新 しい機能、例えば利用者の定義によるダイナミック ・ソー ト機能、ユーザ

ープロフィールによるタスク確認機能などが追加された。

再設計における気がか りな点は、対話中に画面に表示されるユーザープロンプ トであった。

アプ リケーションの対話形式は、ソフ トウェアのエルゴノミクス(標 準化PFキ ー、操作の

論理フローに合わせた画面、オンラインの支援、フルテキス ト・エラーメッセージ、初期の

整 合性チェックなど)の ガイ ドラインに沿い、利用者 との継続 した話 し合いに基づいて設計

された。かくて、LEXISは さらに容易にかっ安全に操作することができるようになるだろう

と思われる。

最後になったが、以下のことは大事なことである。新しい文字セ ットが補充されたことで、

ロシア語を除き、各言語特有の基準に従って、全てのエン トリーの表示ができるようになっ

た。ハー ドウェア環境 に問題があり、当面はキリル文字をローマ字 とともに表示することは

不可能である。標準端末のかわ りに 「インテ リジェント」PCが 使えるならば、両方のアル

ファベ ットは混合表示 できる。

拡張文字セットと、画面あるいは用紙への出力のためのデータ表示の再設計は、言語情報

の向上に貢献する。

一つの問題がまだ未解決である。それは100万 以上のエン トリーをもつ古いデータベース

の新文字セ ットへの再編成である。再編成が自動的に実行されるかどうか、まだ疑わしい.

全体の30%は 、人手で変更 しなければならないだろう。変換 に関するSaarbrifcken大 学 との

協力についての話 し合いが現在進められている。
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また連邦言語局は、その翻訳者にワープロを導入させている最中である。そのワープロは、

LEXISの システムに直接アクセスすることができる。すなわち、翻訳 しようとする用語 リス

トをターミノロジー ・ブランチに送 り数時間後にプ リン トアウトを受け取る代わりに、翻訳

者はタームバンクに直接問い合わせることができる。テキス ト中の用語のうち、電子辞書に

収められている用語にっいて、コンピュータで自動的にアンダーライン付す機能を導入でき

るかどうか検討されているが、翻訳されるテキス トをディスクで受け取るか、OCRで 読み

取って翻訳者の画面上へ転送することが前提 となる。

まだバンクに収められていない新語が翻訳者か ら専門用語グループへ送 られると、そこで

新語は一貫性 と、連邦言語局の規約 との適合性をチェックされ、その後 コンピュータに取 り

込まれる。

継続 して新 しい用語を入力しているにもかかわらず、タームバンクの全登録語数は現在や

や減少 している。全体では 約130万 語が登録されている。現在、廃語を取 り除くことにより、

多くの 「浄化」作業が行われているが、新技術開発が停滞することはますます少なくなって

おり、それに伴 う専門用語の変化のため、廃語の数はかな り多い。

連邦言語局の監督下にある翻訳者の一部 と、他のエージェンシーの翻訳者の全ては、バン

クに直接アクセスすることができないため、彼らはバ ッチ処理される問合せ リス トを送 り、

年に一度更新されるマイクロフィッシュの形で、コンピュータに蓄積されている専門用語を

受け取っている。

また、現在連邦言語局 は、DATEX-Pを 通 じてEURODICAUTOMヘ アクセス している。DATEX-P

はH三XISに よって全 く、あるいは一部 しかカバーされて いない分野 における問合せ に対 して

貴重 な情報源 になるだろう。LEXISは 連邦言語局の主 な要求、すなわち科学技術分野 の翻訳

に適合 している。

現在、支所を㎜ISシ ステムに リンクさせ、マイクロフィッシュの代わ りにCD-ROMを

支所に提供するための調査が行われている。

LEXISに 関する数字

LEXISの 専門用語部VVGS

・1966年 か ら存在 している。

・8っ の外国語 をカバ ー して いる:英 語 、フラ ンス語 、ロシア語、イ タリア語 、スペ

イン語、 ポー ラン ド語、 オラ ンダ語、ポル トガル語。

一64一



・130万 の ドイツ語 一同等外 国語 が含 まれ る。

(英 一独45%:露 一独15%;仏 一独15%;伊 一独 、西 一独、 ポー ラン ドー独

各8%:蘭 一独、ポル トガルー独 各3%)

・17の主要 なカテ ゴリー に、200の 主題分野 を収める。

年平均数値

・問合せ件数

・新規に発生する同等外国語

・修正(削 除、変更)

・間合せに対するプリントアウト

400,000

30.000

40.000

40.000ペ ー ジ

定義 部HGS(バ ックグラウン ド蓄積)

・1982年 に作成;再 設計 が計画 された

・定義 お よび/ま たは説 明付 きWGSの 用語30 ,000を 収録 。

(エ ン トリーの平均 的な長 さ:テ キス ト20行)

DB2下 、IBM9379上 で稼働

記憶容量条件:デ ー タ3GB、 索 引250MB

2.3.3TERMIUM

Secr6tariatd'EtatduCanada

Languesofficiellesettraduction

Divisiondelapromotiondelacoordination

Ottawa,Ontario

KIAOM5Canada

翻訳局は、国務省の主要な部門であ り、その役割はカナダの議会 と連邦政府へ翻訳 ・通訳

業務を提供 し、政府の言語政策の実施を援助することである。

これらのサービスの提供に関する規定は、1934年 の翻訳局法と法令、1969年 の公用語法、

1974年 の全ての公務にわたる専門用語標準化に対する翻訳局の責任を課 した政府決定に定め

られてきた。1983年 からは、翻訳局はまた新たにカナダにおける公用語の促進を委任されて

いる。

カナダの翻訳局 は、1.200人 の翻 訳者、通訳者、 ター ミノロジス トを含む1,sdo人 の職員を
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かかえている。同局は6.000万 ドルの年間予算をもち、毎年2億5 .000万語以上の翻訳作業を

こなしている。同局は、この種の仕事では世界最大の組織の一つである。カナダは国民の大

多数が英語を話すため、ほとんどの翻訳はフランス語訳である。翻訳されたテキス トは、知

識と努力の全分野にわたる政府の活動を反映 している。科学および技術のテキス トが、翻訳

者の作業の重要な部分 となっている。

専門用語データのコンピュータ化

大量の専門用語情報を一カ所に集中し、それを処理 し、翻訳者が使えるようにする主要な

ツールは、いうまでもなくカナダ政府の専門用語バンクである。

1975年BTUM大 学(Universit6deMontr6alforitsBanquedeterminologie)開 発

のソフ トウェアで作成 され たコンピュータ化 デー タベー スrTERMIUMI」 には、同局 の翻訳

者が40年 間以上 にわ たって制作 した 約120万 の レコー ドと、初期BTUMデ ータベ ースの15

万の レコー ドが入 って いた。1980年 に、重複 した不正 確なデー タがふ るいにかけ られた後 、

㎜1凋1に は60万 の レコー ドが残 った。

TERMIUMIが ふるいにかけられている間に、専門用語の研究に概念指向の方法が採用され、

一つの概念に関する全ての情報(同 義語
、略語、綴 りの異形、定義、文脈、主題分野名)を

一つのレコー ドに入力できるようになった。新しいレコー ドの追加は、このように新 しい概

念だけを扱 うように限定 した。単一聡 のファイルの作成 と㎜IUMIの レコー ドを徐々に

この新 しい方法へ変換させることは、第2世 代バンクの到来を明 らかに した。

TERMIUMHは 、デー タをその種類 と信頼性に よ り4つ のフ ァイル に分け た。その後 、現行

ネ ッ トワー クの利用者 のニーズに合わせ るため多 くの変更が加え られ、最終 的にTliRMIonm

が1986年 か ら1987年 にかけて実働化 され た。

TE摺1皿 とCD-ROM技 術

CD-ROM技 術を、TERMIonへ の制限のないアクセスを提供する手段 として考えるべきで

あることは、多くの事実が示 している。巨大な蓄積容量とデータの不揮発性など、この技術

のいくつかの特性に加え、その入手可能性の増大やマイクロコンピュータの使用を考えると、

要求されるアプ リケーションに大 いに役立つ ことが示唆される。この技術の利用可能性を調

査するために、一つのシステムが特別に試験 され、 このシステムを使用してパイロット計画

が実施された。
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1985年 の終 わ り、 カナダの民間会社Reteaco社(オ ンタ リオ州 トロン ト)は 、同社 の検

索 ソフ トウェアシステムrFindIt」 が、CD-ROM上 でTllRMIUMに アクセスす るのに利 用

できる と提案 した。国務省 の ター ミノロジー言語 サー ビス支局 と情報科学理事会 のメ ンバー

に、 ソフ トウェア と技術 の評価 を行わせるために、言語 デー タベースか らの50万 レコー ドの

サ ンプルが用意 され、CD-ROMの 試作品が製作 された。 評価 を行 った人 たちの コメ ン ト

に応 え、特 にTERMIUMに とって特有なニーズ に関 し、Reteaco社 によって変更が加 え られ た.

パイロッ ト計画

1987年 の夏 、3カ 月のパ イロ ッ ト計画が実施された。 その主要 な目的は、TERMIUM利 用者 の

CD-ROM技 術 に対す る反応 を評価 し、CD-ROMシ ス テムの本格バー ジ ョンに対す る規

格 を準備す る必要 を見越 して、 このアプ リケー ション用CD-ROMに 必要 な機能 を確認 す

ることであ った。1987年 の2月 と3月 に、中央 システムか ら引 き出された全TERMIUMの 言語情

報(875,124レ コー ド)を 含む、 もう一つのCD-ROM版 が製造された。4種 の索 引が作成

され、デ ィス クに記憶 され た。各索引は、データベ ース内の レコー ド上 にあるフラ ンス語 と

英語 の単語 または用語 のアル ファベ ッ ト順 リス トであ る。索 引内の一つのエ ン トリーを選 ぶ

ことによ り、利用者 は システムに、そのエ ン トリーのある言語 レコー ドを検索す る ように指

示する。

TERMIUMのCD-ROM版 は、非常にポータブルで、世界中で簡単に使用できる。時間帯や

通信ネットワー クには全 く無関係である。システム管理の面でいえば、この版を配布すると

いうことは、単 にアクセス ・ソフ トウェアのコピーとCD-ROMを 供給すればよいことを意

味する。利用者は適切な装置を用意する必要がある(本 格バージョンのハー ドウェア条件 は、

かなりフレキシブルなものであることが期待される)。 一たびCD・-ROMシ ステムが利用

できるようになれば、需要を満たすための十分な量のCDを 生産することが重要になる。

TERMIUMのCD-ROM版 の発行に関 して、公式の決定がなかったことを記すことは重要で

あるが、この技術を使った非常に有望な実験結果は、この言語データバンクがオンライ ン ・

バージ ョンを補完するものとして理想的であることを確実 に示している。

2.3.4WorldBankTerminologyDataBank

WorldBank

Washington,D.C.20433

U.S.A.
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世界銀行(WorldBank)のTDBは 、内部の翻訳者 と通訳者のニ ーズ を中心 に して、世界

銀行の広範 囲な活動 を支援 するため、1985年 に創設 された。 この システム は、BanyanVines

4.0ネ ットワーク上 で、Zenith386とATを 使用 し、MS-DOS環 境で稼働 している。 ネ

ットワークの記憶容量 は200MBで 、 これ はあ らゆるアプ リケーシ ョンを含めた ものである

(ワープロ も)。

使 用 ソ フ トウ ェ ア はrParadox」3.0で 、 間 も な く3.5ヘ グ レ ー ド ア ップ す る 。

現在、TDBに は以下のデー タ要素 を含 む約25,000の エン トリー が収め られている。

・レコー ド番号

・用語*

・頭字語*

・出典

・文脈

・デー タ源

・入力 日

・主題分野*

・定義

・注記

(*=2フ ィール ド以上)

対象言語は、英語、フランス語、スペイン語、ポル トガル語で、これ らの言語の用語集は、

近い将来、バンクから発行されるであろう。

2.3.5ABnDSOVTERM

VNIIKI

4,ul.Schuseva

103001Moscow

USSR

VNIIKIGOSSTAM)ARr(theAllUnionScientificandResearchIns七itutefortechni-

calinfo㎜tion,classificationandcOding(VNIIKI)oftheSovietInstituteof

Standardization)の 専 門 用 語 バ ン ク で あ るABnDSOVTERMは 、 以 前ASITO(Computerized

SystenoftheInformationandTenninologyService)と 呼 ば れ た も の で 、1964年1こ 倉1殿 さ

れ た 。
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ABnDSOVTI三醐は多主題バ ンクであり、各種データ源から、標準化された用語および勧告さ

れた用語を集めている。データ源としては、例えばヨーロッパ品質管理機構(EOQC)や

ISO/IEC委 員会 などの国際機関発行の専門用語関連文書や、ソ連邦国家規格、CEM

A規 格、ISO規 格、IEC規 格、 ソ連邦科学アカデミー科学技術ター ミノロジー委員会発

行の推薦用語集が挙げ られる。

ABnDSOVTERMeこ は、三つの独立したデータベースが含まれている。そのうちの二つは専門

用語データバンク、すなわち在醐(国 内および国際的な標準と勧告に含まれる専門用語用)

とTRIN(外 国のTDBか ら受けた専門用語用)で あ り、もう一つは図書 目録のデータベース、

すなわちBIBLで ある。

現在 、ABnDSOVrERMに は、約15万 の専門用語エ ン トリーが収め られ 、アクセスで きる用語

の数(略 語、有効であ るが未認定の用語、英語 、 ドイ ツ語、 フラ ンス語 の用語を含 む)は80

万を越 えている。1年 間の専門用語 エ ン トリーの増加数は、約2万5.000で ある。

年間に1万5.000の 問合せが処理されている。BIBLデ ータベースには、標準化された専門用

語をもつ文書への書誌参照案内が入 っている。TDBで の情報検索は全てのデータ要素(定

義を除 く)に より可能である。

T㎜ デー タバ ンクの登録専 門用語 のデー タ要素 については、近刊のTNN(TerrriNetNews)

のソ連特集号 に掲載 されるABnDSOVTERMに 関す る記事の中 で詳 しく説 明 される予定で ある.

出力

ABnDSOVTERMで は、'以下の出力が利用できる。

(1)特 定主題の1言 語、2言 語、多言語の辞書、標準化された用語 と勧告された用語

の参考図書

② 標準化された用語の、データ源への適切な参照案内付きアルファベット順索引

(3)文 書カテゴ リー別、主題分野別専門用語文献の書誌索引、または、国内および国

際的な専門用語規格 ・勧告の書誌索引

(4)磁 気テープへの部分的な出力

㈲ ローカルおよび リモー ト端末への専門用語データおよび書誌データの出力(通 信

モー ドで)。 外国の利用者 との情報交換は、連邦科学研究所の応用自動システム

(VNIIPAS)に より、AKADEMSErと の接続を経由 して行われる。

ABnDSOV正1還 には、 ユネス コが開発 し、ECシ リーズの コンピュー タ用に改良 され たアブ
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リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ(APP)CDS/ISIS/VSversion4 .5が 使 用 さ れ る 。

将来の開発

異 なったデー タキ ャ リヤ上 での専門用語 データの交換や、ABnDSOVTERMに 蓄積されたデー

タの共 同出版 の準備の ための、外国の専門用語デー タベー ス との協力の強化が計画 され てい

る。交換を容易 に し、新製品のニーズを満 たすため に、TermNetとInfotermと の協 力で、 ユ

ネス コのCDS/ISISに 準拠 したTDBソ フ トウェア ・パ ッケージが開発 されるだろ う。 ここ

でい う新製品 は、特定の主題分野 に関する用語や、PC上 で使用 されるCD-ROMデ ー タ

で、1991年 末 までに はTerniNetサ ー ビスセ ンター経 由で利 用できるようになるだろ う。

また、将来 のオンライン ・アクセスについて も、Infoterrnそ の他 の国際機関の援助 によ り、

実行される計画であ る。

2.3.6NORMATERM

Associationfrangaisdenormalisation

TourEurope-Cedex7

92080ParisLaD6fense

France

フランス標準協会(Associationfrangaisdenormalisation、AHUOR)の 専門用語バ ンク

NORmaTERMは 、1973年 に フランスのパ リに倉1殿された。NORMATERMは 、以下 の専門用語 をカバ

ー している。

・フランス語 の用語規格、命名、同等語 リス ト

・ISOの 用語規 格、命名 お よびその同等語 リス ト

・フラ ンスの公文書に発表 された専門用語法 令

NORMATERの レコー ドは、書誌データ(デ ータ源への参照案内)と 専門用語編集データの両

者で構成されている。

書誌データ

CATカ テ ゴ リー(Category)

IND識 別 子(Identifier)

規格、法令

文書のSiBII子
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DDO

ORI

皿

㎜

㎜

㎜

皿

文書の 日付(Dateofdocument)識 別子 に引用 された文書に関する 日付

出典(Origin)識 別子 に引用 された文書の出典 と状態

例:AFNOR、 有 効 な規格

サプクラス(Subclass)AFNORの 下位機構 ・ISO技 術委員会

上位主題分野(BroaderSubjectField)上 位主題分野

主題分野(SubjectField)特 別な主題分野

言語(Language)文 書 の原言語

翻訳言語(Translation)用 語 が翻訳 され た言語

他 の書 誌フ ィール ドは、全 て管 理 フィール ドであ る。

専門用語編集データ

刑

部

㎜

別

皿

㎜

㎝

蹴

㎜

踏

㎜

フ ラ ン ス 語 の 用 語(FrenchTerm)

フ ラ ン ス 語 の 同 義 語(FrenchSynonym)

フ ラ ン ス 語 の 異 形(FrenchVariant)

英 語 の 用 語(EnglishTerm)

英 語 の 同 義 語(E㎎1ishSynonym)

英 語 の 異 形(EnglishVariant)

上 位 語(BroaderTerm)

下 位 語(NarrowTerm)

」主言己(Notes)

参 照 案 内(See-alsoreferen㏄)

定蟻i(Definition)

フランス語の優先使用語

文法的または地域的な異形、略語など

英語の優先使用語

文法的または地域的な異形、略語など

同一文書の他の用語への参照案内

フランス語による定義

NO㎜ ㎜ の専門用語エン トリーの例

肝

㎜

㎜

㎜

㎜

㎝

冊

肌

FCO42090

8802

0000

M60-001

19841200

E;R

M60;TC85

田

㎜

㎜

㎜

蜘

皿

皿

㎝

AFNOR;HOM

FAO32222

119

1SO921-1972

ELEMENTDEREGLAGEFIN

FINECONTROLMEMBER

ELEMENTDECO㎜ 〕E
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SPEBARREDEPILOTAGEFIN

DEFELEManDECOMMANDEUTILISE

POURLESAJUSTMENTSFAIBLES

ETPRECISDELAREACTIVITE

D'UNREACTEUR.

CAT

SFR

SEN

NORM

ELEMENTDEPILOTAGE.(S)

FINECONTROLELEMENT,(TS)l

REGURATINGMEMBER,(TS);

REGURATINGELEMENT,(TS)

分類

NORMATERMに 最初使用されたISOシ ソーラスの分類法は、現在はヨー ロッパ標準委員会

(CEN)の 分類法を基準に した上位 ・下位(特 定)主 題分野の分類法に置きかえられてい

る。

2.3.7Norsktermbank(TheNorwegianTermBank)

UniversityofBergen

Sto㎎aten53

N-5007Bergen

Norskten1barik(Nr)は1979年 に創設 され、ノール ウェー語 と英語の専 門用語デー タを も

ってい る。作業言語 はノール ウェ一語、英語 、

一夕と関連 デー タは、以下の とお り。

・定義

・文脈

・コメ ン ト

・デー タ源

・承認 日/担 当委員会

ドイツ語、ロシア語。対象となる専門用語デ

現在、NTに は約20.000の 項目と54,000の 用語が入力されている。データの更新は、隔月

に行われている。主な利用者は、翻訳者と文書作成者である。NTは オンラインで検索でき

るが、加入者はディスクまたはテープでも利用することができる。

2.3.8euroTERMbank

Euroterm

Boschstraat45
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6211ATMaastricht

Netherlands

EurotermMaastricht、Elsevier科 学 出版社 とオ ランダの州立翻訳通訳学校(RHOT-V)が

専門用語データバンクの共 同設立 の可能性 について最初に検討 したのは1988年 の ことであ っ

た。Elsevier科 学 出版社は、 同社 の辞書へのオンライ ン ・アクセス を提供 す ることを望んで

いた。RHOT-Vは 同校の学生 用の大型 タームバ ンクの経験を もち、EuroterrnMaastrichtは こ

の教育 ツール を一般 向けの完全なデー タベースに変 える専門知識 をもって いた.こ の3者 の

理想的 な組 み合わせ が、EuroTERMbankを 生 んだ。

オ ランダの州立翻 訳通訳学校 、 リンプル グ県、民間企業 に より共 同で創設 され たEuroter

mMaastrichtは 、専門用語 とコンピュータ支援翻訳分野で活躍 してお り、商業翻訳 センター

も運営 している。

Eurotermと 同じくオランダ南部の市Maastrichtに ある州立翻訳通訳学校は、職業翻訳家を

志望する学生に対 して、第三次教育(中 学校の後に続 く課程)を 行 っている。同校は、創設

されてから10年でほぼ1,000人 の学生をもつ学校に発展 した.

大規模なタームバンクの開発が膨大な専門知識を必要とする重要な仕事であることから、

これ ら三者は協力することを決定 した.三 者の力を結集することによって、可能な最良のサ

ービスを利用者に提供することが、彼 らの望みである。

Eurot㎝1は 、ター ムバンクの開発 と保守 を監督 する。専 門のター ミノロ ジス トが、入力 さ

れた用語 フ ァイルを注 意深 く監視 し、その信頼 性をチェックする。Eurotermは また、他の興

味あ る専 門用語 コレクシ ョンを、その ター ムバ ンクに組み入れる。 この ように して、多 くの

主題に関する様 々なデー タが、大 きなデー タベースに統合されてい く。Eurotermは 、CIL

F((IOnceilinternationaldelala㎎uefrangaise、 フランス語 国際協 議会)の 専門用語

集 を組み込 む ことにつ いて、すでに 同協議会 と協定を締結 してい る。

このような技術用語の膨大なコレクションの集中化は、利用者にとっての重要な前進であ

る。伝統的な冊子体辞書では求める回答が得られない場合、利用者 は、例えばオンラインで

タームバンクにアクセスすることにより、特定用語を素早 く効率的に検索することができる.

このシステムでは、タームバンクに登録されているデータの訂正 と新用語の追加が即座にで

きるため、利用者は最新情報にいち早 くアクセスすることができる。この機能は辞書編集者

にとっても重要である。彼らはもはや、補足や訂正を行うために新 しい版の発行を待つ必要

がなくなるだろう。冊子体では発行されていないまだ不完全な用語 リス トを取 り入れること
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もできる。

科学、技術、商業情報に対する国際的な需要が急速に増大 している今、この大規模な新 し

い多言語タームバンクは、効果的な情報交換への差 し迫ったニーズに応えるだろう
。

対象言語

・デンマーク語

・オランダ語

・英語

・フランス語

・ドイツ語

・イタ リア語

・ラテン語

・ポル トガル語

・スペイ ン語

・ス ウェーデ ン語

・(準 備中:ア ラビア語 、ギ リシア語、 ロシア語 、 日本語)

専門用語編集デー タお よび関連 デー タの範囲

・用語

・品詞

・国名 コー ド

・主題分野

・デー タ源 に採用 されている用語

・定義

・データ源 に採用 されてい る定義

・文脈

・デー タ源に採用されている文脈

・言語外情報

・言語外情報 のデータ源

・入力日/改 訂 日

・著者/改 訂者

・信頼性 コー ド

～74一



1991年3月 までに、Eurotertnに は約130万 の項 目が入力 され るだろ う。

技術仕様

ノ、一 ドウ ェ アPRIME4050

ソ フ トウ ェ ア:AdlibbyDatabasix

このAdlibソ フ トウ ェアは、 ドキ ュメンテーシ ョンセ ンターおよび図書館 用にオ リジナル

に開発 され たものであ る。その主要 な利点は、大 量のデー タを高速処理 で きる容量 にあ る。

Eurotermが このパ ッケー ジの採用を決定 したのは、 この点 といわ ゆる 「繰返 しフ ィール ド」

機能の ためであ る。

索引フ ィール ド

索 引フ ィール ドは、Adlibで 直接 アクセスするこ とがで きる。14の 索引 フ ィール ドが定義

されてお り、多 くの異 なった言語によるキー ワー ドを高速 で検索で きる。

繰返 しフ ィール ド

「繰返 しフ ィール ド」によって、一 つの レコー ドの 同一 フィール ドへ、2回 以上 同種 の情

報 を入力す ることがで きる。 この ように一 つの レコー ドの中に、綴 りの異 形、同義語お よび

類義語 、地理 コー ドを入れ る ことがで きる。

レコー ド構造

euroTERbbankは 特別 な ソース言語 をもっていない。 すなわ ち、表示 され る各言語は、 ソー

ス言語 として使 うことがで きる。 レコー ド構造は、 どの言語 について も同一 であ る。

レコー ド番号

各用語はそれぞれ独 自のレコー ド番号をもっている.

エ ン ト リー

実際にデータベースに収録される用語。それは単語でも、単語のグループでも、略語 でも

よい。これは一つの索引フィール ドであり、このため検索は高速に行える。
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同義語もここに収録できる。

品詞

データ源の言語における用語 と対象言語における用語の両者が、それぞれの品詞 とともに

表示される。

UDCキ ーワー ド

このタームバンクは概念指向型である。各概念には、一つまたはそれ以上のUDC(国 際

十進分類法)キ ーワー ドが付与されている。

デ ー タ源(source)

各言語のレコー ドには、四つのタイプのデータ源がある。すなわち、エントリー用語のデ

ータ源、定義のデータ源、文脈のデータ源、言語外情報のデータ源である。画面上での混乱

を避けるために、データ源は略語で表示される。

地理 コー ド

用語の使用が地理的に制限されている場合には、このコー ドが付与される。地理コー ドは

ISO3166の 基準に準拠 している。

定義

エ ン トリー用語の定義。

文脈

当該用語の意味や機能を説明する短い文章。

入力/編 集の日付

同等語

一っまたは複数の言語における同等語。
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言語外情報

他のフィール ドのどれにも属さないが、用語の正 しい使用法に必要な情報。

デー タベ ースへのOPACモ ジ ュール によるアクセス

euro㎜ankは 、世界中 どこか らで もアクセスする ことがで きる。 この システムは、現在、

利用者 との通信 を英語 で行 っている。

通信 には、OPAC(On-1inePublicAccess(latalogue)モ ジュールを使用 する。

利用者は、PCに 接続されたモデムで直接タームバンクにアクセスすることができる。こ

れには4本 の電話回線が使用できる。データ通信ネットワークを使用する場合には、さらに

信頼性の高いオプションがある。このオプションにも4本 の回線が使用できるが、簡単な方

法で 最高1,054本 まで拡張できる。

2.3.9Termdok

TekniskanomenklaturcentralenTNC

StoraNygatan45

P.0.Box2303

S-10317Stockholm

(SwedishCentreforTechnicalTerminology)

Termdokは 、ス ウェーデ ン ・テ クニ カル ・ター ミノロジー ・セ ンター(TNC)に よって

組 織 され、WaltersLexikon社 か ら発行 され ているCD-ROMに よる多言語技術 用語 バ ン

クで ある。Tennd。kの 初版 が出てか ら1年 ち ょっ と経過 した現在、最新版が市場 に出ている。

最新版 は、初版の10倍 の容量 をもち、7種 類の専 門用語デー タベー スを収め てい る。

背景一開発経過

1941-1980

1980-1989

1988-一 一

1989－

TNC用 語集+ス ウ ェーデ ン規格(Sl個 に分離)

大型汎 用 コンピュー タによる共通の タームバ ンク

CD-ROMに よるTermdok1(TNC用 語 のみ)

CD-・ROMに よるTermdok2:

これ には以下の デー タベースが収め られている。

・Termdok1(新 版)28 .000レ コー ド

・ス ウェーデ ン規格17 ,000

一77・ 一



・TEPA(フ ィ ン ラ ン ド語)

・RTr(ノ ー ル ウ ェ ー唱吾)

・Normatel「m

・Termium

9,000

25.000

47,000

100,000

一ーースウェーデンの利用者向けに適切な規範的専門技術用語(国 内および国際的専門用

語の双方)を 提供する。

一ー一一技術用語全般の使用法に関する情報を提供する(記 述的専門用語)
。

現在の管理システム

(1)TNC独 自の専門用語 レコー ド:

現在、これにはスウェーデン規格が含 まれている。TNCのTDBに は、規範的な専

門用語と記述的な専門用語の両者が含 まれている。 このCD-ROMの 利用者は、約

50.000件 のレコー ドを検索することができる。

② 他のタームバンクの制作者によって所有され、保守が行われている専門用語レコー ド:

このレコー ド数は約200.000件 であるが、CD-ROMの 各版によってそれぞれ異なる。

二つのタームバンクシステムの保守にはそれぞれ異なった手順が要求される。 一つは(1)

のTNCの 企業内タームバンク用、 もう一つはTermdokの 名称で販売されている(2)の ター

ムバンク用である。企業内のタームバンクは専門用語の観点から見れば安定してお り、入力

は年間数千レコー ドに限定されている。このためTNCは 、次の新版のCD-ROM版 に搭

載されるようになるまでは、かなり単純なソフトウェアで資料を蓄積し、処理 し、検索 して

きた。

Tenndok計 画は、データ交換、用語のレコー ドフォーマット、著作権、ダウンロー ドに対

する保護、その他の問題に関係したが、TNCは 、これまでのところ潜在的な問題を満足の

ゆく形で解決 してきた。CD-ROMは 、専門用語情報の普及には単純かっ安全 な方法であ

ることが判明 した。

開発戦略

純粋に規範的な専門用語作業から、さらに記述的な専門用語作業への変更。2カ 国語(可

能なら多言語)の 、Termi㎝ に似た新 しい翻訳指向型データベースが作成されつつある。

新 しい ソフ トウェアとハー ドウェアが、以下の ために必要 とな る。
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・大規模入力(1週 間に数千の新規 レコー ド)

・頻繁な改訂(2週 間ごとの新版作成)

・CD-ROMの 場合に匹敵する検索の容易さ

・CD-ROM上 でもハー ドディスク上でもレコー ドを扱えるユーザーインターフェース

・TNCシ ステムで使える全ての以前の機能、特に用語集その他の リス ト作成機能 の維

持

・CD-ROMの 企業内生産

NTCと 他のタームバ ンクとの協力には以下の二つがある。

・多国間の協力。TNCの 場合、Nordterm内 、 しか もISO内 での、主 としてスカ ンデ ィ

ナ ビア諸国 との協 力。

・個 々の団体 との商業ベースでの協 力。

2.3.10TERO-TheTermbankofNokiaTelecoimiunications

NokiaTeleco(miunications

P.0.Box33

SF-02601Espoo

Finland

急速 に発展 す る電気通信の分野 において、広範な ドキュメ ンテー シ ョンは不可欠 である。

そ こで、NokiaTeleconmunications(Telenokia)は 、伝統的な辞書 よ りも有 効で信頼 でき

る情報源 と して私的専 門用語 デー タバ ンクを設立 した。その信頼性 を保証 す るため、 この タ

ー ムバ ンクは、古 くな った概念を取 り除き、定常的に更新 を行っている。

このタームバンクは、文書を作成する設計技師や編集者、翻訳者、顧客、その他関係者用

のツールとして考えられた。

専門用語作業は1970年代末に開始され、その結果は1983年 以来企業内タームバ ンクに蓄積

されてきた。

現在の目標は、企業活動をカバーする特別な言語に関する広範な概念研究を行い、一貫性

のある専門用語を確立 し、フィンランド語の用語に対応する様々な言語での同等語を取 り入

れ、国内外の時代の趨勢に遅れないこと、である。
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このタームバンクには、約5,500の 電気通信に関する概念のほか、データ処理、生産、設

置、電気技術、品質管理 、 ドキュメンテーションに関する専門用語が取 り入れられている。

合計で30.000語 以上の用語 と外国語の同等語が、略語や記号、概念の記述(定 義、説明また

は文脈)付 きで蓄積されてきた。主要な言語は、フィンランド語、英語、ロシア語で、フラ

ンス語、 ドイツ語、スウェーデン語、スペイン語、ポル トガル語にっいては比較的に扱いが

軽い.資 料は分野 と技術的な重要性によって分類されてきた。

このタームバ ンクは二つのデー タベースか ら構成 されて いる。一つはすでに定着 した概念

のター ムバ ンクで、 もう一 つは まだ不完全 な概念を提 示 したデータベースである。 タームバ

ンクの ソフ トウェアは、NokiaTelecormiunicationsの 内部で作成 された もので、ラテン系 ア

ル ファベ ッ ト語 とキ リル アルフ ァベ ッ トの両者 が使 用で きる。

TERO-TERMBANK

言 語 定義が付与されている

同等語のみ

フィンラ ン ド語 、英語 、ロシア語

フラ ンス語、 スウェーデ ン語、 ドイ ツ語、 スペ イ ン

語 、ポル トガル語

性 質 体系的に扱われ定義された専門用語

装 置 ディジタルVAX

概念数 約5,500

用語数 約30,000

用 途 ドキ ュメンテー シ ョンお よび研究開発

機械翻 訳プロジ ェク トrKielikone」(SITRA)

Esprit:SIMPRプ ロジ ェク ト ー 構造化情報

管 理:処 理お よび検索、サブプロジ ェク ト

Tele-SIMPR(Nokia研 究セ ンター)

2.3.11DANTERM

TheDANTERM(辻oup

DalgasHave15

DK-2000Kobenhavn
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1975年 以来、デ ンマー クにおけ る専門用語作業 は、デ ンマー ク専 門用語 グループに よって

組織 されてい る。 この クループは、以下の団体のネ ッ トワー クであ る。

・デ ンマー ク標準化協会

・デ ンマー ク語委 員会

・デ ンマー ク翻訳協会

・コペ ンハーゲ ン、アールス、および南部デ ンマークのデンマーク ・ビジネススクー ル

このグループは、次のような目的をもっている。

・先端科学技術 レベルの専門用語データを扱える強力なシステムを開発する。

・デンマークの広範な利用者 グループ向けの多言語タームバンクを確立する。

最初 の目標 は数年 前 に達成 され た。情報検索システムSTATusIIのDAME剛 用特別 アプ リ

ケー シ ョンが 、 コペ ンハー ゲ ン ・ビジネススクールに設置 され たPRIMEコ ンピュー タ上 で使

用 されている。

しかし、このシステムはコペンハーゲン ・ビジネススクールの教師と学生による専門用語

の研究結果を蓄積 し検索するためにだけ使用され、1988年 までに、各種言語を含む 約8,000

の論文記事がバンクに蓄積された。しかし、その多大な努力にもかかわらず、1970年 代後半

の我 々の目標、すなわち大規模なデンマーク ・タームバンクの確立、は達成できなかったと

結論せざるをえなかった。

明らかに、デンマー クのような国では、専門用語作業は新 しい方法で実行されるべきであ

る。

・小規模な利用者の多くは、専門用語作業を自分で始めるように鼓舞されなければなら

ない。

・これらの利用者 は、その特別なニーズと資質に合致 したバージョンのDANTERMシ ステ

ムの提供によって支援 されなければならない.

その結果 として、DANIIiRMil…Fl用者 のネ ットワー クrD㎜E㎜ 利用者 グループ」が設立 された。

このグループのメンバーは、専門用語作業の基盤を、D州TERMレ コー ドの共通主題分類法

と情報カテゴリーにおかなければない。 しかし彼らは、使用するハー ドウェアとソフトウェ

アの種類を自分で決定することができる。

もちろん、彼らの多 くはすでに所有 しているコンピュータとプログラムを使 うことに関心
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がある.こ のような利用者は、既存のシステムを専門用語作業向けに改良することに関する

問題を調査 ・解決するそ鵠1を もつ特別なDANTERMシ ステムのグループから援助を受けること

ができる。

DANIIERMの 発想:DANrllRM/oRAcLEア プ リケ ーシ ョンの主 な機能

1970年 代の後半 に、 コペ ンハー ゲ ン ・ビジネススクール(CBS)に お いて開発 され たデ

ンマー ク語 ター ムバ ンクDANTERM用 の システムの基盤 とな る主要機 能は、次 のよ うなもので

あった。

・タームバ ンクは、主題別 に配列 され ること。

・タームバ ンクは、概念指 向型 であること。

・システムは、1言 語、2言 語、多言語の専 門用語 を処理 で きること。

・タームバ ンクは、多 くの機 能を もち使 い勝手 が良 いこ と。

・タームバ ンクは、拡 張文字 セ ッ トを扱 えること。

・システムで処理 され るデー タ量 には、制限 のないこと。

・システムは、あ る機種 か ら他の機種 へ移植で きること。

主題別配列

特別なDAIVTERMの 主題分類法が開発された。この分類法は階層的ではなく、二つの構造 レ

ベルしかもっていない。分類法はダイナミックである。すなわち新 しい領域の追加が可能で

あ り、必要に応 じて現行の領域を細分できる。

この分類法にはマクロユニ ットとマイクロユニ ットの二つの構造単位がある。マクロユニ

ットは、以下の リス トに示される広い主題分野をカバーする。

マイクロユニ ット

A社 会科学

B芸 術

C余 暇活動、スポーツ、ゲーム、趣味

D政 治、政治学

E法 律

F経 済学

G科 学

H医 学
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1貿 易、産業

K建 築工学

L原 材料、化学工業

Mデ ータ処理、コンピュータ科学

Nエ ネルギー

0機 械工学

P通 信

Q農 業

R環 境

S電 気/電 子工学

マイ クロユニ ッ トは、マクロユニ ッ トのサブセ ッ トであ る。rQ3500園 芸 」は、 マクロユ

ニ ッ トrQ農 業」のマ イクロユニ ットであ り、rE4100証 券法 一契約法 」はrE法 律」の

マイ クロユニ ッ トである。

D㎜ERM利 用者 グルー プのメ ンバーは、DANTERM分 類法を使 用す ることに同意 し、デー タの

交換が促進 され るようにな った。

概念指向型

このタームバンクは概念指向型でなければならない。このタームバンクのエン トリーの核

は、概念の定義と、その概念を表わす用語である。

これは意味論的なアプローチをとる伝統的な辞書編集法 と対照的である。後者の出発点は

単語であり、各単語にいくつかの意味が与えられる。

・用語1

・用語2

・用語3

1

2

3

瓢

瓢

鰍
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両者とも、データはいくつかのレベルの階層構造になっている。

以下のように表わすことができる。

DAN'rERMの デ ー タ構 造 は 、

各主題分野は、多くの概念から構成され、各概念には、一つまたはそれ以上の同義語が付

与されている。各用語には、一つまたはそれ以上の、データ源への参照案内や、共起関係な

どが与えられている.D㎜/ORACEア プ リケーションにおける全データ構造を単純化する

とこのようになる。

「表proj」 には、プロジェク ト、そのプロジ ェク トでカバー されて いる言語(PL州G) 、

主題 の分類 に関する情報が記載 され ている。 「表resp」 には、担 当ター ミノロジス ト、概

念の定義 に関 する情報 が記載 され ている.「 表defref」 、 「表termref」 、 「表collref」

には、 それぞれrdef」 での定義、rterm」 での用語、rco11」 での共起関係 に対 するデー

タ源 への参照案 内が記載 されて いる。

1言語、2言 語、多言語の扱い

D㎜ ㎜ では専門用語を、デンマーク語一－es語、デンマーク語一 ドイツ語といった言語の

対の形で扱う。 しかし、1言 語、あるいは多言語の専門用語 も同様に蓄積することができる。

0貼CLEア プリケーションでは、情報を数言語で蓄積することができる。データ入力モジュ

ールを使って、2言 語あるいはそれ以上の多言語の情報を、一度に1言 語ずつ入力できる。

検索モジュールで情報を検索するときは、同時に(1言 語または)2言 語のみが表示される。

多機能性

DANI'ERMの オ リジナル版は、多くの異なった利用者のニーズを満たすために設計された。

・先ずD㎜ ㎜ は、CBSそ の他の教育機関での研究 と教育の目的に使用されること。

・辞書編集書が、辞書の作成にタームバンクを使用することができること。

・翻訳者や主題専門家が、用語の意味、用法、翻訳に関する情報を見い出せること。

すなわち、デンマークの貿易 ・産業分野、公共部門、国際機関などか らの全ての利用者が、

このタームバンクを使用できなければならない。

ORACEア プ リケー シ ョンは、専 門用語を蓄積 ・検索する必要があ る、主 と して特定企業の

翻訳 者や主題専門家の ため に設計 された。 この ためORACLEア プ リケー シ ョンには、DANTERM

の情報カテ ゴ リーのサブセ ッ トが一 つだけ含 まれ てい る。
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しか しこの情報カテゴリーは、D州ERMの 全カテゴリーセットや全ての制限(例 えばコー

ドに関しても同様である)と 互換性がある。このことは、データ交換が簡単に行えることを

意味 している。

各利用者が独自のフォーマ ットを定義できなければならない、という主張 もあるだろう。

しか し、ORACLEア プ リケーションを設計する際に対象にした利用者の大多数は、専門用語作

業やデータベースの設定に使える時間がほとんどなく、したがってこのための既製のシステ

ムを望んでいる。

使い勝手

専門用語データベースに対し高度の機能を提供 しているデータベースシステムのほとんど

は、開発ツールとして考えられてお り、特別なアプ リケーションが開発されなかったら、利

用者はデータベースシステムに関する多くの知識を必要としたであろう。

cBsでDANrERMに 使用されている ∬ATusHの デンマーク語版DANsTATusに は、いくつ

かの高度なマクロ機能が備わっている。このマクロ機能は、ユーザーが使い易い特別なコマ

ンド言語を定義するために使われるもので、そのコマン ド言語には、複雑なコマ ンドが単純

なコマン ドとして収められている。 またマクロ機能で、特別なメニ ューシステムが開発され

た。これによって、主題、ソース言語、対象言語、検索 と表示、探索用語の形式(ト ランケ

ーシ ョン)な どのオプションのあるページを利用者に提示できるようになった.

ORACLEア プ リケーシ ョンは、現在も開発が続けられている。例えば、特殊なプ リントアウ

ト(情 報の異なったサブセットをもつ用語のアルファベ ット順 リス ト)を 作成するモジュー

ルや、いくっかの概念に関する情報を全て削除するモジュールが開発されつつある。またこ

のアプ リケーションをワープロに結合すれば、利用者はデータベースから情報を見つけ出し、

これをテキス トに直接 コピーすることができる。WordPerf㏄tとOMCEの 間の特別なインタ

ーフェースを開発することは可能である。

フォー ム駆動(fom-driven)シ ステムは、全体 メニ ュー と結合 され ている。 利用者 が関

連のモ ジュールを選ぶ ための メインメニ ュー と、デー タ入力モジ ュールお よびペー ジ捜 しを

容易 にする検索モ ジュールの両者 の全体 メニ ューである。

拡張文字セット

D州STATUSア プ リケーシ ョンでは、発音記号、ギリシア文字、数学記号を含む拡張文字セ
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ットを記憶 ・表示することができる.こ れは特別な開発によって初めて可能になった。

ORACthア プ リケーションでは、利用できる全ての特殊文字をマシン上で使用することがで

きる。例えばVAXマ シンは、256文 字の多言語文字セ ットを提供する。

特殊 な問題 として、 コンピュー タ間の、例 えばVAXか らIBMへ の、デー タ変換 がある。

制限のないデータ量

OMCEア プ リケーションでは、情報タイプの数 と長さには制限があるが、srATusア プ リケ

ーションには制限がない。ORACLEア プリケーションにおけるこれらの制限は、利用者グルー

プから提案 されたものである。画面には、関係する情報カテゴリーだけが表示されればよく、

このアプリケーションでは、研究プロジェクトの場合のように長いテキス トやコメントを入

力することは意図されていない。

全 てのテキス トフ ィール ド(定 義DEFINITION、 説 明EXPLANATION、 コメ ン トCOMMEMS)

は、66字 ×10行 に制 限されている。 用語TERMと 連語CO皿CATIONの フィー ル ドは、240字

に制限 されて いる。概念体系 の名称SY∫rEMに っいて も同様 であ るが、概念 関係RELATION

につ いてはその各 タイプご とに7行 取 ることができる。 文法情 報G㎜ は30字 に、デー タ

源への参照案 内SOURCEは40字 に制限 されている。

移植可能性

デー タベー スシス テムORACLEは 、 コンピュー タ間での移植 が可能 であ る。 しか し、マイ ク

ロコン ピュー タとパー ソナル コンピュー タ用 に別 のバー ジ ョンがあ る。DANI'ERM/ORACLEア プ

リケー ションプ ログ ラムは、一つ の コンピュー タか ら同系列 の上位機種あるいは下位機種 の

コンビュー タへ、 また一つの コン ピュー タか ら別機種の コンピュー タへの移植が可能で ある。

ORACMア プ リケー シ ョンは、ORACLEの マルチユーザー ・バー ジ ョンによ り、MVAX3500

上で開発 され、IBMPS/2に 移植 された。

DAMERM/ORACLEの 情報カテ ゴ リー

CLASS

ID

ANG

DANIERMの 主題分類

概念ID番 号

言語コー ド(ISO)
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DEFINITION

No

SOURCE

EXPLANATION

TERM

sug9.trans1.

GRAMM

COLLOCATION

SYSTEM

POSITION

RELATION

00㎜S

COMMENTSONEOUIVALENCE

NON-DANTERMCLASSIFICATION

PROJEcrNAME

LANGUAGESCOVERED

DATE

INPU'l

UPDATE

定義(NoとSOURCE付 き),

定義番号(異 なったタイプの定義 、すなわち、一つ の概

念に対 する内包的お よび外包的定義の入力が可能)

定義の デー タ源参照案 内(コ ー ド)

説明(NoとSOURCE付 き)

用語(No、(sugg.trans1.)、G㎜ 、SOURCE付 き)

仮訳に関する情報

文法情報 、品詞、性 、語形変化

用語の連語情報(NoとSOURCE付 き)

概念体系の名称

体系にお ける概念 の位 置番号

概念関係、例 えばBC-GEN(上 位概 念、総称関係)、

BC…PART(上 位概念、部分 一全体関係)

用語、定義、体系 に関す るコメ ン ト

言語対 の同等語 に関す る コメ ン ト

DANTERM以 外の主題分類、例 えばUDC

－つのプロジェクトでカバーされる言語

用語の処理日

入力日

更新目

結論

基本概念、DAN正 蹴の現在の開発状況、将来の見通 しを考えれば、DANrERMが 近い将来大規

模なTDBに 発展することは十分信 じられる。

2.3.12CEZEAUTERM

TerminologicalDataBankinSoilMechanics

Laboratoired'informatique

ComplexeScientifiquedesC6zeaux

63177AubibreCedex

France

1983年 にClermnt-Ferrand大 学 で設立 されたC皿 ㎜Mは 、土質 力学 の分野 における専門
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用語データバンクである。CEZEAurERMは 非営利的な基盤に設立され、土質力学に興味をもつ

広範囲な利用者、例えば建築、土木工学、鉱業、道路建設、ダム建設などの分野に専門的に

かかわる翻訳者や専門家に役立つように作 られている。

CEZEAUTERMは 、あ る対象 分野 内の概 念体系 に対 応する構造 を もった、 リレー シ ョナルデー

タベースであ る.蓄 積 され た専 門用語 デー タと関連 デー タは、8カ 国語で、用語、定義 、文

脈 データ源、信頼性 、主題分 類をカバー している。 サー ビスは、 オンライ ンまたはバ ッチ

モー ドの どちらで も利 用できる。TDB管 理 のために 「Terminformatique」 によって設計 さ

れた ソフ トウェアの第4版 であ るMieroC6zeauIV(MC4)が 、最近発表 され た。

2・3・13The「1'1〕BofFraunhofer-lnstitutf世ArbeitswirtschaftundOrganisation

Nobelstrassel2

D-W--7000Stuttgart80

FRG

FraunhoferInstitutfliArbeitswirtschaftundOrganisationは 、ここ数年 の徹底的 な

研究 の結果、オ フィスオー トメー シ ョンお よび人間工学 に焦点 を当てて、常 に拡大 を続 けて

いる情報技術分野のための高 度な多言語TDBを 創設 する ことがで きた。 この多言語TDB

には、用語 と8つ の ヨーロ ッパ言語 によるその同等語(デ ンマー ク語、オラ ンダ語、英 語、

フランス語、 ドイ ツ語 、ギ リシア語 、イタ リア語 、スペ イ ン語)、 お よびその定義、略語、

同義語、反意語 、上位語や下位語 が収録されている。

データの構成

データは、 リレーショナルデータベースシステムORACLE上 に蓄積されている。このシステ

ムでは、データの柔軟な構成 と処理が可能であり、その構成の柔軟性により、必要に応 じて、

データベースは簡単に拡張 したり、変更したりすることができる。中心的な位置を占めるの

は用語であり、実体および定義 と直接的に関係づけられている。さらに、上位語、下位語、

類義語(シ ソーラス)、 および略語、同等語などとの関係 も付けられている。各実体あるい

は相互関係にはある属性が与えられており、情報検索用の基本キーとなっている。

イ ンターフェース

TDBの 内部構成を別とすれば、TDBの 効果はユーザーインターフェースの達成、すな

わちインタ一一ーフェースが利用者の要求をどれだけ満たすかにかかっている。このTDBの 精
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巧さをもたらした優れた技術、すなわちデータベースシステムORACEとSUNワ ークステー

ションとの組合せにより、最大限に利用者のニーズに合うように調整されたユーザーインタ

ーフェースの開発が可能になった。利用者は、必要な情報 カテゴリーや言語を、ウィン ドウ

に表示されたものの中から選択 し、検索用語を入力することによって、決定できる。希望す

る情報は、情報および定義のサプウィンドーに表示される。ここでそれぞれのボタンを選択

し、用語集をアルファベッ トに従って前後に繰ることによって用語を検索 し、ハー ドコピー

を得ることができる。ブラウザー、 ヒス トリーあるいはヘルプボタンを選択すれば、他のウ

ィンドウが開かれ、主題の階層構造、利用者がそれまでに検索した用語の リス ト、ヘルプ情

報カテゴリーが表示 されるので、利用者自身がボタンを押 して決定 したその結果を確認する

ことができる。

アプ リケーシ ョン

上述 したように、このTDBは 様 々な目的に用いられる。その範囲は、単なる参照作業か

らプロの翻訳者のための翻訳支援にまで亘っている。さらに様々なTDB、 すなわち他の主

題分野からの専門用語や、特定の言語対の専門用語を収めたものなど、ある人々や企業の個

別のニーズや条件に合わせたTDBも 作成することができる。これらの個 々のニーズに合っ

たTDBは 、特定の専門主題分野における国内 ・国外のコミュニケーションを容易にする強

力な手段となるであろう。

2.3.14TheIECTDB

InternationalElectrotechnical(ゐ ㎜ission(IEC)

3,ruedeVarembe'

P.0.Box131

1211Gen6va

Switzerland

IECの 有名 な多言語 用語集rIntemationalE1㏄ 七rot㏄㎞icalVocabulary」(IEV)の 準

備 、発行、普及の ため の最新技術に関する調査に関連 して、IECは また、何冊 に も及ぶI

EVに 収め られ たデー タの全 てをカバーするTDBの 創設 の可能性 につ いて検討 している.

最近IECは また国際標準化機 構(ISO)と 密接 な関係 を打 ち立ててい るので、 この将来

のTDBは 主題専 門家 や言 語を仲立 ちとした仕事に関わる ような人 々に とって、非 常に貴 重

な、完壁 なツール と して役立つ だろう。IECとISOが 、ISO/TC37の 勧告 「ター

ミノ ロジー(原 則 と調 整)」 に従 うことが望 まれ る。
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2.3.15TEPA-TheFinniShtemnbank

TheFimishCentreforT㏄ ㎞icalTerrninology(●K)

S6rnaistenrantatie25

SF-00500Helsinki

Finland

TEPAは 、 フ ィンラ ン ド技術用語 セ ンター(TSK)に よって開発、更新 され た多言語 オンライ

ン ・タームバ ンクである。IEPAは 、 フ ィンラン ド最大 のター ムバ ンクで、公 に利用で きる唯

一 の ものであ る。ヘ ルシンキ工科大学 のVAXコ ンピュー タ上で稼働 してお り、デー タ端末

装置(DTE)と モデ ムを使 用 して アクセ スで きる。TEPAは 公衆交 換ネ ッ トワー ク(PST

N)お よび パケ ッ ト交換デー タネ ッ トワー クrDatapak」(PSDN)で 利用で きる。

TEPAは データ源の種類により、5つ のデータベースに分けられる。TEPAは 最新のデータベ

ースである。 このデータベースは、専門家グループによる専門用語研究に基づいてお り、ど

の用語 レコー ドにも定義が含 まれている。TEPA2は 、最大のデータベースである。このデ

ータベースには、様々な方法で編集された用語集 と語彙集が入っているが、用語 レコー ドに

定義のないものも多い。TEPA3に は、新造語およびその説明、同等語などが入っている。

このデータベースはまだテス ト中である。TEPA4に は、様 々なデータ源から不十分な管理

のもとに採 り入れられた専門用語 ファイルが収められている。 ソ連のデータベースVINIIKI

は、 ソ連邦国家規格を構成するソ連のデータベースの一部 門であるが、TSKは 、フィンラン

ドとソ連との相互科学技術協力計画により、このデータを受け取 っている。

TIPAは 、TRIP(ParalogAb,Swedenに よる)と 呼ばれ るデー タベース ・プ ログ ラムに よ り、

VAX/VMS環 境で稼働す る。TRIPは 、CCLを コマ ン ド言語 として使 用 し、検索 コマ ン

ドには、様 々な組合せ を入力す ることがで きる。例えば、 トランケー シ ョン、文 字マスキ ン

グ、論理 演算 など。 しか し利 用者 は、 タームバ ンクを効果 的に使用 するためには、数種類 の

コマ ン ドを使えるよ うになるだけで十分であ る。

現在TEPAは 、約70,000の 用語 レコー ドをカバー している。TEPAは 、他 の多 くのデータベー

スに比べる と、 まだ小規模 な タームバ ンクであるが、 まだライフサ イクルの初期 の段階 にあ

る。 その規模 や適用範囲が様 々な主題分野 で拡大 するにつれ、TEPAは 少 な く ともフ ィンラ ン

ドで は、 また恐 ら く他 の北欧諸 国で も、 より重要 なものになって い くだろ う。TEPAの 長所 は

以下の とお りである。

・多言語 によるアプロー チが可 能 なこと。

・検索プ ログラムTRIPの 効果 的 な機能 と、データを他の フォーマ ットに非常 に容易 に変
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摸することができること。

TEPAの 弱点 としては問題になるのは、利用者のオンラインサービスへの接続が難 しいこと

である。 これは、情報サー ビスに関わる専門家にとってはさ して問題 とはならないが、むし

ろ語彙集や他の専門用語データを使用する一般の利用者にとっては基本的な問題となる。

タームバンクの使い勝手

優れたタームバンクとは、顧客のニーズに応えるものである。ハー ドウェアの解決策を提

供 しても、全ての顧客を満足させはしないだろう。タームバンクの有用性や使い勝手は、そ

れ以上にソフ トウェアに依存 している。各種のユーザーイ ンターフェースは、オンライ ンや

CD-ROM製 品 として、各種の商業タームバンクに導入されている。それらのほとんどは、

それぞれのタームバンクに固有の特性を反映 したもので、一般 化することは不可能である。

今後の計画

TEPAは 、引き続きフィンランドの中心的なオンライン ・タームバ ンクであ り続けだろう。

新たに各領域にタームバンクをつくるよりも、TEPAの 主題領域を現在の技術用語を主とした

ものか ら他の領域へも拡大することの方がはるかに簡単なことである。 しか しTEPAは、他の

データベースや、付加価値ネットワークサー ビス、例えば ビデオテ ックス、電子メイルサー

ビスと統合されなければならない。TEPAの 今後の技術開発 も、もちろん必要である。 しかし

主要な問題は、その内容の保守、すなわちいかに系統的な改訂を行い、古いレコー ドをいか

に効果的な方法で修正するかということである。

オンライン利用が可能なTEPAを 、専門用語データを記録する確固たる基盤 として維持する

一方、TSKは 将来に向けて他の計画ももっている。これ らの計画の中には、例えばCD-

ROMや ハー ドディスクといった様 々なタイプのメデ ィアによる専門用語データの出版 も含

まれている。すでに市場に出ているTemdok89は 、TEPAか ら抜粋されたデータベースをC

D-ROMに 収めた一つの例である。CD-ROM市 場は、最近急速に拡大 している。CD-

ROM技 術にはよく知られた問題があるにもかかわらず、これが、将来のタームバンクにお

いて、重要な配布メディアになることは疑いもないことである。

小規模の 「ハイパーボキャブラリー」は、すでにマッキントッシュとハイパーカー ドを使

って、TSKの パイロットプロジェク トで試作されている。試作品は、デモ用に使用されて

きたが、期待がもてる。この試作品は、また 「ハイパータームバンク」に要求される内容に

ついての参考資料あるいは初期段階での仕様としてのぞ賠llも果たしている。 しか しながら、

大規模な 「ハイパータームバンク」を手掛ける前に、TSKに は、伝統的な書籍形態のもの
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に加え、新 しい語彙集を電子化 「ハイパーボキャブラリー」として発行する計画がある。

2・3・16WHO-TERM-TheWorldHealthOrganization'sTerminologylnformationSyst㎝

TechnicalTeminologyServi㏄

DivisionofHealthandBiomedicalInfonnation

WorldHealthOrganization

AvenueAppia

CH-1211Genbve27

Swi七zerland

世界保健機関(WHO)の 憲章第2条 は、その目的達成のため、すなわち 「全ての人々が

可能な限り高水準の健康状態を達成するために」、同機関はその任務の一つ として疾病、死

亡原因および公衆衛生の実践に関する国際的な専門語を確立すべきだと規定 している。世界

保険機関はまた保健分野の情報を提供 し、全ての人 々の間に保健問題についての事実に基づ

く世論を作 り上げることを支援するものである。

疾病に関する国際的な専門語の確立を推進するための最初の活動の一つが 「疾病の国際分

類」の定期的な改訂であった。これにより、各国は同一基準を用いて罹病率 と死亡率データ

の収集、整理、分析ができるようになった。そして、データの比較が確実に行われるように

なり、世界的な保健動向を監視するための公衆衛生指標の意義がさらに深 まった。

加盟国との間の情報を正確なものとするため、WHOは 保健関連分野の最高権威者によっ

て提案された国際規格を使 うように提唱している。これは例えば、バクテ リア、ウイルス、

菌類、病原菌などのような国際的な専門用語の場合である。これ らの主題に関する増加一途

の膨大な情報にたやすくアクセスするため、WHOは コンピューター化された専門用語デー

タベースWHO-ERMを 創設 した。それには間 もなく、化学薬品、生化学物質、殺虫剤の名称 も

含まれるようになった。

WHOの 技術的なプログラムはまた、それ ら独自の領域での専門用語活動を展開した。例

えば、同機関は 「薬剤の国際的な非登録商標名」を発行 した。専門委員会の作業の結果、て

んかん、健康管理、大気汚染、固形廃棄物、マラリヤというような問題について、専門的な

用語集が発行された。また用語集は、技術報告書その他の刊行物にも含まれるようになった。

またWHOは 、 いろいろな疾病 の定義づ けとい う困難 な作業を行 っている医学国際機構会

議(TheCouncilforIntemationa10㎎anizationsofMedicalSciences、CIOMS)と
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も密接な協力を行った。CIOMSとWHOは 「国際疾病用語集」を出版 した。これは、国

際 レベルで疾病の概念を標準化するためのツールである。

新技術の出現

オフィスオー トメー ションの出現によって、専門用語デー タ源へのより迅速なアクセスは、

今や可能性の問題から必要性の問題へ と発展 した。大型コンピュータからミニコンピュータ

への移行、さらにマイクロコンピュータへの移行、性能と使い易さの点か ら見たソフトウェ

アの進歩、パーソナル コンピュータの恩恵に浴 したいという潜在的利用者の増大は、WHO

内に専門用語への新 しいアプローチにつながる環境を作らせることになった。伝統的な方法

で大型コンピュータに蓄積されていた資料は、簡易化されたアクセスの手順に合 うように改

造される必要があったが、一方で、大量のデータを使い勝手のよい方法で処理できるような

機関用のモデルを想定 して、個々の利用者の多様なニーズが検討されてきた.そ れは、機関

用システムから期待できる情報の種類 その効率的な記憶と検索のための論理的な配列、こ

れを使用するために必要な管理ソフ トウェア、その開発に必要な資源の運用について示唆す

るものだった。

提案されたデータベースの構成

第2世 代のwao-TERMは 、 リレーシ ョナルデー タベース として設計 された。 その最初 の設計に

は、国際連合の6つ の公 用語 一ー一一アラ ビア語 中国語 、英語 、フラ ンス語 、ロシア語、スペ

イ ン語 一一が含 まれているが、さ らに他の言語を加 えることもで きる。各 言語 について、専

門用語情報が多 くのフ ィール ドに整理 され ている。

どの言語でも、情報はアクセスの三つのレベルに応 じて整理される。辞書 レベルには、基

礎的な情報、つまり用語そのもの、文法情報、同義語、異形、略語の完全形、頭字語、その

用語の主題分野、だけが含まれる。文書レベルには、概念の定義、使用についての記述 そ

の他の説明的な注記、数字や式(も しあれば)、 データ源、についての付加的な情報が提供

される。説明的な注記には、地理的な限定や、用語が標準化されているか否か、古語または

新語であるか、使用を避けるべきか、容認されているか、好 ましいか といった、その用語の

位置づけが記載される。 また登録商標、企業内特殊用語、著作権者など、使用上の制約もこ

こに含まれる。管理レベルには、レコー ドの著者、最初の登録 日、最新の改訂日、その他シ

ステムに関わるコー ドやデータが含 まれる。

レコー ドに示されたデータ源は、ターミノロジー ・サービスの図書館所蔵図書についての

書誌情報でもある。これは、WHO資 料の完全な引用のためのフルテキス ト検索システムに
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リンクされ ている。

専門用語のエン トリーには、以下要素が含まれる。

エントリー用語

省略形

完全形

学名

記号

古語/新 語

有効性

期

同義語

概念分類

定義(注 記、データ源、個人著者、法人著者、編集者、タイ トル、シ リーズ名、版、

発行所、発行者、発行 日、雑誌名、年、月、巻、ページ、該当ページ)

データ源

個人著者

法人著者

編集者

タイ トル

全集/シ リーズのタイ トル

版

発行地

発行者

発行日

雑誌のタイ トル

年

月

巻

ページ

該当ページ

付随的な情報

レコー ド識別子
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またWHOデ ータベース以外のデータベースにアクセスするオプションも提供されるだろ

う。このシステムは、将来、最終的にテキス ト処理パ ッケージに統合される計画であり、著

者は机上からオンライ ンで処理できるようになる。

アクセスの手順

データベースの管理は適切 なソフ トウェア ・パ ッケージで行われるが、インターフェース

が使いやすければ、このシステムへの利用者のアクセスは容易になる。言語の選択(専 門用

語組織外の利用者については、同時に最大2言 語)、 通常作業のためのアクセスレベルの選

択(各 利用者によって決定されるが、要求に合わせて変更することができる)と いった基本

オプションのセ ットが提供されるだろう。

データベースから抄録をプ リントアウトするオプ ションも含まれるだろうが、その実行は

厳 しく管理されよう。プリン トアウ トは、著作権保護条例などのようなデータベースの使用

を規制する協定の許す範囲内で、特定の目的のために提供されるだろう。

分散化された開発

WHOの6つ の地域事務所は、専門用語活動の発展に貢献 している。専門用語の地域活動の

中心は、本部によって広められる情報を末端利用者に中継 し、また、利用者のニーズを地域

レベルで検討 したうえ、その情報をジュネーブにある本部の技術ター ミノロジー ・サービス

に送ることにある。本部内の末端利用者も、技術 ターミノロジー ・サービスによって同じよ

うに管理される。

いったん確認 されると、ニーズは独立した開発プロジェクトとなる。計画されたプロジェ

クトの範囲、時間的枠組み、必要資金などは、地域事務所の中心メンバー、機関内の専門技

術者、プログラムマネージャーを含む、全ての関係者によって討議される。プロジェク トが

承認されると、一人のプロジェク ト・リーダーのもとに特別チームが組まれ、全ての関係者

の親密な協力作業によって実行に移される。チームのメンバーは、本部あるいは地域で、ま

た必要 とされる専門知識に応 じて、言語、編集、ターミノロジー ・サービスあるいは技術部

門などで作業にあたる。適切な手順は、専門用語活動全体を一貫性のあるものとし、またよ

り重要なことであるが、その成果を技術的に妥当なものとし、国際的に受け入れ られるもの

とする。妥当性が認められると、そのデータはWHO-ERMデ ータベースに組み込まれる。そし

て、他の手順によってデータベースの定期的な見直 し、改訂が行われる。
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非プロジェク トの個人的な貢献

機関におけるデータベースの主な開発はプロジェク トとして行われるが、WHOは 個人に

よる貢献 も認めている。ソフ トウェアの特定の機能を使い、利用者も独 自の個人用専門用語

データベースを開発することができる。この機会が、このシステムの有用性についての利用

者の認識を高め、利用者の間に建設的で活発な影響を与え、その結果は特定のプロジェク ト

への貢献にっながるかもしれない。個人的なデータベースは、もし適切 と判断されれば、独

立のプロジェクトとしての提案により、注意深い検証が行われた後、機関のデータベースへ

の組み込みが考えられることになる。個人的な貢献が受け入れられるまでは、個人が作成 し

たデー一一ータベースの利用は厳密に個人的利用に制限されるが、機関のデータベースは、LAN

(LocalAreaNetwork)で 結ばれたどのワークステーション上でも利用できる。これによっ

て個人的開発のプライバシーが守られ、しかも作業の無用の重複が避けられる。

2.3.17LaBanquedeterminologied㎞Qu6bec(B.T.Q.)

OfficedelalanguefranCaise(OLF)

Directiondesproductionsli㎎uistiquesett㎜inologiques

700.bOulevardSain-CyrilleEst

Qu6becGIR5G7

Canada

フランス語局のTDBrB.T.Q.」 は、専門用語情報の統合システムであ り、現行のコンピ

ュータ化された5つ のファイルのうちの2つ のファイル(専 門用語ファイルと専門用語作業

目録)に 搭載された数十万件のレコー ドをカバーしている。

B.T.Q.は 、一方では合同産業委員会 と言語 ・翻訳サービスで構成 される専門用語情報ネ ッ

トワークの中心であ り、同時に専門用語や翻訳に携わっている国内および国際的な団体の専

門用語情報ネ ットワークの中心でもある。

B.T.Q.の 主要な目的は、専門用語文書レコー ド同様、2カ 国語(英 語一フランス語)お よ

びフランス語のレコー ドの集収、集中化、コンピュータ処理、迅速な普及を、選択的な特定

利用者指向型の方法で行うことである。

このTDBは 以下のサービスも行 う。

・フランス語に関 して現在ある専門用語資源を明示する。

・ケベ ックにおけるあらゆる専門用語活動を集中化 しその普及を図ることによって、ケ
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ペ ックにおける専門用語作業の調整を促進する。

・作業の重複を防ぎ、ケベックにおける専門用語研究の経済化を図る。

・言語学の立場か ら見て正しく、しかもコンピュータ処理が可能な方法論を適用するこ

とによ り、最大の効果をあげる。

2.3.18ア メ リカ合衆国 にお けるTDBの 概観

最初に大規模なTDBの 開発が行われたのは次の地域である。

・多言語が使用されるヨーロッパ(ソ 連を含む)

・国際機関(国 際連合の各機関 も含む)

・例外 として、カナダ(カ ナダにおけるTDBの 創設は、明らかに政治的、経済的な要

請からであった。

第二次世界大戦後、アングロサクソンの世界は、科学技術における開発 と科学技術文献の

発行では指導的な役割を果たしてきたが、国際的な情報伝達手段 としての英語の強さを絶対

視していたため、専門用語には十分な注意を払わなかった。

今 日では、アメリカにおいてさえも、このような態度に劇的な変化起こっていることが明

らかに窺える。日本 とヨーロッパに脅威を感 じたアメリカは、 ヨーロッパの諸言語および日

本語 による科学技術情報や出版物に、次第に注意を向けるようになっきた。その結果、専門

用語データと専門用語 システムへの需要が急速に高 まってきた。

最近の活動はこのような変化の証拠であ り、専門用語活動がアメ リカで急速に活発化 して

いるという推測の確かな裏付けである。CETAグ ループのような専門用語の分野でのパイ

オニ アは、すでにそのような活動の場を用意 しており、多くの団体、委員会、大学、専門機

関がこれに続 くだろう。

これらの傾向は、次のように要約できる。

・アメ リカの自動車関連産業と日本の自動車メーカーとの協力。

・アメ リカ翻訳者協会(ATA)の メンバーなどの翻訳者や通訳者にみられる専門用語

対する関心の高 まり。

・IBM 、Weidnerな ど、アメ リカの企業でのTDBの 開発開始。

現在 アメ リカで稼働 しているTDBの 数は少ない(世界銀行、国際通貨基金(IMF)、 全米保
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健機"ff(PAHO)な どのTDBが ある)。 しか しその数 は、特 に商業部 門によるTDBの 創設 に

より、す ぐに増 えるだろう。

2.4現 在のTDBの 欠点、将来の動向

2.4.1現 在のTDBの 欠点

TDBに 関係 している専門家から得 られた情報 と討議の結果から判断して、近い将来解決

する必要があると思われる現行TDBの 欠点 と問題点は、以下のように要約できる。

(1)調 整の不足による、下記の点に関しての努力の重複

・TDBの 創設

・TDBの 管理

・適切なソフ トウェアの開発

・専門用語データおよび関連データの収集

・データの処理

・外国語の同等語

・バ ンクのデータを直接利用した用語集、語彙集などの出版

② 専門用語データの交換 ・入れ換えを困難にしている互換性の欠如

(3)コ ンピュータを利用した専門用語編集に関する現行の基準とガイ ドラインに対する知

識の不足

(4)多 言語を扱 うのに十分な文字セットが利用できるワークステーションの不足

㈲ 図表情報(概 念図のブラウジングおよび、定義や同等外国語などへのアクセスが同時

にできる概念体系図)を 表示する適切な機能の欠如

2.4.2将 来の動向

1970年代後半から1980年代初頭には、どちらかといえば汎用大型TDBを 創設するという

一般 的な傾向が見られ、数百万のエントリーをもつ ものもいくつか出現 した。 しか し間 もな

く、このような膨大な量のデータの保守、更新、信頼性チェック、分類がほとんど不可能に

近いという問題が明白になった。ユネスコもこの ことを認識 し、1980年代半ばには、主題を

特定の専門分野に限定 したTDBと 、広範囲の利用者グループのニーズに応えるためのネ ッ

トワーク機能の考えを表明するようになった。

今日、新技術 とネ ットワーク機能の急速な発展によって、 この考えは現実化 しつつある。

国際電気技術協会(IEC)、 国際ガス組合(IGU)、 世界保健機関(WHO)な どとい
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った多くの専門機関や国際委員会が、主題を特定 したTDBを 創設 し、新 しい手段であるネ

ットワークを通 じて、 これらのTDBを 結合 しようとしている。

専 門用語 デー タの互換性 と交換 に関する問題の解 決につ いては、恐 らく近 い将来 に、さ ら

に高度 な標準化(MATER:b㎏netictapeexchangeforrratforterminologica1/1exicogra-

phicalrecords、SGML:StandardGeneralMake-upLanguage)と 、国家 、地 域、国際 レベ

ルでの よ り密接 な協 力が期待でき よう。 この標準化 は、少 な くともヨー ロ ッパで は、CD-

ROMそ の他 の媒体 による専門用語 に関する情報 の普及 とともに、 「ニ ュー ヨー ロッパ」へ

の統合 の過程で実現 されるだ ろう。

TDBの 第一の目的は、専門用語情報への迅速かっ容易なアクセスを提供することであり、

現在このニーズを満 たすための努力が続けられている。ユーザーインターフェース技術にお

ける最新の開発(ウ ィンドウ、マウスコントロール、ポップアップ ・プルダウンメニューな

ど)もTDBに 採 り入れられるだろう。 すでに一部 のCD-ROMは 、メニ ュー機能、ウィ

ンドウ機能、カラー表示機能を備えているが、マウス機能を備えているものは、まだわずか

である。

特定の主題に焦点をあてた小容量の専門用語データを収め、マイクロコンピュータ上で使

用されるハー ドディスク ・タームバンクに対する需要があることも明らかになった。このよ

うな 「ミニタームバンク」は、多くの公共機関や企業において、特に内部での利用のために

必要 とされている。当面の問題は、目的に合ったソフ トウェアの選択または開発にある。タ

ームバ ンクのハー ドデ ィスク ・アプ リケーションは、きわめて精巧で優れた設計がなされて

いなければならないが、また高価でもいけない。

ハイパーテキストの利用による新 しい可能性もある。ハイパーテキス トは、必要なときに

はいっでも簡単に、情報の検索 とブラウジングを行える技術である。この技術は、専門用語

データにも効果的に応用することができる。これには、二つの基本的な方法がある。一つは、

タームバンクを、ハイパーテキス トのシステムで利用できるように作る方法で、もう一つは

タームバンクそのものをハイパーテキス トと同様な働 きをするように作る方法である。

専門用語データとハイパーテキス トは、実際に共通する性格を多くもっている。用語、概

念、用語 レコー ドの様 々な部分(例 えば定義と、用語の同等語)は 、相互に結合されたノー

ドとして見ることができる。これはちょうど、ハイパーテキス トでノー ドが リンクによって

ネットーワーク化されているのに似ている。この 「偶然の一致」を十分に利用することは得

策であろう。
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ハイパーテキス トの最大の特色の一つは、ユーザーインターフェース面での効果である。

ハイパーテキス トは、通常ウィンドウ機能、マウス機能、高品質の図形表示機能を備えてい

る.こ れ らの機能により、画面に表示されていることについて、より多 くの情報へのアクセ

スが容易にできる.利 用者は、マウスでカーソルを適当な場所へ移動させ、マウスのボタン

を押すだけでよい。ハイパーテキス トのようなユーザーインターフェースを用いれば、ター

ムバンクの場合もコマンド言語の必要性は少なくなるだろう。例えば、ある用語が用語 レコ

ー ドの定義フィール ドにあれば、その用語によって呼び出されたレコー ドは、コマンドを使

ったり一連 のメニュー と苦闘する代わ りに、その用語をクリックするだけで簡単に検索でき

る。

ハイパーテキス トは、例えば概念体系図のような図形情報を処理する機能 も備えている。

ハイパーテキス トの原理によれば、概念図を用語 レコー ドに リンクさせることも、またその

逆も可能である。これにより、利用者は、図形式(概 念図)で 表示 されたある主題分野の概

念をブラウジングし、その図表示された概念の中から適当な用語をクリックすることによっ

て簡単にその用語 レコー ドを得ることができる。

TDB間 の協力に関 しては、相手先の専門用語のエン トリーをだだ単に自分のバンクに加

えるというや り方は正 しくない。まず第一に、適用される規則が全 く異なり、第二に、対象

とする主題分野がそれぞれの特定ニーズに連動してお り、第三に、膨大な量のエン トリーを

考えると、TDBは すぐパンクしてしまうだろう。

このような理由から、次のようにするのがよいだろう。

・特定の用語または特定の主題分野に
、要求の範囲を特定する。

・バ ンクに収められているエ ントリーを
、マイクロフィルムかCD-ROMの 形で入手で

きるようにする。

・未だに全 くカバーされていないか、あるいは部分的にしかカバーされていない、共通

に関心のある特定分野で協力を図ること。これは例えば、それぞれの専門用語グルー

プで完成される予定の用語 リス トを互いに交換することよって行われる。

新 しい大規模な専門用語のアプ リケーション、特にTDBに ついては、今後検討 しなけれ

ばならないその他の要素がある。これ らの新開発のいくつかの主要な点については、1990年

10月2日 ～4日 に ドイツの トリアーで開催された 「第2回 ターミノロジーと知識]二学に関す

る国際会議」(TKE'90)に おいて論議された。そこでは、TDBが 知識と技術の伝達におい

て決定的な役割を演 じること、それ故にアジア、アフ リカ、 ラテンアメ リカなど開発途上国

にとって、きわめて重要な意味をもつであろうことが明らかにされた。
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3.マ イ クロ コンピュー タお よび ミニ コンピュータ上で使用 されるデー タベースの

ヨー ロッパにおける現 状

Kar1-HeinzFreigang.FelixMayer.Klaus-DirkSc㎞i七z

(UniversityofSaarbrUchen)

3.1概 要

3.1.1調 査 範 囲

これは、1990年 の年末現在、ヨーロッパ市場で提供されている専門用語管理システムにつ

いての調査報告である。専門用語管理システムは、翻訳者または専門用語研究者がワークス

テーション上で言語データを管理するために設計 したソフ トウェア製品(プ ログラムおよび

プログラム ・パ ッケージ)で ある。専門用語管理システムを使用することによって、利用者

は専門用語データを蓄積、訂正、検索することができ、また一般に専門用語管理システムか

らワープロへ、あるいはワープロから専門用語管理システムへのデータの呼び込みができる。

通常専門用語管理システムは、汎用データベース管理 システムほど効率的ではないが、比較

的簡単な解説に従って、専門用語管理 に必要なあらゆる操作をすることができる。

この調査報告は、ヨーロッパ市場で提供されている専門用語管理 システムに関して ドイツ

で入手できる情報に基づいている。各調査対象システムの分析の深さは、著者が入手 した情

報の種類と量により異なる。すなわち、

・調査対象となったシステムの大部分は、Saarbrit'cken大学の 「応用言語、翻訳、通訳学

部」に実働版が導入されている。このため、これらの専門用語管理システムは、詳細に

テス トすることができた。

・あるシステムでは、説明資料付きの準最終版あるいはデモンス トレーション版を使用す

ることができた。これらのシステムは、それぞれの版の制約内でのみテス トすることが

できた。

・第三のグループに挙げられるあるシステムについては、 ソフ トウェアが使用できなかっ

たため、詳細なテス トは不可能であった。しかし、これ らのシステムについても、広範

な文書資料によって調査 をすることができた。

・以上のほかに、ソフトウェアや文書を入手できず、詳 しい分析や説明ができなかったシ

ステムもある。これらについては、連絡先の住所のみを記載した。

この調査報告には、多言語の専門用語データや語彙データを収載 したCD-ROMに つい

ての説明も添えてある。
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専門用語管理 システムとCD-ROMデ ータベースに関する調査糸課 は、共にアルファベ

ット順に配列されている。詳 しい分析ができなかったシステムについての連絡先は、それぞ

れの配列の末尾にまとめて記載 した。

3.1.2調 査方法

専門用語管理 システムの分析結果は、以下に記すような一定の基準に基づき、表の形でま

とめた。このうち、専門用語管理システムの基本的エントリー構造については、それぞれ別

表に記載した。さらに、それぞれの画面フォーマ ットも、ソフトウェアの説明資料からの複

写、あるいは画面のハー ドコピーとして添えた。一部の専門用語管理システムについては、

フロッピーディスクの形で利用できる専門用語集あるいは語彙データ集の リス トも記載して

ある。

一一ー一この調査報告 における各調査項 目の基準一一一

(1}Name,version(名 称、版):

製品の名称 と分析対象 となった版を記載 した。大体 は、最新版であ る。

(2)Hardwarerequjre:nents(ハ ー ドウ ェアの要求条件):

各 ソフ トウェアの利 用 に必要なハー ドウェアの条件 を、メー カーか ら提供 された情 報

に従 って記載 した。 コンピュー タの種類 と必要 なメモ リ量(RAM)が 示 してあるが、

ハー ドデ ィス クは、専 門用語管理 に使用する コンピ ュー タの標準装置 であ るので、言

及 しなかった。

(3)Operatingsyst㎝(オ ペ レーテ ィング システム):

各 ソフ トウェアの利用 に必要 なオペ レーテ ィングシステムの条件 を、メーカーか らの

情報 に従 って記載 した。

(4)Single/multiuser,network(単 一/複 数ユーザー、ネ ットワー ク):

専門用語管 理 システムが個人翻訳者の ワークステー シ ョン上 での使用 に適 しているか、

あるいは翻訳 サー ビス業 に適 しているか、 これから推測で きる。 この情報 もメーカー

のカ タログに基づ いているが、実際には確認で きなか った。

(5)Userinterface'(ユ ーザーイ ンターフェース):

ユーザーイ ンター フェー スは、 この欄 に記載 された各 言語 につ いて使用可能 であ る。

複数の言語 につ いて可能 な場合 には、利用者 はセ ッ トアップメニ ューの中か ら希望す

る言語を選択 する ことが できる。

(6)Supportedcharactersets(使 用可能 な文字 セ ッ ト):

ほとん どのシステムで、 ヨー ロ ッパ諸言語の専 門用語 データの管理 がで きる拡張AS

CII文 字セ ットを挙 げている。他の言語(例 えば ロシア語、ギ リシア語)の 文字 セ
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ット管理 ができ るシステムの場合は、その 旨が 明示 されてい る。専 門用語 デー タを正

しいアル ファベ ッ ト順 にソー トするこ とがで きることも、 この 「使用可能 な文字セ ッ

ト」か らわか る。 この情報は、一般 にメーカー によって提供 された説明資料 によって

いる。

(7)Maximalnumberofglossaries(用 語集の最大数):

専門用語管理 システムで管理 す るこ とがで きる用語集 の最大数が示 されて いる。 シス

テムに よっては、管理 する用語集の数 を制限 して いないことが注 目される。 この専 門

用語管理 システムを使 って作業 をする場合、希望す る用語集 は、一般 に単純 な方 法 で

選ぶ ことがで きるよ うになっている。 また、 あるシステムでは用語 集の数 を制限 す る

か、あ るいは全 ての専 門用語 デー タを一つ の用語集 で管理す るように なっている.こ

の場合 には、デー タは一般 に別の基準(主 題分野、言語 等)に 従 って構成で きる よ う

になって いる。

(8)Maximalnumberoftermperglossary(1用 語集当 りの最大用語数):

この情報 は、1用 語集 につ いてのデー タであ る。ほ とん どの場合、1用 語集 当 りの最

大用語数は、ハー ドデ ィスクの容量 に よってのみ制限 され ている。

(9)Languagesperglossary(1用 語集当 りの言語数):

一つの用語集で管理 され る言語数が示 されてい る。二 つの言語 しか管理で きい用語 指

向型 シス テムが ある一方、言語 の数を制限 しないか、あるいはほとん ど制限 しない シ

ステム もある。 中には、専門用語の概念指向型管理が可能 なもの もある.

(10)Entrystnlcture(エ ン トリー構造):

この項 には、エ ン トリー構造 が定義可 能(definable)か 、制限付 きで定義可能(defin-

ablewithristrictions)か 、一部固定(fixedwithrestrictions)か 、あ るいは固定

されて いる(fixed)か 、が記載 されて いる。 さ らに別表 に、 フィール ド名 と、各 フ ィ

ール ドの長 さを示 す ことによってその具体的 な構造が説明 されている.

我 々は、エ ン トリー構造 についての別表のデー タ表 示 を統一 され た形で行 うよ う努 め

た。エ ン トリー構 造が固定 されてい る場合には、これ は可能であ る。 しか しこの場 合、

専門用語 デー タの要素 あるいはカテゴ リー、 フ ィール ドにつ いての名称 が個 々に異 な

る問題 に直面す る。 そ こで我 々はフ ィール ド名は翻訳 せず、それぞれの システムで使

用 されて いる名称の まま残 した。定義 可能 なエ ン トリー構造、あ るいは一部 固定 され

たエ ン トリー構造 の専 門用語管理 システムの場合は、その可能な内容 を記載 した.

(6)項 か ら(10)項 までの記載 によ り、それぞれの専門用語 デー タのエ ン トリーが どのよ

うに構成 され ているかを正確 に知る ことがで き、従 ってその システムの評価 も可能 と

なる。

(11)Memrymanagenent(メ モ リ管理):

この項 では、 ワープロから専門用語管理 システ ムへ、専門用語管理 システ ムか らワー

プロへの アクセ スの可能性について説明 してい る。個 人(一 人の)翻 訳者向 けシス テ
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ムは、一般的にメモ リ常駐である.第2の タイプに、メモ リ管理プログラムを使用す

るものがある。さらに第3の タイプとして、統合ソフ トウェア ・パッケージとして設

計されているシステムもいくつかある。

(12)Supportedwordprocessors(使 用可能なワープロ):

専門用語管理システムで使用可能なワープロが、ここに記載されている。大抵の場合、

市販のほとんど全てのワープロが使用可能である。一般 にこの情報は製品説明資料か

ら得たものである。

(13)Pasti㎎termfromwpto七s(ワ ープロから専門用語管理システムへの用語の呼込み):

この項では、ワープロか ら専門用語管理システムへ、照合のために用語またはテキス

トの必要な部分を呼び込むことができるか否かについて説明している。

(14)Pasti㎎termfromtstowp(専 門用語管理システムか らワープロへの用語の呼込み}:

この項では、専門用語管理システムからワープロへ用語を呼び込むことができるか否

かについて説明している。あるシステムでは、対象言語の用語についてのみ呼込みが

可能である。別のあるシステムでは、呼び込みたいエ ントリーの一部分を選択するこ

とができる。呼込みの方式、すなわち直接呼込み(dir㏄tpasti㎎)か 、いったん保持

したのち呼び込む(holdandpaste)か についても、ここに記載されている。

(15)Impor七/export(読 込み/書 出し):

専門用語データの読込みや書出しの可能性が、ここに記載されている。すなわち、専

門用語管理システムに蓄積されたさまざまな形態の大量のデータの抽出をしたり、広

範な外部専門用語データを専門用語管理システム内で統合することが可能か否かが記

されている。この調査報告では、読込み/書 出し機能の個 々の特性についてはそれ以

上詳 しく説明していない。

(16)Machinereadableglossaries(機 械可読な用語集):

専門用語管理システムを取 り扱っている一部のディス トリビュータは、(広 範な)用

語集を、各専門用語管理 システムと互換性のあるフロッピーディスクで提供 している。

これらの用語集に関する情報は、それぞれシステムの説明の後に掲載 した。

(17)Accessrightsdefinable(ア クセス権):

専門用語管理システムを翻訳サービス業務に利用しようとする場合、さまざまなアク

セス権の管理ができるかどうかを知ることが重要である。あるシステムでは、高度な

謝llが 可能なアクセス権の管理方式が用意されている。

(18)Pri㏄(価 格):

ここに示されている価格は、各プログラムが使用できる基本版についてのものであ り、

それぞれの説明資料から採 った。あるメーカーは、その基本版に全ての機能と付加的

なユーティリティを含めている。別のメーカーは、希望するユーティリティに従い、

各種価格 レベルで製品を提供 している。
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(19)Corment(コ メ ント):

い くつか の専門用語管理 システムにつ いて は、 ここで追加説 明を行 っている。

(20)Contact/distributoradress(照 会先/デ ィス トリビュータの住所):

ここには、メーカー/デ ィス トリビュー タの現住所 または連絡先が記載 され ている。

● 略語一覧表

aPP.

ASCII
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」
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e
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fi

廿

GB

inc1.

it

Ja

approxiEnately(約)

ArnericanStandardCodefor

InfOrmatiOnInterChange

circa(約)

ス イ ス

ドイ ツ

デ ン マ ー ク 語

ドイ ツ 語

ドイ ツ ・マ ル ク

英 語

ス ペ イ ン 語

フ ラ ンス

フ ィ ン ラ ン ド語

フ ラ ン ス 語

イ ギ リス

includi㎎(含 む)

イ タ リ ア 語

日 本 語

　

　

ぬ

　

　

　

臓

冊

.咀

㎡

M

m…

M

m

駆

密

W

㎏

㎎

M

叩

キロバイ ト

ル クセンブル ク

naxima1/maximlm(最 大)

メガバイ ト

million(100万)

オ ランダ語

オ ランダ

ノルウェー語

RandomAccessMemory

ロシア語

ス ウェーデ ン ・クロー ナ

スイス ・フラ ン

ス ウェーデ ン語

専 門用語(管 理)シ ステム

アメ リカ合衆 国

付加価 値税

ワープ ロ

中国語

この章の次節以降の各表では、上記の略語が使用される。
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3.2専 門用語(管 理)シ ステム

3.2.1Aquiユa

Name,version Aquila,version1.0

HardWarerequirementS IBM・compatible,640KB

Operatingsystem MS'DOS3.Oandhigher,OS/2

Single!multiuser,network singleuser

Userinter伍ce de,en,fr

SupPortedcharactersets extendedASCIIcharacterset

Maxnumberofglossaries noinformation

Max.numberofterms

perglossary

noi㎡ormation

Languagesperglossary 14(max.20nscreen)

Entrystructure 飯xed

Memorymanagement MS・Windows

SupPortedwordprocessors mostwordprocessors(MS-Windows

recommended)

pastingtermfromwptots noinformation『

pastingtermfromtstowp noinformation

Import/export noinfbrmation

Machinereadableglossaries ondiskavailable(seefollowingPages)

Accessrightsdefinable noinformation

Price DM2.489,・

'C
ontact!distributoraddress SITE

11,ave.Morano・Saulnier・BP189

F・78143V61izy・VillacoublayCedex

Tel:33-11/30701616

Aquila:エ ン トリー構造

TerminologicalinfbrmationZFieldname Fieldlength

[Ausgangssprache:]
Terminus 78characters

Wortart 3characters

Genus 1character

Quelle 50characters

[Zielsprache:】

Terminus 78cbaracters

Wortart 3characters

GenUs 1character

Quelle 50characters

[Kontext:]
Gebiet 3characters

Bereich 3characters

Firma 3characters

Definition 135characters

TcchnischeErklarung 234characters



Aquiユa:画 面 フォーマ ッ ト
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Suche

Eingabe

Sprechen 0.Progr.
F-一 一→A《;」ite1.0

11107!8914h33

80gen

80gen

Wortart:SUBGerlUS:M Qv燈tte:Resonanz

Oeut

Februar87

tiaison

Wortart:SU8

Gebfet:MUS

8ereich:SPFSp◎rt!Freizeit

Ftrma:KONKorLservatoriしm

Frgs

GenusごFOue【te二CahierdeMusique

Kentext

Musik

Novembre86

Definiti◎n

InderNotenschriftu「iterscheidettnan

z阿isc〕enHa【te●und8indebogen.

TechnischeErkt5rung

DerHatteb◎genverbindetzweiNotengteicher

elneGrupPezusamengeh6rigerN。tengesetzt.

了◎nh6he.DerBindebcgenHirdOber

1 2ANDER 3LUSCH456

AnzeigederTermini:↑ 一一■ ↓

789HILFEO

LaufendeZefte:1
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3.2.2 CAT

Name,version CAT,version3.0

Hardwarerequirements Eritroncomputer,1MB

Operatingsystem DCOS

Single!multiuser,network multiuser

Userinter白ce de・

SupPortedcharactersets charactersetsofallEuropean

languages

Max.numberofglossaries 99

Max.numberoftems

perglossary層

n6infbrmation

Languagesperglossal7 10(max.30nscr㏄n)

Entrystructure fixed

MemOrymanagement integratedsoftware

SupPortedwordprocessor Intext

pastingtermfromwptots partsoftext

pastingtermfromtstowp directpasting

Import/export
yes

Machinereadableglossaries notavailable

Accessrightsdefinable yes

Price・ app.DM40.000,・(incLhardware)

Contact/distributoraddress SynTecGmbH

Schelmenwasenstr.37

D・7000Stuttgart80

Tel:071/71506・0

CAT:エ ン トリー構造

Terlninologicalinformation/Fieldna皿e Fieldleロgth

Lexem ca.160characters

Lemma(ta) ca.80characters

Regionalsprachcode 3characters

Grammatikklammer ca.80characters

Homographennummer 2characters

Homographenklammer ca.80characters

Synonymnummer 2cha「acters

Erl註uterungsklammer ca.80characters

Textkommentar unlimited

Quelle ca.200characters

Geltungsbereiche 4characters

1(lassifijkationscode noinfbrmation

Analogieverweisung noil正orlnation

P司ektcode noillfomation

Verwaltungscode,bestehendaus:

・Teilbestandsken江zeichen
10characters

・Datum
6characters

・K血rzelTemlinologie
2characters

・K6rzelBearbeiter
2characters

・KUrzelTerminologieverantworlicher
2characters

・Zustandscode
,

1character

Ur允rmunterdrnc㎞ng

Stichwortunterdr酋c㎞ng

th・m・ ・tfi・ld・m・nti…d・b・vearerep・at・bl・Withi・ ・1・ng・ag,and/。rth,

entry.
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CAT 1画 面 フォーマ ッ ト

GlMASCHINEN8AU

OIobenliegendeNockenwel|eGrundlagen2004891S,J8,CB,0/<f>

(/KraftfahrzeugtechnischesHanduchAuflSelte317
8estandteildesMotorssteuertdenBewegungsablaufderentile:DurchdieRo_

tatlonsbewegungderNockenwe|1eentstehteineAuf-undAbbewegungderVenti|e ./
Grundlagen,2004891SOIoverheadcamshafヒJ8,C8,0/<s》

020.H.C●/Grundlagen,2004891S,J8C8,0/

●obenliegendeHockenwelle

ObergrenzederSchadst'pffbelastung

Schadstoffbe|astung:Obergrenzeder

PFIStichwort

PF5Anzeige

PF11し δschen

StichHort_Ende

PF2
PF6
G/9

Alpha-Suchen

S-Erganzen

Grundbestand

PFヨ

PFg

PA1

S-B1…itternPF4

Spr.UmkehrPF10

Korrektur

Uberblick
SprachwechseI

CAT-XorrekturGrundlagen
GIKFZG2MASCHIHENBAU

obenliegendeNockenw
OOIxobenl{egendeHockenwelle

KraftfahrzeugtechnischesHandbuchAuflSeite317

8estandteildesMotorssteuertdenBewegungsab|aufderVentile:Ourch

dieRotationsbewegungderNockenwe|1eentstehtelneAuf-undAbbewegung

■obenliegendeHockenwelle

ObergrenzederSchadstoffbelastung

Schadstoffbelastung:Obergrenzeder－

PFI

PF5

PFII

StichwortPF2
AnzeigePF6
0schenG/9

A|pha-SuchenPF3

SsErgδnzenPFg

GrundbestandPAl

S-BIEtternPF4

Spr.UmkehrPFIO

Korrektur

Uberblick
Sprachwechse1
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3.2.3 CATS

Name,version CATS(Computer・AidedTerminology

SupPort),version1.4(underrevision)

Hardwarerequirements IBM・compatible,360KB(singleuser)

640KB(neh～ γork)

Comment databasesoftwareAD田MENS

Operatingsystem MS・DOS33,UND(

Single!multiuser,network single/皿ultiuser,network

Userinter血ce de

SupPortedcharactersets extendedASCr【characterset

Max.numberofglossaries 32

Max.numberofterms

perglossary

noinformation

Languagesperglossary 2

Entrystructure Ωxed

Memorymanagelnent MS・WINDOWS,DESQVieW

SupPortedwordprocessors mostwordprocessors

Pastingtermfromwptots noinformation

Pastingtermfromtstowp possible

Ilnport!export yes

Machinereadableglossaries indevelopment

Accessrigbtsdefinable yes(canbedeflnedunderADn4ENS
ingeneral)

Price DM1350,・(for21anguages)

Contact/distributoraddress SabineGriebler

HadrianstraBe18

D・6802Ladenburg

Tel:06203/15461

CATS:エ ン トリー構 造

Terminologicalinformation∫Fieldname Fieldlength

AusgangssprachlicherTerminus noinformation

ZielsprachlicherTerminus noin負)rmation

AbkOrzung noillfomation

Semantische㎞fomationen noinformation

Synonym(Ausgangs・u.Zielsprache) noi㎡ormation

PragmatischeInformationen noinformation

Definition/Erklarung noinformation

Literaturverweis noinformation

Oberbegriff noinformation

Unterbegriff noinfor皿ation

Querverweis noinformation

Deskriptor noinformation

Code noi㎡omation

Erfasser noinformation

Datum noinfonnation
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3.2.4 Dicoterm

Name,version Dicoterm,version2.0

Hardwarerequirements IBM-compatible,640KB

Operatingsystem MS-DOS210andhigher(singleuser)

Single/multiuser,network singleuser,network(planned)

Userinterface de(frplanned)

SupPortedcharactersets extendedASCIIcharacterset「
Max.numberofglossaries noIimitation

Max〔numberofterms

perglossary

nolimitation

Languagesperglossary 13(max.)

Entrystructure definable

Memorymanagement SoftwareCAROUSEL,MS・Windows,

DESQVieW

SupPortedwordprocessors mostword.processorsintextmode

pastingtermfromwptots proceduresbeingdeveloped

pastingtermfromtstowp proceduresbeingdeveloped

Import!export yes

Machinereadableglossaries nomformation

Accessrightsdefinable no

Price aPP.SF800

Comment releaseoffinalversion:beginning

,of1991

Contact/distributoraddress SOTEKUnternehmensberatungAG

Dornacherstr.36

CH・4053Basel

Tel:0611/221818

Dicoterm:エ ン トリー構造

●structureofdatabasecanbedefined;

5categoriescanbedeterminedperfield:

1.fieldname;definable

2.language;enteryes/noforindex

3.type;enterfixed/definable

4.Iength;iftypefb【edmax.240caracters

5.name;nameoffieldsonscreen

●datefieldcanbecreatedautomatically

●filterscanbeusedanddefined
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Dicoterm:画 面 フォーマ ッ ト

OicotennII"OrterbuchK◎nfi9・LtstoriOlanstprvg .

TenTt-Oe

zuzweiOrittetnLrnkLappbareROcksitzbank

Svno-o⑲

ZU酬O,ttt,L。Lmkt、PP6、r,rRO、k,itz

Term-Fr

beneerri6r■rabettabLe8deuxtiers

Syno-Fr

benquetteerri邑rerebettebteさdeuxtiers

o6flnttt㎝

HlntereSltzgetegenheitinein-KFZ,derertigg6statt●t ,daβ

K㎝text

V◎uspouvezytransperteecequevousvoudrez-graceふsorlbanc

Oatun:

90.12.IB18:17:14

Hinzufagenll

H|tfe《F1,

OEHO53AZ

OlcotennIlVkjrterbudhKonfig◆ し`3tenOtefiStpr◎g.H`しre《Fl,

了em-Oe

zu孜eriniti

H!nteresitrgetegenheStinein師KFZ"derarttggestatヒet.daβ

Syno←OzurEr「h6hungdesXofferreurrvotunensde'SlにzodertnmanChen

zuz鴨 剛LeneuChtedigLIChdieしehneimVerhSLtnis2:SungekLappt

werdenkam.

T8nefOU6`しe:5k-fCFssea

banca

Sγoo-F

bemve

Oefln{

Hinter

Kontex

Vou5P

Dettns:

90.t2.1618:17:14

HtnzufOgenl 1 lOEH・33^z
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3.2.5 Keyterm

Name,version Keyterm

Hardwarerequirements MannesmannKienzleUND(computer

Operatingsystem UND(V3

Single/multiuser,network multiuser

Userinterface de(en,fr,es,ruplanned)

SuPportedcharactersets extendedASCIIcharacterset

(Cyrmicbeingdeveloped)

Max.numberofglossaries 1

Max.numberofterms

perglossary

nolimitation

Languagesperglossary nolimitation

Entrystnlcture Ωxed

Memorymanagement integratedsoftware

SupPortedwordprocessors ownwp胃Q・Onen(underomcecom・

municationsystemwQ・Officew)

Pastingtermfromwptots word

Pastingtemfromtsto叩 directpasting,partsofentry

Import/export yes

Machinereadableglossaries no

Accessrightsdefinable yes

Price noinfbrmation

Contact/distributoraddress MANNESMANNK凪NZLEGmbH

Pr(りektgruppeTerminologie-Daten・

banken

Fnhrichstr.70

D-8000M口nchen80

Te1:089/4134・0

Keyterm:エ ン トリー構造

TerminologicalinformationZFieldname Fieldlength

Sachgebietscode 4characters

Sachgebietssigel 12characters

Lexie(Teminus) 160characters

Synonymnummer 2characters

Homographenkreis 2characters

Homographenzahl 2characters

Homographenklam皿er 80characters

Gralnmatikklammer 80characters

Quelle 80characters

Genungsbereich(Produkt・ ∫Prqjektcode) 12characters

Erlauterungs}dammer 80characters

Sprachcode 2characters

Sprachbezeichnung 15characters

Regionalsprachcode 2characters

Def111ition 780characters

Kontext 780characters

Bemer㎞ng 780characters

Lemma 40characters

Qualit5tscode 5characters

Benutzer 3characters
P

Erfassungsdatum 6characters
－
Anderungsdatum 6characters

Her㎞nftsbezeichnung 15characters

Teilbestandskennzeichen 10characters

Begr魅verweise

StichwortunterdrOc㎞ng

Grundfbrmunterdr血c㎞ng

Themostfieldsmentionedabovearerepeatablewithinalanguageand/orthe

entry・
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Keyterln :画 面フォー マッ ト

deutぼch

Anヒr…igege1ヒenbeisヒ ±mmeng]」eichheiヒa

LexiebearbeitendeutSch

AnヒragegeLヒenbe工

abgeleltnヒ

Erseヒzen
會F6Konヒexヒ

Eb「「ERS&Q

/,,4.6.1990'6.6.tg90,,,'/

Stinunengteichheiヒa1s

GesC

㌫e証 ㌫ 詰::㌫;'器.莞 三1;㍉ 認 、,。灘

Verra⊥tu9

'
ヒ3e巳eユ

Be～「垣 こエs{ユbersichヒ ーdeuきch

DiesesP弍f亘 ゴah民n亘=da=.ge・ 抱 幽 ヒ,u嵐aen
Sc垣ch七ve⊃ ロuchv。nエmT=e27・erkge±aufenen

T⊇ne田chauf山zubeurtei.Zen◎deごdieS£stsc .Vchtc!±cke
「achdemEt【 七feエnvonDiCiusio【 こsschutzschi⊂h七enge◎b
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瓜t=て 上巳=enT』za口 口nanLuご 七bi1己ensich(た 工dsch工 .c烈こen

語 二芸 鍵 蒜a口'c'fezued「s「'a4tF・ ・=gttti・en

/一 一'一 一 一,5・6・1990,5.6.1990'一 ー 一'一 一一'一 一 一'一 一一/

AnlaGf日]=三)e=Ltesて

鳳

Ea=bent巳s七

T巨sヒ01.01

/--一 一'一 一 一,5・6・1990'5.1990'一 合 一'一 ー一'一 ー 一'一 一一/

こ臼 て01.01

こミLnて ヒ2stO1.01
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3.2.6 Muユtiterm

Name,version Multiterm,version1.5

Hardwarerequirements IBM・compatible,640KB

Operatingsystem MS・DOS2.11andhigher

Single!multiuser,network singleuser,network

Userinter】 』ce de,en,fちnl,es

SupPortedcharactersets extendedASCIIcharacterset

Max.numberofglossaries 1persubdirectory

Max.numberoftems

perglossary

nolimitation

Languagesperglossary 14

Entrystruc白re definable

Memorymanagement memoryresident

SupPortedwordprOcessors mostwordprocessorsintextmode

Pastingtermfromwptots w6rd

Pastingtermfromtstowp directpasting,partsofentry

ImporVexport yes

Machinereadableglossaries no

Accessrightsde丘nable no

Price DM1.500,－

Contact!distributoraddress TradosGmbH

Roteb口hlstr.87

D・7000Stuttgartl

Tel:0711/627068

Multiterm:エ ン ト リ ー 構 造

●entrystructuredefinable

●max.of4.096charactersperentry

●max.of255charactersforsourcelanguageterm

●upto141anguageseanbemanagedinonesingleentry

●crossreferencepossiblefromtargetlanguagetermtosourcelanguage

term

●60attributes(filters)canbedefinedbytheuser.

●attributes(filters)canbeappliedtoentryandtranslation.

●attributes(max.of10characters)aretobeplacedinto"pointed"brak・

kets(〈 〉);Ianguagetagsconsistingof3charactersaretobeplacedin・

tobrackets([D
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3.2.7 Phenix

Name,version Phenb【

Hardwarerequirements IBM・compatible,640KB

Operatingsystem MS・DOS3.Oandhigher,OS/2,UND(,

Single/multiuser,network singleuser,network

Userinterface noin五 〕rmation

SupPortedcharactersets noin数)rmation

Max.numberofglossaries noinfbrmation

Max.numberofterms

perglossary

noinfbrmation

Languagesperglossary 16(max.30nscreen)

Entrystmcture nxed

Memorymanagement accesstowordprocessorbeing

developed

SupPortedwordprocessors noi皿formation

pastingtermfromwptots noinfOrmation

pastingtermfromtstowp noin数)rmation

Ilnport/export noinfbrmation

Machinereadableglossaries noinformation

Accessrightsdennable yes

Price noinfbrmation

Contact!distributoraddress srrE

11,ave.Morano・Saulnier・BP189

F・78143Velizy・VillacoublayCedex

Tel:33・1/30701616

Phenj.x:エ ン ト リー 構 造

Terminologicalinfomatio山Fieldname Fieldlength

[SOUrCelangUagete皿] 78characters

[Targetlanguageltem1] 78characters

[Targetlanguage2term] 78characters

Variant 1character

Source/targetIanguage 2characters

Partofspeech 3characters

Gender 1character

User 4characters

Creationdate 6characters

Update 6characters

Fieldof㎞owledge 3characters

Sector 3characte『s

CompanガOrgan血ation 3characters

Product 3characters

Component 3characters

.C/ 78characters

Thefields"variant"ton.C!tt

targetIanguageland2◆

areeachavailableinthesourcelanguageand
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gr◎undeffect

Fieldofκn◎ 阿...:

SourceL8nguage

User

lEng{}

lCUA6rodyn.!H《 …can.voし

.:enVari白nt・
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Co・!Org・.二R日SRenau【t
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26101!89Update=

forbidde「1inFor凧 」ta1

Creationdate.・.:
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Fie{dofXno阿..

L8㎎ues◎u「ce..●:

User

lFrcsl
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Pr◎duct_=只21Renau{t
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【e

Sp◎rt
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Carrosserie
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.26/01!89Update:26/01!89
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Creationdate...・
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efectodesue{o

Fie{dofκno冒...:

Langu£cible.●..・

User

lE・p}
l
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.esVariant・

Se・ctor.●.:AU了Aut◎ 而obile
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Product..:良21Renau【t

C◎mP◎nent:ACCAcces.

Sp◎rt
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・dem◎PofS:SU8Ge∩der:H

.26/01/89Uρdate:26!01!89

e∩Fom"」1a1

Creationdate...・

・C!Principiosuprim∫do
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3.2.8 Profiユex

Name,version Pro刷ex,version3.75

Hardwarerequirements 皿M・compatlble,640KB

Operatingsystem MS・DOS3.Oandhigher

Single!multiuser,network singleuser,network

Userinterface de,en,fr

SupPortedcharactersets extendedASCIIcharacterset

Max・numberofglossaries 10*2(glossariesarereversed

automatically)

Wlax.numberofterms

perglossary

>

nolimitation

Languagesperglossary 2

Entrystruc白re flxed(withrestrictions)

Memorymanagement memoryresident

SupPortedwordprocessors mostwordprocessorsintextmode

pastingtermfromwptots word

pastingtermfromtstowp directpasting

Import/export yes

Machinereadableglossaries notavailable

Accessrightsdefinable no

Price DM1.200,－

Contact/distributoraddress DatentechnikGabriel

ZUgelstr.26

D・7100HeHbronn

Te1:07131/52098

Profilex:エ ントリー構造

Oautomaticreyersaloflanguage・pairorienteddictionairies

●max.lengthofthete皿:38charactersperIanguage

●matlengthofentry(Withoutterm):435charactersin121ines(per

language)

●noformalstructuringpossible

●synonymamustbeseparatedbysemicola

●commentsmustbeputintobrackets

●dateofentryisdisplayedautomatically

●fieldsforcodeandfiltersaredisplayedautomatically(however,theyare

notassignedautomaticaUy)

Profi].eXl画 面 フ ォ ー マ ッ ト

Sprache1:deUCsch

Spx=ache2:tranzdis⊥s⊂h

E⊥nヒrさge:13

S(=h■Usse⊥=O

ini-D己 ヒu凧:02.09.ε ヨ

F-TYP:

F－ 日ed:

F-Skt:A-一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ーー一 一 一 －

Kav土 ヒaヒ(引Laser工esonator(m} cav工 こさ(ξ}

一 一 一 一 ー ー 一 一'一 一 一 一 ー ー 一 一 一 －P・-e-一 ーー一 一 一 －KERR－ 三 三F三KT～ 一 一 ー ー ーーーーー 一 一 一 一 合 一 ー ー ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一 －

Kerr－ εξξekヒ(m};己 ⊥ektroopt⊥scher

Kerr－ 己ttekヒ(m}(Beze⊥clrUiungfar〈 江e

Ersche⊥nung,d己6bes亡 ㎞ ヒe

FIUss⊥gke⊥ ヒen,Gaseode#dtt1…chs±chtlge

K6亡peエuunterderE⊥nw土 工k岨qe⊥nes

e⊥ 巳k℃r⊥schenFeldeSDoppe⊥brechung

ze⊥g帥)

eftet:〈 己ごr(m}

Kerτzelle(£.-E⊥ek仁xごOOPヒ ⊥s(=hesce1■u⊥e(〔}deKerr:ISysこ さmede

Ele:enヒ)mgdu1己 こLonldeia工um⊥ さre、donこ1e

↑↓:日taヒ ℃eτnF1:0bernetmenF2:Te:〈:progTarTvnC三7:Andern

F4:tNor亡an⊥egenF5:F⊥1ヒerandernF7:じgeξ ⊥itertsu⊂henC㌣3:L6schen
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3.2.9 Superlex

Name,version Superlex,version1.8

Hardwarerequirements IBM・compatible,512KB

Operatillgsystem MS・DOS2.11andhigher

Si皿91e/multiuser,network singleuser

Userinterface deien,fr

SupPortedcharactersets extendedASCHcharacterset

Max.numberofglossaries 360

Ma兀numberofterms

perglossary

60.000entries

Languagesperglossary 2

Entrystructure fixed(withrestrictions)

Memorymanagement memoryresident

SupPortedwordprocessors mostwordprocessorsintextmode

Pastingtermfromwptots no

Pastingtermfromtstowp directpasting

Import!export yes
"Machi

nereadableglossaries ondiskavaihble(seefollowingPages)

Accessrightsdefinable no

Price DM895,・

Contact!distributoraddress ChrisBlowers

Software&Transiation

Hauptstr.79

D・71550ppenweiler

Tel:07191/44813

Superlex:エ ン ト リ ー 構 造

●Ianguage-pair-oriented・accesspossibleViasourceandtargetlanguage

●41inesa38characters
,totalof152charactersforeachsourceandtar.

getlanguage

●1・line:terminsourceandtargetIanguage

●2.,3.and4.linecanbedefinedincontinuation

●potentialfiltersaretobeplacedatbeginningof2
.line

Superlex:画[面 フ ォ ー マ ッ ト

H工LFE: MODUS: F工LTER:ZE=工CH三N:W8UC}{: ENDE:
一『》M。d⊥ 砒a仁 ⊥。nく 一→ 脚AGε/t4an・g・ 爬 ・ヒ ε

ng1⊥ ・ch/D・ 。ヒ紬

Suchbegτ ⊥££Enq1⊥sch:
Erklarunq: 識 語Deu　 h:1
▼

neヒworkanalys1S

|
ト「e亡zp⊥anヒechn⊥k・ ・neCworkanalys⊥S・ ・

貿schedヵ:meにhodofplann↓nq+conCτ01 ,wh
e主ep=ogτ.cons⊥deτedasヒ ⊥medneC旬ork

sofsupporC.act⊥v.+even亡s:5/89:L/G-A

"Termplカ._..

.・ ・

..・ ■ ■

nlchヒ ¶oneヒare日udgeヒs

.

non-moneしarYbudqeヒs・

qbudカ:凧anYbud ・s++express.inphγs.・

ヒhanmoneヒ.ヒems,e.q.for凧ach⊥ne-ho

urs, .un⊥ ヒ5produced,eヒc.:5/89:L/G-A・ ・

αbud"・ ・

.

.

operac⊥vePlanunσoperaC⊥ona⊥Plann⊥ng

GOPP工an方 言fj・n・phaseo£plann .ProceSS.
]』p⊥emenCsobゴecヒ ⊥ves+po⊥ .esヒab⊥ ⊥shed
bYsヒ τaヒ.plaτming:5/88:L/G-A

αOPPlanカ

`

《Blld」=F・ ⊥d岨 ・…B⊥ ・d・ ・ …d。b…E・d・ ・S・ ⊥亡・ ・p…h・ml



Superユex:用 語 集

●Kfz・Technik,app.3.OOOterms,German・English・German

●Lichtwellenleitertechni1ちapp.2.OOOterms,German・English・German

●CAD/CAM,inpreparation,German・English・Deutsch

●Computertechnik,app.2.500terms,French・English・French

OMechani馬app.2.000terms,German・'ltalian・German

●Incotenns,app.1.OOOterms,German・English-German

●Elektrotechnik,app.6.OOOterms,German・French・German

●Fernmeldetechnik,German・English・German
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－
N
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3.2.10Termbase

Name,version Termbase,version8.2

Hardwarerequirements IBM-compatible,2MB

Operatingsystem MS・DOS(PC・DOS)2.11andhigher

Single!multiuser,network singleuser,network

Userinter伍ce
I de,en

SupPortedcharactersets extendedASCHcharacterset

Max.numberofglossaries noUmitation

Max.numberofterms

perglossary

nolimitation

Languagesperglossary de,en,es,fr,it

Entrystructure customer・specificconfiguration

Memorymanagement DESQVieW

SupPortedwordprocessors mostwordprocessorsintextmode

pastingtermfromwptots partsoftext

pastingtermfromtstowp holdandpaste,partsofentry

Impod!export
yes

Machinereadableglossaries notavailable

Accessrightsdefinable yes(fornetworkversion)
Price comprehensivemodule(perwork

station)DM1.800,・

Contact/distributoraddress V.Srinivasan

AIIderLUIlette3

D・6728Germersheim

Te1:07274/6290

Termbqse:エ ン ト リ ー 構 造

WheninstaUingtheprogram,theproducerdefinesthemaskaccordingtothe

customer,sWishes.Afterwards,itcannotbealteredanymore .

Theanalyzedversionincludesthefollowingmask

TeminologicalInfomatio晒ieldname Fieldlength

French. 70characters

Geman 70characters

English 70characters

Italian 70characters

Spanish 70characters

Definitio【 ゾContext 350characters(51ines)

Descriptor』 3characters

Source 66characters

Accesspossibleyiaalllanguages.



Termbase :画 面 フォーマ ッ ト

R

9

11

T

P

F

D

巳

工

S

51Eintrage

SuchJくette,ENlord◆

ERMBASE 「A口SGveEMASKZ
巳1nヒエaqNピ.

ra五ire,bouエ9me8ヒ エ9

0bgrbUr口eエ コロe工8teピa1n

bOピdMny◎ τ:ch⊥e£maYor:ch⊥eEbuエ ロom五6ter

8▲Lndaco,Pエ ⊥moboピgornastro

Deftn⊥tlon!Konヒexヒ

Ntede:NlrdvemRaセderStadtgewahlヒ ⊥3tdeeeenVorstヒ 乞e=und

haヒmeＬL日 ヒ エepra3enヒaセ ⊥veAu」 三gaben(ink=eiヨtreienSヒadセenu
nd

9=oβen8elb8ヒUndlgenSヒ 呂dヒen)
NRNtエnkret日freSenSヒ 且dtenundein⊥genwenigenenderenSヒ 且dヒen

aufGledbeckGエoβ6ヒUdte

Desk・Qu白11e

Vk。LεSNピ ・2!8606
.89旭 セh。 亡 ・mel

F1:Suchgλbb亡Fコ:Ldschen↑ode亡 ↓:EIUヒtern

山

N
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-



1
－
N
今

3.2.11Termex

Name,version Termex,version2.11

Hardwarerequirements IBM・compatible,640KB

Operatingsystem MS-DOS2.Oandhigher

Single!multiuser,network singleuser,network

Userinterface de,en,廿,n1

SupPortedcharactersets extendedASCIIcharacterset

Max.numberofglossaries nolimitation

Max.numberoftems

perglossary

1mio.entries

1〆anguagesperglossary nolimitation

Entrystructure definable,

Memorymanagement memoryresident

SupPortedwordprocessors mostwordprocessorsintextmode

Pastingtermfromwptots word

Pastingtermfromtstowp holdandpaste,partsofentlγ

ImporVexport yes

Machinereadableglossaries ondiskavailable(seefollowingPages)

Accessrightsdefinable no

Price DM799,・

Contact!distributoraddress EUROLUXComputers

11,ruedeWormeldange

1・・6180Gonderange

Luxemburg

Tel:00352/789443

TcrmeXlエ ン トリー構造

●max.of501inesor1.900charactersperentry

●max.of60charactersforterm

●fieldnamesmustbeputintobraces({})andcanbedefined.Norestric・

tiontopositionWithinthe1900characters.

●crossreferencetootherentriespossible

Termexl画 面 フ ォ ー マ ツ ・ト

===コ=H工LFε:

wahlenS⊥e
--V-一 一ーー－Tem:

は 】

{que1}deCos℃e工 ・

{SYn匠rz.}

((rue2}deCosヒer・

(synd仁}Ausputtanlage,

(que)deCoster.

(detlVorr⊥chtun.g,
一一一一(mehre

NachsヒerTermge]1岨den

F1======コ===コ===a==MERCURY/TE良MEX(ヒra)=コ

e⊥nKo凧 凧ando(oderESC}===》

l
ME}lo:F8===

〔Ausputt】 一_一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 一一 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 口 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 －

sysヒ さ凧ed・6chappemenヒ ・

.1⊥gned'6chappernent

ハ」bgasanユage.

⊥nwelcherderDτuckdezAbgasebe⊥(leτenAusヒ ピ⊥ヒヒaus

auヒo-一



Termex:用 語集

DieFaChw6rterbifChersindロadユStichwort(einzeinesk口 口:aoderPhrase)50wieロachdeロsek皿daroロB巴standteilenderロ コ

W6rterbuchenthal〔eロenPhrasenindiz1ert.Dieindizieruロ9ロachse㎞darenS(:h1Ussel旦bedeuteteineweseロ 此he

BereiCherungderAbfrag巴m691ichkeitezDiezweiSprac4igeロAusgabenderW6rt巴rbitCher岨terstiitze旦dＬeAb丘ageロach

Sdchw6r民muロdsckundhreロSchliisseladerAusgaロgssprache.tStdieAbfragederZiel叩rachliche江1且fomadoロcロebenfalls

erwiinsch輪soll口 口Slesichf山ldiezwe已prachigeVersion己beldeロRiChtungeロ(乙B・Deutsch・EロglisCh-Deutsch)

entscheid巴tU

FLUGZEUGTECHNIK WIRTSCHAFT

4.1Fr靱z6sisch・Eロglisch

(1.Aufl息ge,ニ2500Stiehw6rter)

BesuFEEU℃Prcis60.・DM

DieW6rte【bOcherderF!ugzeugtechnikent・

b3"eロBe軍{ffε8usdenTcilgebieほn:Flug・

zeugrrtetOrea,●warrun島 ●sys:eme,betrieb'

Aerodynamj|ら!凪rumca【cna皿ttu略

KunsUlug,Punk・uadNaVigationshU『en・

1ユDeutsdコ ・Eロglisdh

(ZAuaage,=30.00◎Stichwbrter)

BesuGEAVIOP元 己3◎0.・DM

121}eu酋ch・Fra皿6si3ch

(ZAuflage,=20.OOOStichwdrte了)

BeSt.L'GFAVIOP民i裳300.・DM

13Englisdh.Deutsdh

(工Auaagg=3LOOOSUchw6rteτ)

Be丈EGAVIOPnニ ヒ=3CO.・DM

L4EngliSdh・Fra且zδsis由

(LAuaage,=18.000StichWiSrter)

BeStCEFAVIOP罵is:3◎0.・DM

DieW6πe古Och巴rderWTtrtschaften山alにn

8egτiffc8usden〔olgendenTeilgebiete1ピ

HandeluadLndus【 τ{e,E綱rtUΩd』P◎ 民,

Bank●,B6【 叉ca・,Kredit・undFi且aoエw巳seI輪

Land・,See・"dLufttraロPOt隅POStdie品te

undVersidhe‡ 「」3ngεn・

2.1DeutSdh・Englisch

(1.Auflage,=13.000S【ichw6rter)

BescG匪CONPrcin300.・DM

22EnglisCh・Deut5dh

(1.AufLlge,=13・C◎OStidhwdrter)

BeseEGECONPrcis300.・DM

23Deutsch・Eロ91isdh・Deuts由

(1.Auflage、=25.OOOStichrNerter)

BeSt.:GEGECONPrcis450.・DM

DATENVERARBEITUNG

DieW6祀rbilcherderDatenvera=beitUng

enttSattenBeg=rifteauＬsfoEgendea

Teilgeb{e:en二}{ardwareuロdS◎f【w竈 元 ・

Tertverzrbeitun脇Datenfern邑bcrtrugun脇

BOr◎a凹 【oma【ionundElektτo江i】 ら

・5 .1DeutSdh・Englisdh

(ZAunage,=ZO.OOOStidhw6rter)

BesuGEEDVPrein300.・DM.

52Eロglisd1・Deut3ch

aAuaage,==21.000S【jchw6パer)

BesピEGEDVPrein300.・DM

15Fraロz6sisch・E且glisch

(工AufiagU,=18.000Stichw6rter)

Be$t二F巳AVIOPrcix300.・DM

MASCHINENBAU

S3Englisdh・Frauz6sisdh

(ZAuflage,ニ8.000StiClwbrter)

BeSL:EFEDVPrein300.・DM

1.6Franz6siSCh・Deutsdb

(1.AufiagU,二=24.000Stichw6rter)

BesuFGAV10Prcix3◎0.・DM

1.7Eロgli3dコ ・DeutSCh・EロglisCh

(1.Aufisge,==6LO◎OSd《 蝸rte了)

BesにEGEAV10P元i丈450.・DM

1.8Eロglisdh●Er'a且z6sisdh・Eロglisdh

(ZA・flag・,』36.000Sti・hw6rt・ ・)ノ
Besu巳F巳AVIOPrcis:450.'DM

3.1DeutSCh.EロgUsch

(乙Au〔18ge,=10.0◎OSti由w6rter)

BeSt.二GEMAS(コ 【Preix300.・DM

32Eロ91isdh・Deut3ch

(之Audage,==1ZO◎OSCIchgrdrter)

BesuEGMASα{Prcis300.・DM

33Deu臼ch・Eng腿sd1・DeutSCh

(ZAufia〔 口,=nOOOStiChw6rter)

Be5にG已GMASα{Prcin450.・DM

5.4Fr'anzδsisCh-EnglisCh

(之Autlage,=9.000StiChw6rt巴r)

Besure亘DVPrcix300.・DM

55Deutsdh・Eロglisdh-Deut3dh

(ZAun旦 巳e,ニ41.000StiChw6rter)

BeSt.:GEGEDVPrcis450.・DM

5.6 EnglisCh・Franzδsisch・E・91isch

(工Auflagg=17.〔1◎OStiChwdrter)

BeSt.:EF亘EDVP:℃ 已=450.・DM

1SDeut3d1●Franz6sisdh●Deutsch

(LAuftage,=44.000StiChwOrter)

Besr:GFGAVIOPreis:450.・DM

ELECTRICAL

白γL㏄ 陥 口り

5.7E・glisch・Franz6sisd1

ζδγ 炬ロ尺た加 ⇒

(1.Auf]』g《 ㍉=二2LOOOStichy,6rt巳r)

BeSt.;COMPUU≧XPrcin60.・DM

－125一



Recht

(bγDo月 山∀c.vanHo◎o

DieRcchtsw6rte】hachersiロdda5Ergebnisderraehijihr{geuZusamrnen・

畠「beitei"e血 【em3`i。n81・nGtuppe∨ 。nR・chtsanWiiltenuntcrderLi・

tuロgvonPr◎f'vanH◎af.SieenthaltenTcrm【inotogieausdenBereichen

lntettiacionalesRec取(V61k己rTechqinほ 百la`ionalcsVert】ragrrech9㊤`er・

fiatIOnalesPrtvatrccht)undPrtvaCr=cht(ε 三gentumsrecht,Handeis鵬chq

VertrzgsrechちFat::"i稔n元ch輪gew弓 由lichesEigenttＬmundgewerbticher

Rechtsschua).8esortde元rSNertwu【 てま稔aufd:esichimRahmeaderEu口 ・

pえisch巴nGemeinschaftherausbildeudeRsehtsrerTnilologi巴getegtLDie

Rlechtsw6rterbOchersiロdftiI:aujeロceinuo巴 ζ1狙 目ch己s}{三lfsr罰tittel¶dicmit

Rect:tsbcg=ilfeniaversChiedenenSpracheakonfr◎atiertsiロ 〔L

6.12Hol1員ndisch・Eロgli3d1・DeutSch

(1.Au《1age,=65.000Stichwt)rter)

BesuDeGLEG,V.

6.13Hol1亘u〔 皿3出 ・Fra江zδsi3d【 ・Deutsdh

(1.Auξ189己 二6S.OOOSticbw◎rter)

B稔s乙:DFGLEGA」 」

6.14DeutS《 血 ・Eロgiisdゴ ・Fraロzδsisch

(1・AUtlag9=67・000StichwOrter)

Best;G亘FLEGM

6.15Deut3dh・Eogi拍ch'Ho1順 ロdisdh

(1.Autl息ge.ニ65、000StiCh"t6ner)

8csピGEDLEGAL

6.16DeutSdh-Franz6sisCh●Hol恒 ロdis由

(LAufiage,==65.000Stichw6rtet)

BeSL:GFDU三GAL

Preis600..DM

6ユ

62

63

6.4

65

6.6

Eロglisdh●Holl員 ロdisd1・Fraロz6sisdh●DeutSdh

(1.Auflage,==銘.000Stidhw6rter)

BesuEDFGU…GP民 法900.・DM

Hol1且ndisch・Eロglisch・Fra江zδsisd1●DeutSdh

(1.Auflage,=88.0◎OStictlwtSrter)

BesuD巳FGLEGP元 ぽ90α ・DM

Franzδsisdユ ・Eロglisdh・Holl亘ndisdコ ・DeutSdh

(1.Auflege,=88.000S《ichw6rτer)

Be5にFEDGLεGP罵 ば900.・DM

De口 口d己 ・Eロ9UsCh・HoU亘ndisCh・F㎜ δsi3d巨

(LAuaage,=88.000StiChgt6rter)

Be$t二GEDFLEGPre已 ご900.・DM

EロgU3dh・Hol1亘 ロdisdh・F亘 旦zδsisdh

(LAuflage,=65.000Sdd鳩rter)

Best.:EDFLEGALPreis600.・DM

En91iSCh・Holliindisch●Deutsdh

(1.Aunag隅=65.OOOStichwOrter)

BeseEDGLEGAL

`.千En91L3dh・FraロzδsisCh・Deuts《 由

(1・Auf:sge,=67.OOOSticttPtOrter)

Be丈EPGLEGAL

68

6.9

Fraロz63i3ch・Eロgl畑 由 ・Deutsch

(LAutlsge,=67.000Sd由 「N6rter)

Bes::FEGしEGAL

Preis6◎0.・DM

Prcis600..DM

Preis600.・DM

Fr'anzδsisch・EnglisCh-Holl亘nclisCh

(LAutlagU,=65.OOOStictiw6rter)

BesuFEDLEGALPreis600.・DM

6.10Fraロzδsi3由 ・DeutSch・}{olldndisdh

(LAutTage,==65.OOOS【ichwdrter)

BCSt;FEDLεGAL

6●11Hoil亘UtdisCh●EロglisCh・Franzδsisdh

(1.AufLag隅=65.000Stictrw(srter)

BeseD図PL巳GAL

P:eis600.・DM

Preis600.・DM

.

6・17Eロ911sdh●Holl亘nd匝sdb●Eロ9ユisch

(1・Auflag巴 ▼=42500Stichs》r◎ π6了)

BesuEDεL三G,U.

6・18Eロglisch・Fraエnδsisdh●Eロg』 匡sch

(LAutlage,=45.COOStiCltw6rter)

BescEFELEGAL

6ユ9Eロgtisdh・DeutSdh.Engti3dh

(LAuflag=,=45.◎00Stictw6rter)

BesuEG巳LEGAL

Preis600.◆DM

P罵 己600.・DM

Prcis600.'DM

P口 出600.・DM

P民 国450.・DM

P民 ヒ450.・DM

Pr`=ix450..DM

620Fra立zδ3i3dh・HoU亘 ロdj3d已 ●Fraロzδsisdh

(1.Auflage,ニ4乙000StiChr6rter)

B稔s:.:FDFLEGALPrcix450.・DM

621Deut3ch・Houaロdisch・Deutsd1

(1gAuf匂 堅ちニ43.◎00Stictrw6rてer)

B口 幅二GDGLEG,V」

622Deutsd1・Fr巳 且zδsisdユ ・DeutSdh

(1.Auf18〔N=45.COOSti由wtbrter)

8esピGFGLEG乱

623Holl亘ndisdh・Eロ91iSdh

(LAufiage,ニ20・CCOStictr"t6pt己r)

BeUDE!.EG,U.

624HoilAロd13ch・FtUロzδsiSdh

(1.Auf1亘g《 ≒=20.000StidhVttSrter)

Best.;DFLEGAL

625Hoi1亘 ロd三5dh.DeutSCh

(LAua旦gら==20.000Sti己hwOrter)

8εエDGLEGAL

626Eロ91isdh・H【ol㎞di3dh

(1.A凹flage,=Z2■500Sti由wdrter)

BcsuEDU三GAL

627EロgＬiisdh-Fra旦zδsisdh

(LAuaag9=2=L500SciChrQrtet)

Bes:.;EFLεGAL

Prcix450.・DM

Prcix450.・DM

Prtin300.・DM

Prcic300..DM

Prein300.・DM

P罵 」300.・DM

Preis300.・DM
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623Eロglisdユ ・Deutsdh

(1.A凹tlage,=22500S《ichw6rter)

BeStよ εGしEG,V.

629Fraロzδsisdh●Holl員 ロdjsch

(1.Auflage,=2ユ500Stichw6πer)

Bc$uFDL巳GAL

630Fraロzδsisdh・Eロg」1s《iコ

(LAuflage.ニ22500Stichy,tSrter)

BesuF巳LEGAL

631Fraロ6sisch・Deut3dh

(1.Auflagc,=225◎OS【ichw6ロe1ウ

Bc3t:FGLEGAL

632DeutSdh・Hollandisch

(1.Auflage,=225◎OStiChw6rter)

BcseGDLEGAL

633DeutsCh・Englisch

(LAuflagq=22500Stidhw6rter)

BesuGELEGAL

634DeutSdh・Franz6sisch

(1.Auaage,=2=2500StictwtSrter)

BesuGFLEGAL

Prein300.・DM

P恒 ぶ300.・DM

Pre江300.・DM

P罵{ぷ300.・DM

Prein300.・DM

P:ic300.・DM

Prcin300.・DM

7.7

7.8

7.9

8eSt.;包 ⊃(]TRADE

E・glisch・Franzδsisch・Deutsch

(t◆AUtla雪e,==47.000S`ichWtOrter)

BeSL:EF(maE

Fr'anz6sisdh・Eロ91isdh・Deutsch

(1・Aufl息ge,=47.OOOStichrvbrter)

BeSt:陀 ⊂汀RAD巳

Frbanz6sisch・Englisdh・HollEndisch

(LAuthge,ニ47.0◎OStichw6【rer)

BesuFEDTRAD巳

7.10Fraロz6sisdh・Deut3dh・Hollandisch

(LAuf1age、=47.000Stich"t6rter)

BesuFGDτRAD9

7・11Holl邑 ロdisCh・EロglisCh●F口 口z6si3由

(1◆Auαag烏 二47.◎00Sヒichwdrter)

BeSt.:DEFrRAD巳

7ユ2Holほ ロdis由 ・Eoglisd1-Deutsdi

(1.Autlage,=47.000St{chwdrter)

BeSt.:DEGTRAD巳

7.13}loHindjsch・Fra回zδsisdh-DeutsCh

(1.Autlagc,ニ47、000Stichw6rter)

BescDF(rrRADE

Prcic6◎0.・Oト{

Pご号U闊600.・DM

Preぽ600.・DM

P民is:600..DM

Prcis600.・DM

Prcix600,.DM

Preis600.・DM

P罵 民600.●DM

lnte「natlonalgHande{3beziehungen

¢yDoロ 垣c四aHOoo

Di巴Wδ 口 由 己cherderiロ 【e四do叫eロ}landelSbeZiehungeae江 山1鳴n

TerTr血ologieauエdenBereichcaiロternationales}{ande[⊇ ちVet・

sidhe=un呂srech隅SchutZv◎ ロ9ひ 佗制k:herrtE三guntU叫VcPteiClsverfaムrca

undSChiedsger{dhtbarkei輪WeCtbes姥rbscgeL叫Tdchaotegietra垣f稔 τ,

AuSenhaadetエb∈ ゴehungunuロdinterrtatioaateZusヨu竃 ユ【ロeロaxもetL

Eロg11sdh・Holldnd1sch・Fraロz6si3d1・DeutsCh

(LAuflage$ニ62500StiChOt6rter)

Besu已DF(πRDP罵{s900.・DM

7.14DeutSdh・EngUsdh●Fraロ δsisdh

(LAutlagら=47.000Stictrrvi∋rtcr)

BesuDEFτRADE

7.1

HollAndls由 －Eロ91isdh・Fr'aロz65isdh●Deutsdh

(1◆Aufしll;e,=62■5◎OStici:wO‡ てεr)

8稔St二DEF(πRDPrcix900.・DM

7.15

7ユ6

Deut3Ch-Eロ9Usdh・HollAロdisdh

(1.Aurlage,=47.◎00Stichw6rter)

BeSt.:GEDTRADE

Deutsch・FranzδsisCh・HoilAndlsCh

(工.AutMge,=47.000Stictwt5.rter)

BcsuGFDTRADE

7.17Eaglis由 ・Holl員 且di3ch・Eロ91isch

(1.Aufiage,=鍾LO◎OStichrv6rter)

B』 七 日D訂RADE

Prcin600..Dト{

72

73

7.4

75

7.6

Fraロrzδsisdh・Eロ91isdh・Hol1員 ロ〔lisdh.Deut3di

(1LAufl』{購 二62500Stichw5rter)

B稔suFEDGτRDPreix900.・DM

Deu臼db・Englis由 ・Holl邑 ロdi3ch・Fraコ 」z63白d土

(1.Aufiage,=625◎OStictrwdrter)

BeSt.`'GEDFTRDPrcin900.・DM

Eロ91isCh-Holtiiロdisdh●Fr'aロz6sisCh

(1.Auaage,=47.000Stictwdrt巴r)

BeSt.:巳DFrRADε

Engiis《 由 ・Hol1員 ロdi5由 ・Deutsch

(1.Autlagu,=4rτ000Sti由w6rtcr)

P元 ば600.・DM

7」L8Eロgli3d己 ・Fraロ 」z63isch●Eロgユis《 」:

(1φAudage、=立 ◎00Stichw6rtCτ)

BescEFEIRAD巳

7.ユ9Engli3Ch●Dezatsdh・Eロ91isdh

(1.AuaagU,=32.㏄oOStictrwdrter)

BeSt.:EG宮rRAD9

?rLeis:600.・DM

Prcis600.・DM

Prcis450.・DM

Prcir450.・DM

Pτe邑a50.・DM

720Fra口zδ8isch・Holld口dt3ch-Fra口zδ3isch

(1.A山 ヨla亭㍉=30.OOOStiClvべ5rter)

Be5t二MFTRJD巳Pre己450.・DM

721DeutSCh・Hol15ロd自 由 ・DeutSdh

(1.Auaagq=31・ ◎00Stichwrdrter)

BcsuGD(πRADε Prcix450.-DM
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(PrDonaldcvanH◎ ◎o

CFortseaung}

722DeutSch・Franzδsisdh・Deutsch

(1.Auflagc,=30.000Stichw6i「 【cr)

BesuGF(;TRADE

7ユ3Holl5回dis《th・E・gli3ch

(1・Autlage,=】55◎OStichw6rt蠕 了)

B巴 ε七DErRAD8

P尺 絵450.・DM

Prcis3◎0.・DM

DieGlassa.fsaturr山 ロgeokOn且envorロBenuaererweiほ 舌 頭dm◎difiziert

w:rdea・ 乙 」demk6anenSiedieseW6rterbgcherpa:ziletzu}{in民 字nd ・

v5rterbachcrn6ttnenundabfragetUrhrpritnE民rZweckbeStehtd町in
.

!hn巴n$σw◎h1`omala」5auch:nhattiicheiΩeBasisf口rlhreeigenen

terminologischeaArOcitenzugeben.DヒindenSammtungenerfatSte

Ter':ninote{tie$vatrtmtausderPra)dsundwvrdevonObe口 稔aernbcider

Dur=hruhrvngvonUberseaungsauftrigcnmitHi巨fevonTermex(tm)er・

$ret」 ⊆

724HolldロdisCh・Franzδsisch

(LAuflage,=i5500StiChw6rter)

Bes::DFTRADE

725HotlEndisch.DeutsCh

(1・Aufiage,=】5500Stichw6πer)

BeseD(;TR.AD巳

726Eロglisch・Ho11且 且《lisCh

(1.Auflage,=16.◎00S【idhwtbrt巴r)

dS【 二EDTRADε

PTtir300.・DM

Prcix300.・DM

Preir300.・DM

GLOSSARSAMMLUNGV1

SolarEnergie

(】三口gUぬ ・Pn{h=600S【ichw6rter)

SolarEロergie

σ7r宣t竃z△siSch・Eロgiisch=600Stichsvt)rter)

Rei3eロ!rourisロus

(Engiisch・Fロr以6s』 にh=100Stichwtirter)

BesuVl Prei560.・DM

GLOSSARSAMMLUNGV2

727Eロglisch・Fraロ6sisch

(LAuf!nge,=1丘OOOStiChw6rter)

B口EFrRADE

728Eロglisdh●DelltSdh

(LAutlage,=16・000StidhVt6rter)

BεSt:E(πRADE

729Fr題zδ3isch・HollEndisch

(LAuflage,=L5.000Sticbwdrter)

BeSt.:FDTR.ADE

730Fraazδsisch・Englisdh

(1.AuaagU,=15.0◎OSti由wOrter)

BCSt.:FErRAD巳

731Franz6sisdh・DeutSCh

(1.Auflage,=t5.000S【iChwOrter)

Bc定FGTRADE

732Deutsd1・HoU亘 ロd姪ch

(LAunag隅=]5.OOOSti由w6rter)

B醜GDTRADE

733DeutSCh・En91iSdh

(1.Auaige,ニ15.000Stidhmtdrt巳r)

B剛GεrRAD巳

734DeutSch・Fraロz6sisdh

(1◆Auflage,=L5.◎00StiChM∀Cti【er)

Best.:GFTRADE

Pttir300.・DM

Prcis300.・DM

Preis300..DM

Prcis300.・DM

Prcin300.・DM

Prci=300.・DM

PrciSt300.・DM

Prci=300.・DM

Politik

(EOglisCh6pa旦 泣=1009Sdchw6πer)

khrbereiCh

(EogtisCh・Fra{h・Eロgliset,=40X)StichwOrter)

BeSt;V2

GLOSSARSぷLUNGV3

Prcir60.・DM

Graphik-Software

(E且9虹5ch・Pranzt5sis由 ・EロgUsch,=12◎OStichw6πcご)

Date且verbarbei蜘lng

(E且 鋼.Fra且z△$ぬ ・E五典,==1COOStiehrwOrter)

BeseV3Pτ 日工60.・DM

GLOSSARRsumUNGV4

WTtrtsChaft

(Eロ9且5ch・F瓢 江zbsiseti,=500Stidhw6rter)

Stadte岨dLander

(】:agliscム・F{・Eコ9iWt=900StichwOrter)

Baロkwese旦

(Eロ9▲isch●Fnaz6siSeh・Eロ 鋼 」=800Stichw6rter)

BUroalltag

σ三n91iSeb・Fnr:zbsiSdh,=900Stichw6rter)

Gescha応brie幻e

σ三二呂liseh●FrarロSsisck」=3(]OSticttw6rter)

Versand-u且dZollausdrロdくe

(Ea9ユiseh●Frinエbsiseh,=200Stichw6rter)

BeSt:V4 Pτe已7S..DM
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妙WM.COα 』∨■SO～S冶 乙ユLτD. 白γHβ π3ρL∫ ロゴ∫αり

DieCol血5W6口 τb自由eren蟹p馬cbeロdeoOd幽 晦apie情 頭oo凱und Die誤Wd口 出uche口 口p百cbtdeτPapie鵬5ioo岨de曲51tOL4ユOOO

垣dzurZ繧itbfolgeロdeoSp口 出mb㊤adoロcnerh51Uic已 . eoが 誕ムeStichw6Kε τdic㊤8Fロ"』:㏄h'曲c口e=竃5㎞ ¢

8.1 Eロ91isch・Deutsdエ 9slEロglisdh.Franエ6si3dh

(LAun8ge,=19.000Sddbw6虞6r) (1.A凹hage,=4蕊000Stichw,5r=er)

BescCOLDENGE P民k300.・DM B駝HARRAPSP民iぶ300..DM

82 Eロg血sd巨 －Fr富江26sisdb

(1.Aun8ge,=20.◎00Stichw6ロ6r)

Be丈COLDENFR Pr已:300.・DM

83 Eロ91i8ch・ltaUeoisch

(LA凹n8ge,=19・000S【idbw6πer)

BcsじCOLDEMT P罵 ヒ300..DM

8.4 Engilsd3-Spaロisdh

(LAun旦ge,=19.000Stichw6rて εr)

Be5じCOLDENSP P民 已300.・DM

85 Deutsd1・EngUsd1

(1.Au口a騎=2L◎00Stichw6rteτ)

Be∫ピCOU⊃GEEN P民 法300.・DM

8.6 Deutsdユ ・Fra旦z6sis《 虫 〃ε乙1〃
(1.Au血 肝,=25.000St三chw6τter)

』 にCOLDGEFR P元i=300.・DM

8.7 Frat口 δ3i3ch・Deut3dユ ハ1ε乙1〃
(1.Aunage,=25.000Sピcbw6r鴨r)

BesuCOLDFRGE P罵 已3CO.・DM
F

,

8』 F=δsisch・E㎎ μsch

(1.Auflage,=zaOOOStichw6rter)
BesLCOU)FREN P民 法300.・DM

83 Fraロz6sisch●Spaロisch ∧1ε{ノ〃
(1.Auna● ≒=25.000Shchw6眞 稔r)

Be丈COLDFRSP P元 己300..DM

8.10 1垣lie旦isd1・EogU3dl

(LAuf18罫 ㌔=1ξLO◎OStichw6rte1う

B醜COLDπEN Pτek3◎0..DM

8ユ1 Spa旦isd1●EロgUsd1

(LAuflagU,t14.000Sticbw6rter)
Be定COUDSPEN Pr稔己3◎0.・DM

8.12 Spaロ 」3d1・Fraロz6si3ch
s ハ1εσ 〃

(1.Aufla肌==25.000SUc撤5ロelr)

BescCOU⊃SPFR P元 己300.・DM
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3.2.12 Term-Lidas

Name,version Term・Lidas,versionTerm・Lidas・B1.0

Hardwarerequirements IBM・compatible,640KB

Operatingsystem MS・DOS2.1andhigher,OS/2,WS,

SINIX,UNIX2.2andhigher

Single/multiuser,network single/multiuser,network

Userinterface de

SupPortedcharactersets extendedASCIIcharacterset

Max.numberofglossaries noinfomation

Max.n岨berofterms

perglossary

noinformation

Languagesperglossary 15

Entrystructure fixed

Memorymanagement DESQVieW

SupPortedwordprocessors mostwordprocessorsintextmode

pastingtermfromwptots word

pastingtermfromtstowp holdandpaste,partsofentry .

Impo1寸/export
.

yes

Machinereadableglossaries notavailable

Accessrightsdefinable yes

Price app.DM3.500,・

Comment developmentsuspendedatthemoment

Contact/distributoraddress SoftwareDesign

Aventinstr.5

D・8000M曲nchen

TehO89/6373176

Ter'm-L.i.das:エ ン ト リ ー 構 造

Terminologicalinformation/Fieldname Fieldlength

Lexem 78characters

Stichworte 38characters

Regionalsprache 3characters

Grammatik 3characters

GrammatischeEr1汕terungen 60characters

Ho皿ographenklammer 70characters

Erlauterungsklammer 78characters

Definitionen 780characters

Kontext 780characters

Bemer㎞ngen 780characters

Quelle 8characters

SeitenangabezurQuelle

Fachgebiet 6characters

Projekt 6characters

Teilbestandskennzeichen 3characters

Querverweis 60characters

Zuverlassigkeitscode 2characters

Zustandscode

Verwendung
'

Terminologe!il1

Datum

Verantworliche!r

Umkeh」[陀rbot

Grundformausgabeverbot



Term-Lidas :画 面 フォーマッ ト
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Abbru⊂h

u

{detiniヒ エveBeendigung

Eachgebieヒ

Projekt

queUe

Teilbestand

Gramraヒik

Gr・-Srlauteエ:ung

quexr7eτ つrei3

ZustandGru且d上)estaロd

er:ninolege

Daヒ 岨

工ni!or=ロaヒion

Prozesse3)

ヒ13e】 「fa35ヒ

0502・1990!15:55
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Regionalsprache:
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山

ω
一
1
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Gr岨cne5tand 05・03.1990 ヒ13!ger

IHiユfe 2Zurtick
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3.2.13 Term-PC

Name,version Term・PC,version2.0

Hardwarerequirements IBM・compatible,UND【,640KB

Operatingsystem MS・DOS3.2andhigher,S㎜(UNDO

MS・Windows1.03andhigher

Single!multiuser,network single!multiuser,network

Userinterface de,en,es

SuPportedcharactersets extendedASCHcharacterset

Max.numberofglossaries nolimitation

Maxnumberofterms

perglossary

nolimitation

Languagesperglossary 8

Entrystructure fixed(standard,TEAMstructure)

Memorymanagement MS・Windows

SupPortedwordprocessors wordprocessorsunderMS・Windows

pastingtermfromwptots yes

pastingtemfromtstowp holdandpaste,partsofentry

Import/export yes

Machinereadableglossaries ondiskavailable(seefOllowingPages)

Accessrightsdefinable no

Price app.DM3.000,・

Contact!distributoraddress SiemensAG

DAP323

0tto・Hahn・Ring6

D・8000MUnchen

Te1:089/636・47308

Term-PC:エ ン ト リー 構 造

Fieldnumber Fieldcontent

00 Eintragsadresse

01 (free)
02 (ffee)
03 QualitatskennungdesEintrags
04 Zeitpunkt:Erarbeitung/EingabedesEintrags

05 Bestandskennung

06 Fachgebietskennuロg

07・09 (free)

10 DeutscherTerminus(Germanbnguagegroup)

11 Wortart

12 Quellenangabe

13 (free)

14 Definltion

15 Kontextbeispiele

16 Synonyme

17 Quasisynonyme,Schlagw6rter
18 Sachgebietsangabe

19 (free)

20・29 Englishlanguagegroup

(correspondstothefieldsoftheGerman
languagegroupdescribedabove;fields10'19)

30・39 Frenchlanguagegroup(seeabove)

40・49 Spanishlanguagegroup(seeabove)

50・59 Catalanlanguagegroup(seeabove)

60・69 Italianlanguagegroup(seeabove)

70・79 Portugueselangllagegroup(seeabove)

80・89 Dutchlanguagegroup(seeabove)

90・98 (free)

99 Eintragsendefeld、

Themostfieldsmentionedabovearerepeatablewithinalanguageand/orthe

entry・
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Term-PC
.

. 用語集

●Thedatabasesofthemainframeter皿inologydatabaseTEAMofthe

SIEMENSlanguagesewicecanbeextractedaccordingtodifferent

criteriaand,againstpaymenちcanbesuppliedonfloppydiskforTERM

・PCuse.
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3.2.14 TermTracer

Name,version TermTracer,version1.5

Hardwarerequirements rBM・compatible,640KB

Operatingsystem MS・DOS3.Oandhigher

Single!multiuser,network singleuser

Userinter白ce en

SuPportedcharactersets extendedASC工Icharacterset

Max.numberofglossaries nolimitation

Max.numberofterms

perglossary

nolimitation

Languagesperglossary 2

Entrystructure fixed

Memorymanagement memoryresident

SupPortedwordprocessors mostwordprocessorsintextmode

Pastingtermfromwptots word

Pastingtermfromtstowp directpasting,holdandpaste,

wholeentry

Import/export yes.

Machinereadableglossaries ondiskavaUable(seefollowingPages)

Accessrightsdefinable no

Price DM475,・

Contact/distributoraddress INK]〔nternational

P.0.Box547γ

NL・1007ALAmsterdam

TeL31・20/646361

Trados

Roteb血hlstr.87

D・7000Stuttgartl

Tel:0711/627068・69

TermTracer:エ ン トリー 構 造

TerminologicalInformationπieldname Fie[dlength

Term 65characters

Trans 65characters

Form 5characters

Usage 65characters

1皿fo 65characters

TermTracer:画 面 フ ォ ー マ ッ ト

『

TerTrt:DruckermitGanzzeichendruckwerk

IJnpr"nanteaCaraCヒ さreSpleinS

.EDV-Peripherie

・SChWerfal"geD工N-BenennUng

〔】

(D工N9784)

Ter'rTt

Trans

Form

Usage

工nfo

EdiこTerm/Translationin;DRUTEST .DAT

Dru⊂kermiヒGanzzeichendruckwerk

⊥mprilrtanteacaractさresple⊥ns

EDV-Per⊥pher±e

.s⊂hwerfalligeD工N-Benennung(D工N9784)

F1=}{elpF4=Prev土ousESC=CancelCR=NexヒField/Save



TermTracer:用 語集

FelgendeLisセezeigt,velcheelektronischenV6rterbUcherinwelchen

Sprachk。 ロbinationenzueごha1ヒensind.

VeiteristdieAnzahldeエBegriffe岨dDaヒensaヒzei垣 脆rterbuchangegeben.
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Yirtschaft

DH125,一 －

D-83270

D・-F342㊥

D-G3109

E-D3807

E-F2941

E-G2797

F-£2∈93

F-D3650

F-G3213

G-£2864

G-D3637

G-F3539

u旦dgande1

4929

4959

4342

4918

4536

6122

4716

4949

5i80

5376

4339

5⑦78

Medizin

DM200t

D-E5696

D-F5656

D-G5673

E-D7607

E-F74㊥2

E-G7483

F-D6671

F-E6605

F-・G6555

G-D7071

G－ ε7024

G-】r69㊥9

9766

8631

8626

9696

13394

13474

8544

13388

11645

8605

13538

11649

Recht

DK12S

Σ

廿
・
G

D

r

G

D

Σ

G

D

8

官
・

一

一

一

一

一

一
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ー

一

一

一

－

D

D

D

Σ

E

Σ

F

F

F

G

G

G

,一 一

3324

3327

3210

3870

3688

3547

3279

3276

3¢77

3803

3587

3622

5¢92

4238

4689

5090

5503

6854

4235

6165

4779

4689

6820

5106

Gescbafヒ 岨dB亘ro

D}{145,一 一

£

D

『

G

工

S

£

Σ

£

8

一

一

一

ー

一

一

一

一

一

－

D

£

E

E

ε

E

F

G

工

S

4174

4442

4412

442㊥

4532

4510

4529

5539

4591

4551

5171

5158

5861

6972

5577

6976

5860

6972

5575

6ge5

Computer

DH=L25,一 一

8

D

F

G

工

S

Σ

ε

ε

E

－

一

●

一

●

一

一

■

一

－

D

8

E

E

E

E

F

G

工

S

4599

4599

4750

4621

4620

465¢

4855

5¢78

4886

4goe

56㊥5

5600

6077

6122

5796

60⑭

6099

6135

58㊥6

6000

F=Trench

工=工taliaロ

GＬGerman

D=Duヒch

N=Nor甘egia

S=Spa】aish

Σ=Enσ1ish
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3.2.15Term-Trans

Name,version Term・Trans,version1.0

Hardwarerequirements IBM・compatible,640KB

Operatingsystem MS・DOS3.2andhigher

Single/multiuser,network singleuser,network

Userinterface de,en

SupPortedcharactersets extendedASCHcharacterset

Max.numberofglossaries nolimitation

Maxnumberofterms

perglossary

nolimitation

Languagesperglossary 2(ofmax.81anguagesofTerm・PC

glossaries)・

Entrystructure fixed

Memorymanagement memoryresident

SupPortedwordprocessors mostwordprocessorsintextmode

pastingtermfromwptots partsoftext

pastingtermfromtstowp holdandpaste,directpasting

Import!export no(byTerm・PC)

Machinereadableglossaries ondiskavailable(seeTerm・PC)

Accessrightsdefinable no

Price app.DM300,・

Conlment releaseoffinalversion:beginningof

1991

Contact/distributoraddress SiemensAG

DAP323

0tto・Hahn・Ring6

D・8000MOnchen

Te1.089/636・47308

Term-Trans:エ ン ト リ ー 構 造

●entrystructureofTerm・PC

●4fieldsaredisplayed:

・Sourcelanguage

●targetlanguage

・2furtherfieldsoftheTerm・PCentrystructurecanbedeterminedb

yth

euser
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Term-Trans

τestversion

■

● 画面 フ ォーマッ ト

Term-TransV2.0

Terminus吐berseこ2en

ltoooo

AusDεU[rSCH:}{aske●CMSK)

inENGLISCi{:

1⑳－mask'{HSK,;;T

2.←ediヒmask;∫Q

4

4

1
占

2

Maskenunヒer5ヒ 《iヒzendenハ ・nvenderbeimε 工n●ebenneuerEintrage

TheエeisaStandardmaskvhichcanbemodiEiedusinqζhemask

<←》Meh「Texヒ(一>Dok・<HOME>Dat・ λnEang<mm)Dat.Ende<PgUp>VoriqerくPgDn川a⊂hster

MaskenuntersttttzendenJUiwenderbeS.mEingebenneuerEintriges工ewerdenvomSy

3こ巳ma口ITu鵬nszusatz,MSKerkannt.

Th・ ・ei・a』t'・ndardma,k・hi。h,a、 、b。 。。diti。d.、i。g,h。 。。,k,diヒ 。.,。 。.e。,。n

ewdiCtionarymasks.ThesySteロlrecognizesaneditmaskwhent二tindsヒheexこens

ion.HSKaddedヒoa`ilenarne.
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3.2.16 TMS

Name,version TMS(TerminologyManagement

System)

Hardwarerequirements harddiskrequiresminimumof40MB

(singleuser)/160MB(network),

4MBRAM,VGA・board

Operatingsystem MS・DOS4.01andhigher,NOVELL-

AdvancedNetware2.15andhigher

Single/multiuser,network singleuser,network

Userinterface dependingonwordprocessor

SupPortedcharactersets allwestEuropeanlanguages

(GreekandCyr川iccharactersets

beingdeveloped)

Max・numberofglossaries nolimitation

ルlax.numberofterms

perglossaワ

nolimitation

Languagesperglossary nolimitation

Entrystructure nxed

Memorymanagement DESQVieW

Supportedwordprocessors WordPerfect5.OandMS・Word5.0

(accesstootherwp,sbeingdeveloped)

pastingtemlffomwptots partsoftext

pastingtermfromtstowp directpasting,partsofentl7

Import/export yes

Machinereadableglossaries no

Accessrightsdefinable yes

Price basicmodule(singleuserversion)app.

DM3.000,一;comprehensivemodule

(singleuserversion)app.DM4.000ジ

Contact/distributoraddress BODARTGmbH

Lembergstr.1!1

D・7140Ludwigsburg

Tel:07141/54238andO7144/207674

TMS:エ ン トリー構造

Terminologicalinformation∫Fieldname Fieldlength

Lexem 600characters

Ab㎞rzung 11ine

Synonymllum皿er 2characters

Lelnma(ta) 11ine

Grammatikldammer 1Une

Quelle皿information 11ine

Regionalsprachcode 11ine

Homographe皿ummer!・klammer 11ine

Erlauterungsklammer 11ine

Projekt・/Kundencode 11ine

Kommentar unlimited

Kontextbeispie1 unlimited

Definition unlimited

QuellederDefinition 11ine

Lexe皿statUS 1character－
Aquivalenzzeichen 2characters

Erfassungsdatum 6characters
・●
AIlderungsdatum 6characters

Terminologieveran亡wortlicher 3characters

Terminologe 3characters

Bearbeiter 3characters

Stichwortunterd前c㎞ng

UrformunterdrOc㎞ng

・Formcode

Klass田kation(en) 11ine

Verweisung(en) 11ine

Themostfieldsmentionedabovearerepeatablewithinalanguageand/orthe

entry・

Thedescribedstructureisthestandardstructureof「n＼IS.Againstextra

payment,itcanbechangedaccordingtotheWishesoftheuser,TMScanbe

configuredwithamaximumof999datacategories.
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3.2.17VCHTransDict

Name,version VCH・Transdict,version2.1

Hardwarerequirements IBM・compatible,512KB

Operatingsystem MS・DOS2.Oandhigher

Single!multiuser,network singleuser

Userinte『mce de

SupPortedcharactersets extendedASCHcharacterset'

Max.numberofglossaries nolimitation

Max.numberofterms

perglossary

noIimitation

Languagesperglossary noinfbrmation

Entrystructure definable(withrestrictions)

Memorymanagement integratedsoftware

SupPortedwordprocessors ownwordprocessor

Pastingtermfromwptots no

Pastingterm丘omtstowp holdandpaste,partsofentry

Ilnport!export noinfbrmation

Machinereadableglossaries ondiskavailable(seefollowingPages)

Accessrightsdefinable noinformation

Price DM780,・

Contact/distributoraddress VCHVerlagsgesellschaft,

Postfach101161

D・6940Weinheim

Tel:06021/602・0

VCHT・an・Di・t・ エ ン ト リr構 造

●max.of101inesand250charactersperentry

●max.of60charactersperfield

VCHTransDict:画 面 フォー・一マ ッ ト

AufschlagendesκarteikastensanbeliebigerSヒelle

Kartei】 くasヒenZ:1Sp:1
、EinEEinrUcken

Auswahl

Suchen

o奪

一]
Dok

ヒermlnUS

Oberseヒzun

grammaヒik

synonyTn

quellel

definiヒion

quelle2

konヒexヒ

R

DaヒeiC:＼TRANSDIC＼DEMO33zumSu(=henge6ffneし

zuz'MelDr】 」ヒヒelnuπUく1appbarerRUcksiヒz

bancarriさrerabaヒ ヒ泣)]」eさdeuxヒiers

banqueヒ ヒearriさrerabaし ヒableadeuxtier

sk-88

ヒerrnesde1'indusヒrieauヒomobile:siさgeau〔ondd'unevoiヒur

sk-frn

kontexヒ000

VCIITransDict:用 語 集

●paratDictionaryofPlasticsTechnology
,English-German,app.25.000

entries

●terminusW6rterbuchBauwesenundArchitektur
,English・German・

.English,app.6.500entriesperlanguagepair

●termi皿sW6rterbuchKraf取hrzeugtechni脇English ・German・

English,app.6.000entriesperIanguagepair

'

●paratIndexofElectricalAcronymsandAbbreViations
,app.42.000

entries

●others



-
忘

O
I

3.2.18そ の 他

System Address

LexM LanBerri

3,avenueJeanDarrigrand

F・64100Bayonne

TeL:59/633736

MC4 TermInfbrmatique

BP45,avenuedesLandais

F・63170Aub絶re
'

Te1.:73/264889

Omniterm TINOS

28,GreenwichHighRoad

LondonSE108LF,GB

TeL:081/6949359andO227/463707

Fax.:081!6949511

WB4000 TeledataConsultingGmbH

I(arlstraBe109

D・7730VS-Schwenningen

Te1.:07720/32075

Fax.:07720!31563



3.3CD-ROM

マイクロコンピュータおよびミニコンピュータ上で使用される専門用語管理システムに関

するこの調査には、CD-ROMデ ータベースについての調査も含めた。何故ならば、CD-

ROMデ ータベースは、個人用パソコン型ワークステーション上で専門用語研究を行う場合

の付加的なデータ源 として利用することができるか らである。

ここで採 りあげ たCD-ROMデ ー タベースのほ とんどは、オペ レー テ ィング システム と

してMS-DOSを 採用 してお り、IBM-PC互 換機上で使 用することがで きる。技術士 の

条件 と して、特別 なイ ンター フェースボー ドの付 いた内蔵 または外付 けのCD-ROMド ラ

イブにつ いて言及 してお く。現在利用 できるほとん ど全てのCD-ROMはrHigh-Sierra-

Standard」(ISO9660)に 準拠 してお り、MicrosoftCD-ROM-extensionが 使用 で き

る ドライブ が適 してい る。 この種の ドライブは、 フ ィリップス、日立、 ソニー、日本 ビクタ

ー、東芝 な どか ら発売 されている。

ほとんどの場合、検索ソフトはフロッピーディスクで提供されている。そ うでない場合は、

CD-ROMに データと一緒 に組み込まれている。検索ソフ トの大きさは、ランダムアクセ

スメモ リ(RAM)の 条件に影響する。もしソフ トがメモ リ常駐ならば、CD-ROMデ ー

タの照合は他のプログラム(例 えばワープロソフ ト)の 利用 と同時に発生する。この場合、

メモ リの容量は、他のプログラム自身が必要 とする容量の分だけ大きくなければならない。

メモ リ常駐の検索 ソフ トの場合は、CD-ROMデ ータベースから第二のアプリケーション

ソフ トへ、データを直接呼び込むことができる。

CD-ROMデ ィスクに蓄積できるデータの量は、約550メ ガバイ トである。ここで説明さ

れているデータベースに関 しては、占有しているメガバイ ト数についての情報はない。デー

タベースの大 きさについて示されている唯一の情報は、エントリー数、概念数、用語数、ま

たは冊子体の場合の相当ページ数である。

例 として挙 げ られ ているこれ らのCD-ROMデ ー タベー スには、内容 的な違 い もい ろい

ろあ る。あ るデ ィス クでは、一様 に構成 され たデータベース として提供 されてい るが、別 の

デ ィス クで は、 タイプの異 なったい くつかのデー タベースを集積 したものが提供 されて いる。

1カ 国語、2カ 国語、多力国語の辞 書、語集(1exi(ra)、 百科事典が、(大 型 コン ピュー タ

用)専 門用語集 や標準 デー タベースか らの抜粋 として提供 されている。各エ ン トリーに与 え

られて いる情報 も、対訳付 きの単語 の単純 な リス トか ら、定義、文 脈、分類 などを含む文法

的/辞 書 的(gra㎜tica1/1exical)な もの、専 門用語情報に まで及ん でいる。

一141一
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3.3.1 LeRobert
ノ
Electronique

Name LeRobert重1ectronique

Operatingsystem MS・DOS3.1andhigher

Hardwarerequirements IBM・compatible,PS/2,512KB,hard

diskornopPydrive

SupportedCD・ROMdrives alldrivesthatsupportMicrosoft

CD・ROMextension(Hitachi,Phmps,

Sony,_)

Retrievalsoftware onnoppydisk

Userinterface fr

Content 80.000entries,monolingual,fr

Pasting directaccessfromwordprocessorto

CD・ROM(whenusedinresidentmode)

Price £690(plusVATinGB)

Contact/distributoraddress inEurope:

Chadwyck-HealeyLtd.

CambridgePlace

CambridgeCB21N]凡GB

Te1:0223/311479

inUSA:

Chadwyck・HealeyInc

1101KingStreet
`Al

eandria,Va22314,USA

Tel:703/683・4890

3.3.2Multiユ エngualDictionaryDatabase

Name MultilingualDictionaryDatabase

CD-WORD

Operatingsystem MS・DOS3.1andhigher

Hardwarerequirements IBM・compatible,256・640KB(depend-

ingonwordprocessor)

SupportedCD・ROMdrives alldrivesthatsupportMicrosoft

CD・ROMextension(Hitachi,PhiUps,

Sony,_)

Retrievalsoftware partofsoftwarepackage,memory.

resident

Userinterface en

Content seelist(followingPage)

Pasting directaccessfromwordprocesSorto

CD・ROM(whenusedinresidentmode)

Price DM1.550,－

Contact/distributoraddress inGβrmany:

OscarBrandstetterVerlag

GmbH&CoKG

Postfach1708

Stiftstr30

D・6200Wiesbaden

Telefax:41864860BRAD

inothercountries:

contactdictionarypublishers
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ListofdictionariesonMultilingualDictionaryDatabase:

●BrandstetterCompactDictionaryofExactScienceandTechnology

(en-de・en,115.000entries)

■EdicionesAnayaDictionary(es・en・es
,250.000entries)

●EsselteStudiumDictionary(sv・en・sv,240.OOOentries)

●GyldendalDictionary(da・en・da,110.000entries)

●Harrap,sShorterDictionary(fr・en・fr,350.OOOentries)

●Harrap,sDictionaryofDataProcessing(fr・en・fr
,18.000entries)

●Harrap,sScienceDictionary(fr・en・fr,30.000entries)

6H・ ・rap,・C・nd・eDi・ti・n・ry(d…n・dと,95.000,nt,ies)

●Harrap,sBusinessDictionary(en・fr・en,487pages)

●KunnskapsforlagetDictionary(no・en・no,55.000entries)

●NTC,sAmericanIdiomsDictionary(8.000idiomaticphrases)

●SansyusyaDictionaryofScienceandTechnology

I(en・de-ja輌175000entries)

●Sansyusyadictionary(en-ja.en
,84.000entries

●GendaiPublishing,sDictionary(zh・en・zh,70.000entries)

●S6derstr6mOsakeyhti6Dictionary(fi・en・fi,70.000entries)

●Wolters・NoordhoffDictionary(en・n1・en
,753pages)

●Zanichelli,sIINuovoRagazzini(en・it・en,128.000entries)

●Zanichelli,sFiveLanguageDatabase(en・fr・de・it・es)

3.3.3 OxfordEngユishDictユonary

Name OxfordEnglishDictionary

Operatingsystem MS・DOS

Hardwarerequirements IBM・compatible,PS/2,640KB

SuppOrtedCD・ROMdrives alldrivesthatsupportMicrosoft

CD・ROMextension(Hitachi,Philips,

Sony,_)

Retrievalsoftware onfloppydisk

Userinterface en

Content all12volumesoftheprintededition
,

monolingua1,en

Pasting noinformation

Price aPP.£500

Contact/distributoraddress
'

OxfordElectronicPMblishing

OxfordUniversityPress

WaltonStreet

OxfordOX26DP,GB

Te1:44/865/56767
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3.3.4 Perinorm

、

Name Perinorm

OperatingsyStem MS・DOS3.Oandhigher,

OS/2andUNIXplanned

Hardwarerequirements IBM・compatible,512KB

SupportedCD・ROMdrives alldrivesthatsupportMicros6ft

CD・ROMextensions(Hitachi,Philips,

Sony,_)

Retrievalsoftware onnoppydisk

Usermterface de,en,fr

Content

.

110.000standardsdefinedbythe

British,German,andFrenchInsti・

tuteforStandardization(BSI,DIN,

AFNOR)andISO・standards

Pasting onlyextractingintoafile

Price DM3.250,・for12editionsperyear

Contact/distributoraddress inGermany:

DINDeutschesInstitutfUrNormung

Burggrafenstr.6

D'1000Berlin30

TehO30/2601-1

Fax:030/2628125

inothercountries:

contactlnstitutesforStandardization

3.3.5 TermDok

Name TermDok

Operatingsystem MS・DOS2.0

Hardwarerequirements 工BM・compatible,Macintosh

SupportedCD・ROMdrives noinformation

Retrievalsof亡ware Optosof

Userinterface en,fr,sv

Content ・NORMATERM(en/fr
,47.000

concepts)

・TE㎜(en/fr,100.000concepts)

・TNCglossaries(multilingua1
,28.000

concepts)

・Swedishstandards(sv,17 .000con.)

・TNCexcerpts(sv,6.000concepts)

・RTrtembase(multilingual
,28.000

concepts)

・TEPA(multilingual
,9.000concepts)

InfOrmatiOnaCCeSS noinformation

Pasting noinfomation

Price SEK6.400(app.US$1.000)

Contact/distributoraddress SwedishCentreForTechnical

Terminology

V5stravagengC

17146Solna

Sweden

Tel:08/7358525
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3.3.6 Termium

Name Termium

Operatingsystem MS・DOS2.Oandhigher

Hardwarerequirements mM・compatible,512KB(minimum),

6401(]B(preferable),2floPPydrives

orlfloPPydriveandharddiskdrive

(preferable)

SupportedCD・ROMdrives alldrivesthatsupportMicrosoft

CD・ROMextension(Hitachi,Philips,

Sony,_)

Retrievalsoftware noinformation

Userinterface en,fr

Content morethan900.000recordscontaining

3millionterms,en/fr

Pasting noinformation

Price noinfomation

Contact/distributoraddress PromotionandCo・ordinationDivision

TerminologyandLinguisticServices

Directorate

DepartmelltoftheSecretaryofState

ofCanada

Ottawa,Ontario

KIAOM5

Teh819/997・9727

3.3.7そ の 他

Inaddition,agreatnumberofmainlymonolingualdictionaries!lexicalency・

clopaediaisavailable.]Forexa皿ple:

●Lexicodisc(12volumes,de,BertelsmannLexikon)

●LeXitron(100.OOOentries,nl,vanDaleWoordenboek)

●Grolier(21yolumes,en,GrolierEncyclopaedia)

●Zyzomys(400.OOOterms,fr,Encyclop6dieHachette)

OMicrosoftBookshelf(10referencebookSanddictionaries,en)

●McGraw・Hill(100.000termsoftheDictionaryofScient苗cand

TechnicalTermsandthe15・volumeConciseEncyclopaedia,en)

TheseCD・ROMcanbeordered,amongothers,from:

GreatBritain:MultiLingua

61ChiswickStaithe

LondonW43TP,GB

Tel:081/9950478

Fax:081/7471853

Switzerland:Ellipse

14,rueRousseau

CH・1201Geneve

Tel:022/7315878

Fax:022/7383648

Germany:IncomGmbH

PoppelsdorferAllee114

D・5300Bonnl

Tel:0228/630315

Fax:0228/656364



3.4結 論

ヨーロッパで市販されている専門用語管理システムの効率性は、この調査で示されたよう

に、満足できるものである。 しか し、翻訳者の作業環境が組織的にいかなる形態であっても

使用できるようなシステムはない.個 人翻訳者のワークステーション上では、専門用語管理

用に非常に多種のシステムが利用できるが、大規模な翻訳サービス業務で使用できるシステ

ムは、現在 まだわずか しかない。

ここ数年の うちに、機械可読な用語集の数は、確実 に増加するだろう。そ して、新 しい手

頃な価格の記憶装置 と通信メディアにより、あらゆる組織内の人々が、これらの用語集を利

用できるようになるだろう。 この点では、専門用語データの交換にかかわる技術的な、また

語義上の問題を克服するため規格の制定 と実施が必要である。

専門用語管理 システムの効率性 ・可能性はより改善され、知識データベースに向かっての

発展が続くことだろう。そ して、専門用語データは翻訳者だけでなく、多数の利用者あるい

は利用者グループ(ド キュメ ンテーションの専門家、図書館員、技休渚 、'テクニカルライタ

ーなど)に よっても、収集、管理、使用されるようになるだろう。注意深 く収集された信頼

できる専門用語集が利用できることが、専門分野における高品質の翻訳 にとっての前提条件

となるだろう.そ のような専門用語集の編集 と配布は、言語にかかわる部門、翻訳業、プ リ

ーの翻訳者にとって新 たなもう一つの業務 となるであろう
。

今後は、大量の専門用語データの形態および内容に関し、その一貫性の検討を支援する、

さらに多くの手順が開発されなければならない。

一146一



4.専 門用語 デー タバ ンクの設計、設置および応 用の ため のガイ ドライ ン

ChristianGalinski

(lnfoterm)

コ ン ピュー タ に よ る専 門用 語 編 集(terminography)は 、1950年 代 に始 まっ て か ら今 日 に

至 る まで、 研 究 開 発 の様 々 な分 野 に、 ま た単 に特 定 目的 の ため の 言語(1anguageforspe-

cificpurpose、LSP)に 限 らず、 様 々な応 用プ ログ ラ ム の シス テ ム設 計 に発 展 して き た。

この ガイ ドラ イ ンは、LPSの 応 用(特 殊 な翻訳 、 テ クニ カ ル ラ イ テ ィング な ど)、 お よび

グル ー プ、 委 員会、 部 門、 また は小 機 関 に よる専 門 用語 研 究 の ため の専 門用 語 デ ー タバ ン ク

(TerminologyDataBanks、TDB)の 計 画 ・設 計、 に焦 点 を 当 てて いる。 異 な っ た要求 が

適 用 され るで あ ろ う技 術 文 書、 部 品 管理 な どの よ うなTDBの 非 言語 的応 用 分野 も存在 す る。

TDB 、 コ ン ビ ュ ー → ……五 ↓
」

を始め ることが望 ましい。

4.1は じ め に

4.1.1コ ン ピュー タ に よ る専 門 用語 編 集 の歴 史 的発 展

コンピュー タによる専 門用語編集 は、一方では、辞書編集の後継 と して、 他方 で は企業 ま

たは政府 における大規模 な翻訳部 門を支援す るための信頼性 の高 い専門用語デー タの必要性

に応ず るもの として始 まった。 間 もなくいくつかの標準化機関が、 標準化の 目的の ために標

準化され た専門用語 を有 する重要性 を認め、一カ国語 および多国語のTDBを 開発 した。 同

時期 に言語立案を 目的 と したTDBの 設計、応用 もなされ た。

TDBは 当初大型 コン ピュー タでのみ運用す ることがで きた。1980年 代に入 り、 ミニ コン

ピュー タでも運用 され る ようにな った。1980年 代末には、 マイクロ コンピュー タ上 で稼働 す

るTDBシ ステムが普及 し、 コンピュー タによる専門用語編集 は個人利用者 に も利用で きる

よ うになった。

TDBソ フ トウ ェア は、 そ の初 期 には一 般 に文 書 処理 用ソ フ トウ ェアを改 造 す る こ とに よ

っそ 用意 され た。 そ して、 それ らの ソフ トウ ェアの ほ ん の一 部 が、 専 門 用語 の ため に作 成 さ

れ た に過 ぎなか っ た。 過 去 にお け るTDBソ フ トウ ェアの 開 発 は、 デ ー タベ ー ス 管理 シス テ

ム(databasemanagementsyst㎝ 、DBMS)の 開 発 にみ られ たの と同様 な傾 向 を、 い くぶ

ん遅 れ て た どった。
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4.1.2用 語 と定義

専門用語 デー タベース(teminologicaldatabase):

要求 に応 じてデータを受 け入れ、蓄積 し、提供する ための構造 を もつ専門用語デー タ

の集合

専門用語デー タバ ンク(teminologicaldatabank):

デー タを管理す るための組織的枠組み を含む一つ以上 の専 門用語お よび他 のデー タベ

ースの集合

4.1.3今 日の コンピュー タによる専門用語 編集

あらゆる活動的な主題分野では、専門家の活発な研究開発によって絶えず新しい概念が作

り出されている。従って、主題専門家は、専門用語の主要な創作者であり、利用者でもある。

一つの主題分野 または副分野における概念の数は
、数千から数百万 まで様々である。専門用

語は様々な要求のもとに出現 し、様々な目的のために発展 した。最近のコンピュータハー ド

ウェアおよびソフ トウェアは、原則的には、複雑な専門用語デー タについてさえ、最もふさ

わしい形式で、利用者が容易に入力、蓄積、活用(再 利用)で きるように考慮されている。

しかし実際には、全ての個 々の応用プログラムにおいて、解決すべ き問題は非常に多い。

TDBに は以下のような点についての便宜が図られている。

・一人または一人以上の利用者による簡便な問い合わせ

・専門用語レコー ドの容易な更新

・利用者の指定する様々な出力

このガイ ドラインは下記の目的で利用されるTDBに 焦。点を当てている。

・専門用語研究

・専門用語の標準化

・専門用語の立案

・テクニカルライティング

・翻訳指向型専門用語編集

・情報管理

4.1.4利 用者集 団

LSPの 応用および専門用語研究の範囲において、以下の主要なTDB利 用者が認め られ

る。
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・個 々の主題分野の専門用語研究者

・翻訳者お よび通 訳者

・テクニ カルライ ターお よび科学技術 ジャーナ リス ト

・専 門の ドキュメ ンタ リス ト

4.1.5手 段

ISOの 技 術 委 員 会ISO/TC37"Terminology(principlesandco-ordination)"に よ っ

て 作 成 され た国 際標 準 は、TDBの 計 画 ・運 用 の た めの 確 固 た る方 法論 的 基 盤 を与 え て い る。

専門用語編集用 に設 計 され、 あ るいは専門用語向けに改造 され た既存 の コンピュー タハー

ドウェアおよび ソフ トウェアは、早 まった意思決定 を避 けるために慎重 に分析 され るべきで

ある。 道具 とい うものは全て、長所、短所お よび限界を もっている。将来増加す るであ ろう

条件は初期 の段 階か ら考 慮され るべ きである。

4.1.6専 門 用語 デ ー タバ ンクの 種 類

TDBを 運用す るシス テムがマイ クロコンピュータであ るか、 ミニ コンピュー タであるか、

あ るいは大型 コンピュー タであ るかは、現在では容量の問題ではな く、 費用の問題である。

数年前 には大型 コンピュー タ上で稼働 するシステムだけ しか存在 していなか ったのに対 し、

今 日ではその多 くはマイ クロコンピュー タ上での利 用の ために設計 されてい る。 かつてはT

DBソ フ トウェアは文書 処理用 ソフ トウェアを改造 したものか らなっていたが、 最近では専

門用語 ソフ トウェア、特 に多言語 用のものは、専 門用語処理 ・辞書編集 を目的に設計 されて

いる。

TDBソ フ トウェアは、 アプ リケー ションの洗練度、 デー タベース管理 システ ムの種類、

その他の要素に よって区分され る。最近は、 リレーシ ョナルデー タベース管理 システムか ら

ハイパーテキス トの概念 に基づ く新 しいタイプのデータベー ス管理 システムに移行す る傾向

にある。

以下の ようなデー タを処理 す ると考 えられるソフ トウェアシステムが存在す る。

・用語集 タイプの専 門用語 データ(2カ 国語以上の用語 お よび付加的な情報 か ら構成 さ

れる)

・辞書 タイプの専 門用語 デー タ(定 義 または他 の種類の概念記述、お よび用語 ・概念 に

関するデー タか ら構成 され る)

・シソー ラス タイプの専 門用語 デー タ(シ ソーラスその もの としての項 目を扱 うための、
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または シソー ラス形 式での専門用語データを扱 うための)

・知識データベース指向型専門用語 デー タ(概 念体系お よび さらに発見的な情報 を も含

む)

アプ リケ ー シ ョンの種 類 よっ て、TDBの 利用 者 フ ロ ン トエ ン ドは非 常 に異 な って見 え る
。

4.2専 門用語に関する情報

専門用語 レコー ドは専 門用語デー タベースの基本ユニ ッ トであ る。専 門用語 レコー ドの フ

ォーマ ッ トは、デー タ要素 の形 式で記録 される専門用語編 集デー タカテゴ リーか ら構成 され

る。専門用語情報の記録 管理(保 守 と更新)、 アクセスのために、様 々な種類 のデー タ要

素が、形式や内容に関する基準 に従 って管理 され る。

専門用語 レコー ドにお ける全 ての情報は、専門用語編集 データを用 いて言己録 され る。 これ

らのデータは専門用語 デー タ(す なわち、用語 および概念 に関す るデータ)お よび関連 デー

タに細分 される。

専 門用語の登録項 目の数が増加 するに したがって、一般 に、 よ り複雑 なレコー ドお よびフ

ァイル構造 に結合 したデー タカテ ゴリーが、 ます ます多 く必要 になって くる。情 報の個 々の

項 目の信頼性 を確保 するこ とが問題 となる。 個 々のデー タカテ ゴ リー、 データ要素お よび専

門用語情報が、形式 と内容の両面で互いに深 く入 り組 むよ うになると、 システムはデー タの

体系的な管理(保 守 と更新)の ために よ り多 くのオプ シ ョンを提供 しなければな らない。

専 門 用 語 デ ー タ カ テ ゴ リ ー は 、ISO6156「Magnetictapeexchangefo㎝atfortemi-

nologica1/1exicographicalrecords(MATER)」 に リ ス ト ア ッ プ さ れ 、ISO/TC37WD「Ter-

minologicaldataelementdirectory」 に 記 述 さ れ て い る 。

4.2.1専 門 用語 デー タ

(1)専 門用語データは用語関連デー タ(言 語依存)と 概 念関連デー タ(お もに言 語に独立)

とに分類 される。 用語 関連 デー タは主見 出 し語、 同義語 お よび同等外国語 に係わ り、 下

記の項 目を含む。

・主見出 し語(+同 等外 国語)

・同義語(+同 義語反復)

・省略形(用 語 または同義語の)

・全体形(用 語 または同義語の)
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・国際科学用語

・記号

・文法情報

・用語要素

・変換(翻 字 または転写)

・異形(用 語 または類義語の)

・注記

② 概念関連データは下記のような概念の定義または他の記述を含む。

*(限 定)

・定義(概 念の限定)

・全体 一部分限定

*(説 明)

・概念の説明

・全体一部分説明

*文 脈

*(他 の種類の概念表現)

・図

・式

・表

・記号(概 念記述の補足または代用)

*概 念記述についての注記

(3)高 度な利用のためにTDBに は下記のような概念体系についての情報をも含む。

・クラス(分 類記号または表記)

・ディスク リプタ(シ ソーラスの)

・キーワー ド

・上位概念

・関連概念

・下位概念

・対概念

・反義語

4.2.2限 定 お よび管理デー タ

関連データには、TDBが 保有 しているデータの正式な管理に必要な全ての管理データ、
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および用語と定義の使用に関する制約、登録項目間の相互参照、情報源の表示などが含 まれ

る。

情報源の表示は、書誌ファイルの形式で管理されている書誌項目への案内となる。

以下に挙げたカテゴ リーは、用語レベルのカテゴリー、概念記述、そ してあるものはその

両者を参照させることができる。

・レコー ド調ll子

・言語記号

・情報源

・初期入力の日付

・最新修正の日付

・責任コー ド

・地理的制約

・信頼性コー ド

(状態:)

・標準化/非 標準化

・代替語/新 造語

・好ましくない用語/許 容される用語/好 ましい用語

・副言語

(他の制約:)

・登録商標

・組織内の専門用語

4.2.3専 門用語 レコー ドの構造

TDBの コンピュータ化された専門用語ファイルに含まれる専門用語 レコー ドは、(個 々

にまたはグループ毎に)専 門用語編集情報をもついくつかの組織化されたフィール ドから構

成される。専門用語編集情報の個 々の項目は専門用語編集用データ要素 と呼ばれる。データ

要素のそれぞれの種類はデータカテゴリーと呼ばれる(例 えば、主見出 し語)。

データカテゴリーの多くは繰 り返 し可能で、互いに組合せ可能である。組合せ可能なデー

タカテゴリーは記 憶容量 とプログラミングの労力を削減するために一つのデータフィール ド

に配置される。 しかしながら、特にパーソナルコンピュータのソフ トウェアの場合には、ソ

ー ト、検索できるのはそのフィール ドに記録された第一番目の要素の情報だけであることが

多い。
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方法論的には、データカテゴリーはアプ リケーションや優先1頂位に従って、必須カテゴリ

ー、推奨カテゴリー、補足的カテゴリーとして配置すべきである。新 しい専門用語 レコー ド

を作 り始めるときには、どのような場合でも(ワ ークレコー ドは例外であるが)必 須カテゴ

リーに対応する情報だけは入力しなければならない。

必須カテゴリー、推奨カテゴリー、補足的カテゴリーを定義することに関連する困難の一

つは、すべてのカテゴリーが実際に出現するが、同時に出現することはめったにない、とい

うことである。そのため、専門用語データの入力および管理の過程において、具体的なケー

スで どのデータ要素が生じるかについては誰にもわからない。 したがって、開発の後の段階

で容易に拡張することができるように、そのシステムの中でできるだけ多くのカテゴリーを

設けることが不可欠である。

(1)デ ータカテゴリーの繰 り返 し可能性

同じデータカテゴリーに属するいくつかのデータ要素は一つの専門用語 レコー ドの中で何

度 も現れる。データ構造に従って、本質的には2種 類の繰 り返 しが多言語の専門用語 レコー

ドに現れる。

・言語 による繰 り返 し可能性(多 言語間の繰 り返 し ㎜1tiplelanguagerepetition、M

LR):主 見出 し語お よびその概念記述のためのデー タ要素 は、例えば、一つの概念 が

表現 され るそれ ぞれ の言語の中 に繰 り返 し現れ る。

・言語 内の繰 り返 し可能性(言 語内の繰 り返 し1a㎎uageinternalrepetition 、LIR):

例えば、 同義語 とい うデー タカテゴ リーは主見出 し語 に対 する個 々の同義語 について、

その当該言語の 中で繰 り返 し現れる。

(2)デ ータカテゴリーの組合せ可能性

ほとんどすべての専門用語データカテゴリーは、一つかまたは他のいくつかのカテゴリー

と組み合わされる。ある場合には、組合せは必須であり(例 えば、個々の用語についての言

語指示)、 必ず記録されなければならない。

レコー ドの数が増大するにつれて、組合せはTDBの 管理のためにますます重要になって

くる。それ故、ある種の利用者(例 えば、翻訳者)が 、最初は必要ないと考えたとしても、

そのシステムには前 もってデータの記録段階からそのための準備を必ずしておくべきである。ノ
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専門用語研究で生 じるアプ リケーションおよび優先順位によって、あるアプリケーション

においては推奨 される、または補足的とされる多くのカテゴ リー も、他のアプリケーション

においては必須のカテゴリー として定義されなければならないし、またその逆もありうる。

データカテゴリーは原則としてオープンリス トとして構成すべきであり、それは、情報の精

度および詳細さに関する要求の拡大 とともに、必要に応じて拡張される。

4.2.4フ ァイルの相互結合

一撮 にTDBは 以下のような様 々な種類の レコー ドから構成されている
。

・専門用語 レコー ド

・語法レコー ド

・書誌レコー ド

これらは洗練度および現実性に従 って下記のように区分される。

・信頼できるデータレコー ド(例 えば、 「標準」のような信頼できる情報源からのデ

ータを含む)

・統合したレコー ド

・ワークレコー ド(ま だ完全でない、または信頼性が不十分なデータ)

・保存レコー ド(他 の語に置 き代わったり、古 くなったデータ)

使用するソフ トウェアに合わせて、論理的に(必 ずしも物理的ではない)整 理された様 々

な種類のレコー ドをファイルにもつ ことが有効であろう。

TDBの マクロ構造のデー タ(す なわち、分類、シソーラス、または他の種類の ドキュメ

ンテーション言語で、 これらは、可能ならば専門用語データおよび書誌データの双方に適用

すべきである)は 、それ自身のファイルでも保守、更新されるべきである。

レコー ドとファイルの結合は、全体 としてのレコー ドあるいは副 レコー ドの間(例 えばあ

る言語における概念を表す用語と、テキス ト・ドキュメンテーション ・ファイルのサンプル

レコー ドとの間)、 または様 々な種類のレコー ドの個 々のデータフィール ドの間(例 えば書

誌ファイル中の個々の書誌レコー ドに結合されている参照のための情報源コー ド)で 設定す

ることが可能である。

、

関連するレコー ドおよびファイルの種類が増加するほど、TDBは より多 くの機能をもつ

ようになり、その有効性と対費用効果が高くなる。 しかしこの場合、設計および運用段階に

おいてかかる時間とコス トは、アプ リケーションや構造が洗練されていない場合よりも増大

する。長期的に見れば、これ らの労力 とコス トは次の点で十分償われる。

・応用可能性
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・有効性

・対費用効果

4.2.5書 式 と表示形式

専門用語編集データの記録および管理の様 々な段階、側面で、書式と表示形式を決定する

必要がある。利用者の使いやすさおよび管理効率のために、これらの書式 と表示形式の枠組

みの論理構造は、相互に関連 したものでなければならない。

出力の書式 と表示形式は利用者の要求に合致 していなければならない。一つのシー トまた

は画面上で、利用者に過剰な情報を提示すべきではない。利用者から要求され、利用者へ提

供するデータの対象の選択、配置、順序は、例えば専門用語編集データの入力を容易にする

デフォール ト値のようなものを十分に考慮して、利用者の要求に適合させるべきである。様

様な書式や出力形式が以下の処理過程で必要 とされる。

・データ入力

・データの更新、修正

・データ検索

・プリント出力

・他の種類の出力

4.3専 門用語データバンクの設計 と設置

TDBの 設計 と設置は、以下の段階に沿ってなされるべきである。

・予備的可能性研究

・可能性研究

・要求に関する詳細研究

・対費用効果の調査

・設置

・テス ト

これらの段階ごとに完了期 日を設定すべきである。得られた結果については、中間報告書

として提示すべきである。

4.3.1予 備的可 能性研 究

予備的可能性研究のねらいは、TDBを 構築する理由を示す概案書を準備 し、利用者と利
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用方法を記述 ・分析することにある。また、ここでは、TDBの 内容に対する責任の分担を

含め、理想的な組織の枠組みについても討議されるべきである。

4.3.2可 能性研究

この段階ではTDBを 構築するか しないかの意思決定の基本となる報告書を準備すべきで

ある。 これには、TDB設 置のおおよその日程、および構築と運用に必要な財政的手段 と要

員が含 まれる。

4.3.3要 求に関する詳細研究

この段階は、完了期日が設定されたプロジェク トへの協力者に作業を割 り振る詳細な作業

計画からなる。

これはTDBが 満たすべき要求を明確にすることにも役立っ。これらの要求は、ハー ドウ

ェアとソフ トウェアの購入、および外部協力者との契約の基礎 となる性能仕様書に(で きる

だけ詳細に)規 定する必要があるので、この作業は慎重に行わなければならない。

4.3.4対 費用効果の調査

この段階では、TDBの 設定と運用の費用、およびその潜在的な利益が考慮されなければ

ならない。専門用語管理、より信頼性の高い情報、改善された ドキュメンテーション、効率

性の増加などによる利点を計算することはかなり困難であるので、経済価値の分析 も行わな

ければならない。

4.3.5設 置

TDBの 設置の段階では、ハー ドウェア、 ソフ トウェアの購入のほかに、要員の訓練、組

織上の対策が含まれる。

4.3.6テ ス ト

この段階では、設置 したTDBシ ステムと性能仕様書に規定された要求 とが比較される。

性能仕様とシステムとの不一致、または性能仕様の追加により、変更が必要 となるであろう。

後者の場合には要求に関する詳細研究以降の各段階を繰 り返す必要がある。
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4.4デ ータ源

専門用語編集用データは、下記に挙げるような様々な種類のソースから得 ることができる。

・主題専門家による体系的な専門用語研究

・専門用語編集活動

・外部情報源

TDBの 構築を開始する前に、費用を削減するため、できるだけ信頼性の高い専門用語デ

ータを、少なくともその一部でもどこから入手できるかを調査すべきである。

4.4.1体 系的な専門用語研究

主題専門家は、それぞれの専門用語の主たる創造者であ り利用者である。体系的専門用語

研究は概 してその性質上かな り規範的であ り、たいていはチームで実施される。その結果、

信頼性の高い専門用語データが得られ、またそれは、チームの地位にもよるが多かれ少なか

れ権威あるものとみなされる。

専門用語の標準化はこのカテゴ リーに属する。それは標準化機関の中で組織され、行われ

る。国際 レベル、地域 レベル、あるいは国レベルの多 くの機関は、それらの専門用語を、標

準化された専門用語に類似したものに一致 させている。

4.4.2専 門用語編集

多くの場合、∂1練された専門用語編集者、言語専門家(例 えば、翻訳者)ま たは主題専門

家は、既存の原資料から専門用語データを収集 ・分析 し、専門用語レコー ドを作成する。 こ

れは二次的な利用者の観点から行われるため、本質的にかな り記述的である。専門用語編集

において、情報源の分析と処理は必須である。

4.4.3情 報源 の扱 い

ほ とん どの場合 、完全 な書誌記述 は、専門用語 レコー ドにおける情報源へ の参照 としては

包括 的にな りす ぎて しまう。 その ため、簡 潔な書誌記述を使 用す るか、 または書 誌 ファイル

中での簡潔 なあるいは完全 な書誌記述 に導 く記号 としての コー ド(ISO/tVVD18rDocumenta-

tionforterminologyworkandtenninograghy」 によるのが望 ま しい)を 使用すべ きであ

ろう。情報源記号の中 には資料の信頼性 をも表示 する ことが望 ましい。
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4.4.4外 部情報源

専門用語データが外部の情報源から採集される場合には、下記の点について入念に分析す

べきである。

・創案者の地位

・専門用語活動または専門用語編集活動の種類

・参照情報源の質

・データの完全性、など

一般に、外部データ(主 題専門家チームによる体系的な専門用語研究を通 じて得られた専

門用語データは例外であろう)は 、信頼度が低いとみるべきであろうが、データとして使用

され、時が経過するに伴いレコー ド毎に次第に改善されるであろう。

4.4.5デ ー タ 交 換

専門用語データの準備と管理は非常に労働集約的であ り、費用がかかる。それ故、専門用

語データの交換が可能かどうかという側面から既存のTDBを 調べることが推奨される。

TDBを 設定する前にどの ドキュメンテーション言語(分 類体系、シソーラス、その他)

を使用するかを考慮すべきである。異なった ドキュメンテーション言語はTDB間 の専門用

語データの交換の大きな障害である。

専 門用語 デー タの交換を有効 にす るためには、可能 な らば国際標準を採 用すること、特 に

ISO6156「Magnetictapeexchangeformatforteminologica1/1exicographicalrecords

(MATER)」 に基づ く交換 フォー マ ッ トを採 用する ことが重要で ある。

4.5専 門用語データバ ンクの組織化 と管理

TDBの 運用には多くの局面がある。TDBを 構築する前にそれらを慎重に検討 し、計画

を立てるぺ きである。

TDBの 設計 と設置だけでなく、その組織化と管理のためにも様 々な能力を有する専門家

が必要である。そこで、これ らの専門家がいるか、また彼 らの協力が得られるか ということ

を確認することが重要となる。
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4.5.1デ ー タ フ ロ ー 管 理

過去においてTDBの 専門用語レコー ドとその全体構造は非常に静的であった。 これは下

記の理由による。

・多くの主題分野 における知識の高度に動的な発展に相反 していた。

・外部情報源および、利用者からのフィー ドバックの潜在的価値を無視 していた。

TDB周 辺の組織内部の、そしてTDBと 利用者および潜在的な外部情報源との間のよく

計画されたデータフロー管理は、下記の2点 のために結果的にはかな りの費用削減もたらす

ことになろう。

・入力用データの準備

・TDBを 稼働させる過程におけるデータの絶え間ない改訂

信頼性の低いデータが増加 しないように、厳格な品質管理ができる訓練 された専門用語研

究者がデータフロー管理を行 うべ きである。

専門用語データ、特に複数の主題分野をカバーしている多言語データは、以下に挙げる多

くの過程を経る。

・準備(主 題専門家または専門用語研究者による)

・(入 力のための準備と)入 力

・チェック(一 貫性と品質管理)

・利用者による修正(利 用者か らのフィー ドバ ック)

・体系的/周 期的改訂

・定期的な保守 と更新

・(出 版のための準備 と)出 版

・オンライン検索(そ のための変換)

・データの交換、その他

したがって、データフロー管理はTDBを 稼働させる際の対費用効果に関する決定要因と

なる。データフロー管理の多 くの側面はソフ トウェアで支援することができる。

4.5.2更 新 と保守

TDBに 含まれるデータが多いほど専門用語編集データの 「よい記録管理」により多くの

注意を向ける必要がある。関連するデータカテゴリーの数はレコー ド数に比例して増加する

傾向にある。あるデータカテゴリー(デ ータ、情報源など)も 、そのレコー ド全体またはレ
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コー ドの部分 よりも、むしろ他の個々のデータ要素とますますリンクされるであろう。この

傾向は設計段階で前もって考慮 しておかなければならない。

古 くなった専門用語データのための保存ファイルを作っておくことも望まれる。そのよう

なファイルは様 々な理由から将来再び必要とされる可能性があるか らである。

4.5.3デ ータ構造 とその保守

TDBを 稼働 し始めるときには、おそらく最小限のデー タカテゴリー間の リンクまたは組

合せだけを必要 とするであろう。データ量および利用が増加するにつれて専門用語 レコー ド

の構造は(必 ず しも個 々の全ての レコー ドについてではないが)ま すます複雑になるであろ

う。補助的なファイルの数 も増加するであろう。目的、使用法、相互参照など全ての側面に

関するデータ構造の何 らかの変更は、TDBの 設置(お よびテス ト)後 、迅速にそれぞれの

ドキュメンテーションに記述されなければならない。

4.5.4デ ー タ の 保 護

下記の事項に対 して厳格な統制が行われなければ、専門用語データに対する無統制のアク

セスおよび使用によって、データバンクは必ず破壊されるだろう。

・データに対するアクセス権

・データに対する操作権(改 訂、更新など)

・データ構造に対する責任、など

4.5.5専 門用語 デー タバ ンクと情 報管理

TDBの ファイルおよびデータと、 ドキュメンテーションのファイルおよびデータとの結

合可能性は、オフィスオー トメーション、コンピュータ支援翻訳などにおける情報管理のた

めの基礎を提供する。

4.5.6専 門用語情報の普及

TDBの 設計および設置の初期の段階から、専門用語データの使用と再利用については、

とりわけ相互協力による利益 という側面からの検討がなされるべきである。専門用語データ

が市販される場合には、以下の点 を考慮 しなければならない。

・利用者集団、および彼 らが求めるデータの表示方法

・創案者の権汗iiに関する法的問題、および専門用語データの市販
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・品質管理の重要性

4.5.7要 員

適切な(訓 練された)人 材が不足 していることは、TDB設 置のボトルネックの一つとな

っている。それ故に要員の教育とその後の段階での訓練に十分注意が向けられるべきである。

4.5.8利 用者および外部協力者に対する訓練

今 日のTDBは 一般に非常に洗練された複雑な構造をもっている。多くの利用者はデータ

構造および個 々のデータのほんの一部分しか必要としない。一度に多すぎる情報やその複雑

さに遭遇 した利用者は、不満を感 じ、データバンクの利用を中止してしまう。 したがって、

内部利用者(あ る機関の職員)お よび外部利用者(外 部の協力者を含め)はTDBを 利用し

始める前に訓練を受けるべきである。また、訓練は、TDBの 保守 ・更新のための利用者か

らのフィー ドバ ックを視点に入れて実施すべきである。

4.5.9法 的側面

創案者の権利(著 作権を含む)に 関する法的状況は、コンピュータのあらゆる新 しいハー

ドウェアおよびソフ トウェアの開発 とともに、ますます難 しくなってきている。あるデータ

を法的に保護する必要があれば、様々な種類の協力者 と実施に当っての規約を含む契約 を交

わすことが勧められる。

4.5.10対 費 用効果管理

このガイ ドラインで示した全ての方法論的、実践的な提言を受け入れれば、TDBの 運用

上の対費用効果は保証される。より大きなTDBの 場合には、その情報管理者の機能には体

系的な対費用効果管理のすべての側面が含まれるべきである。

4.6要 約

TDBの 構築は、方法論的、組織的、技術的資質を必要とする、高度に複雑な作業である。

TDBそ れ自体に、TDBを 管理するのに必要な多くの活動 と同様に、非常に費用がかかる.

それ故に費用要因は、TDBを 設置 し管理する全ての段階、および全ての側面において、厳

格に管理されなければならない。
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4.6.1主 要 な意思 決 定

対費用効果を上げるために、以下の側面には十分な考慮 と個別の意思決定を必要 とする。

(1)十 全 な(し たが って時 間をか けた)計 画段 階は、長期的 にみれば費用の削減 を もたらす。

さらに下記の事項 につ いての徹底的な分析 は、TDBが すでに設置段階 にあ っても費用の

削減 を もたらすであ ろう。

・TDBの 目的

・利用者の要求

・データフロー管理

・既存の外部情報源

・採用すべ き既存の ソフ トウェア

(2)TDBを 稼働するための ソフ トウェアと同様 に、 よ り洗練 されたアプローチに対する意思

決定 はよ り高 い度合いで下記 の結果 をもたらすであ ろう。

・TDBの 組織化 のための対費用効果

・新 たな発展 や利用者の要求 に対 して
、 デー タおよびデー タ構造 の改造 を した り、T

DB全 体 として対応 できる柔軟性

・全体 としてのTDBの 多機能性

(3)TDBの 内容に対する絶え間 ない更新を目的 として、下記 の事項 に十分 な考慮 が払われ る

必要 があ る。

・利用者か らの フィー ドバ ック(お よびその品質管理)

・準備、入力、保守、更新 の全過程における専門用語 デー タの全体的な品質管理

(4)TDBは 外部の協力な しには ほ とん ど対費用効果を上げ られない。 この 目的の ために国際

標準の採用が必要 であ る。

(5)TDBを 設定する作業 は複雑 であ るので、 コンサルタン トサー ビスの利用は長期 的には費

用の削減を もたらすであろ う。

4.6.2協 力

TDBは 、 多 くの理 由か ら、 様 々な種類の外部協力者 との協力関係に対 して開放的である

べ きである。 国際的 なレベルで は以下 に挙げる学会や機関に よる協力 が有効であ る。
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・theIntemationalInformationCenterforTerrninology(Infoterm}

・theInternationalNetworkforTerminology(Termnet)

・theIntemationalInstituteforTerminolqgyResearch(IITF)

・theAssociationforTerrninologyandKnowledgeTransfer(GTVV}

地 理 的 、 言 語 地 域 的 な レベ ル で は 以 下 に 挙 げ る機 関 に よ る 協 力 が 有 効 で あ り、 奨 励 さ れ る 。

・Nordterm

・RiTenn(RedIberoamericanadeTeminologia)

・RiNT(Reseauinternationaldeneologieetdeterminologie)

・Arabterm

国内レベルでは様 々なパー トナー との協力が非常に望ましい。

4.6.3将 来の動向

洗練されたTDBは 、下記のような機能を有する専門用語知識データバンクに発展する。

・情報管理の支援

・付加価値情報 を含む

・新 しい種類の利用のために様 々な種類の情報 とリンクする(多 機能性の増加)

そのようなTDBに 収められ、管理されるデータは、エキスパー トシステムや他の種類の

知識ベースシステムにとって必須のものとなる。
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